



























































暗殺拳はチートに含まれますか？




～彼女と目指す最強ゲーマー～
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「……鋭えい一いち」

　恍こう惚こつと目を細めながら、少女がこちらに手を伸のばす。

　瞬しゆん間かん、鋭一の心臓はどきりと跳はね上がった。

　いつのまにか互たがいの息がかかりそうな距きよ離りにまで、少女は接近していた。

　視界の端はしで瑞みず々みずしい黒くろ髪かみが揺ゆれる。フリルのあしらわれたスカートに、そこから伸びるリボン。さらに大だい胆たんに開いた胸むな元もとが目に入る。

「葵あおい……っ!?　そんな、近っ……」

　思わず声を漏もらしながら、鋭一は後ろへ退こうとした。だがその時にはもう、彼女の手のひらは鋭一の頭に触ふれていて。

「つかまえた」

　葵と呼ばれた少女は、にこりと微笑ほほえんだ。囁ささやくような、くすぐったい声が耳に届く。

　聖母に愛されているかのような、甘い甘い一瞬。

　その、直後。

　葵は右手で鋭一の頭部を摑つかんだ。

　そのまま腕うでを振ふりかぶり、大きく勢いをつけ、手首を捻ひねりながら腕を振り下ろす。

　彼女の手は地面に近づき、そして……

　ゴキリと鈍にぶい音が鳴った。

　相手の頭部を叩たたきつけると同時に首を捻り、頸けい椎ついを折ったのだ。

　倒たおれたまま動かない鋭一を背に、葵は何事もなかったかのようにすっと立ち上がる。その瞳ひとみの奥では、楽しげな光が揺れていた。

　何ということだろうか。彼女は、この行いを楽しんでいるのだ──！

「わたしの勝ち」

　葵は涼すずしげな顔でつぶやき、ピースサインする。

　その背後では、鋭一の体が爆ばく発はつのエフェクトに包まれていた。さらに華はな々ばなしいファンファーレの音とともに、葵の頭上には大きな文字が表示される。

　この試合の、勝者を知らせる文字だ。


　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＯＩ］






　　　　　　　＊＊＊




「ぐぁーっ！　チクショー、もうちょっとやれると思ったんだけどなあ」

　シンプルなＶＲゴーグルを外しながら、平ひら田た鋭一は悔くやしがった。

「やっぱ強いな、葵は」

　横を見る。隣となりに座っている少女、一いつ色しき葵もちょうどゴーグルを外しているところだった。

　二人はたった今まで、体感型のＶＲゲームで対戦していたのだ。首を折ったのも、折られたのも、すべてゲームの中のアバターである。

「たのしい」

　彼女はふんふんと鼻息荒あらくつぶやいた。

　葵の顔は一見すると無表情なように見えるが、興奮気味にそわそわと体を揺らしており、どうやら本当に楽しかったのだろうことが窺うかがえる。

「鋭一」

　葵は名前を呼びながら、鋭一のほうに向きなおった。

「ん？」

　鋭一は何気なく返事する。その直後。

「もっと遊びたい」

　恍惚と目を細めながら、葵がこちらに手を伸ばしていた。

　瞬間、鋭一の心臓はどきりと跳ね上がった。

　いつのまにか互いの息がかかりそうな距離にまで、少女は接近していた。視界の端で瑞々しい黒髪が揺れる。制服のブラウスに、胸元につけられたリボン。さらにスカートから伸びる白い脚あしが目に入る。

「あ、葵……っ!?　ど、どうした……？」

　思わず声を漏らしながら、鋭一は後ろへ退こうとした。だがその時にはもう、彼女の手は鋭一の手をぎゅっと握にぎっていて。

　いや、わかっている。これはゲームの中ではない。だから今、摑まれた手首を折られたりすることはない。のだが。しかし。

　つまり目の前に迫せまっているのはリアルの美少女であり、彼女のあどけない顔も、小こ柄がらな肢し体たいも、手のひらから伝わる熱も、すべて本物なのだ。

　鋭一は急に恥はずかしくなって狼狽うろたえた。ここは誰だれが見ているわけでもない、ゲーム用の個室。だが、それなら良いというものでもない！

「お、俺との組手はもう良いんじゃないかな!?　そろそろランク戦とか」

「む」

　鋭一は慌あわてて断ってみようとするが、葵は頰ほおを膨ふくらませて不満を表明した。

「わたしは、鋭一と遊びたい」

　彼女はさらに身を乗り出す。彼女が喋しやべるたびに、あたたかな吐と息いきが顔にかかる。

　これは……このまま放ほうっておいたら、もっといけない体勢になりそうな気がする！

「わ……わかった！　わかったから一いつ旦たん離はなれようか！」

　限界だ、とばかりに鋭一は摑まれた手をぶんぶんと振って逃のがれようとした。

　それが悪手だった。

　葵は条件反射で動いてしまう。手を振りほどこうとする相手をどうすれば良いか、彼女の体は知っているのだ。

　一瞬の後、鋭一の体は宙に浮ういていた。

「あっ」

　気づいた時には遅おそかった。ここはゲームの中ではない。だから骨を折られることはないが……それでも、投げられることはあるのだ。

　鋭一はソファの上に投げ倒された。ぼふん、とやわらかい衝しよう撃げきに包まれる。これが地面だったらと思うとゾッとする。

　葵はじとっとした眼めで鋭一を見下ろしながら、困ったように首を傾かたむけた。

　そして幼い声こわ音ねで、つぶやく。

「……手を繫つなぐとだめ？」

　親に注意された子供のように、彼女は疑問を口にした。

「こいびと、なのに」

　その言葉に、鋭一は反論できなかった。




　そう。

　目の前にいるこの少女、葵は──

　鋭一と同じ学校に通う女子高生であり、

　猫ねこのような可愛かわいらしさで評判の美少女であり、

　そして、

　ゲームの中では相手の首を叩き折ってしまうような「暗殺拳けん」の使い手であり。

　さらには……

　鋭一の「彼女」なのである。




「いや、まあ、うん、そうなんだけど……」

　彼女と手を繫ぐのを否定する彼氏はいない。結局鋭一は返す言葉が思いつかず、もごもごと話を戻もどした。

「とにかく、葵は俺ともう一回戦いたいんだな？」

「うん」

「でも、それってさあ──」

「？」

　鋭一は言葉を継ついだ。なんとなく答えはわかっていたが、一応確かく認にんしておきたかった。

「俺の首を、折るってことだろ？」

　その質問に、葵が表情を変えることはなかった。彼女は当然だ、とでも言わんばかりに、意い気き揚よう々ようと首を縦に振った。

「うん！」

　とても、いい笑顔だった。

　この「暗殺者」と付き合うのは、簡単なことではない。
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　──闘とう技ぎ場に、二人の戦士が降り立った。

　鋭えい一いちは目の前の相手を見み据すえる。頭にはウェスタンハット、上半身にボロ布をまとい、下半身はジーンズ。わかりやすい西部劇ガンマン風の出いで立ちだ。帽ぼう子しの下に長い髪かみをなびかせる、女性ガンマンだった。

　一方の鋭一は白を基調とし、全身にベルトをあしらったバトルスーツを身にまとっている。

　いや、ここでの鋭一は、鋭一ではない。アバター「Ａ１」はこのＶＲ空間「プラネット」で戦う、鋭一の分身である。

　目の前に広がるのは赤茶けた土の荒こう野やと、それを円形に区切っただけの闘技場。遠く地平線のあたりには土に埋うまったビルやタワーがいくつも顔を出している。

　Ａ１の見る景色は現実世界でゴーグルを装着する鋭一の視界にそのまま広がり、周囲の風の音、砂すな埃ぼこりが巻き上がる音、距きよ離りをおいて向かい合う対戦相手の息いき遣づかいまでも聞こえてくるようだった。

　戦いの前の緊きん張ちよう感がびりびりと肌はだを焦こがす。ゴーグルの下の、鋭一の口元がわずかに緩ゆるむ。この感じは、嫌きらいではない。

　すぐに、目の前の空間に文字が浮かび上がった。それは戦いの始まりを告げる合図である。

　［ＳＵＤＤＥＮ　ＤＥＡＴＨ　１ｏｎ１］

　向かい合う両者が同時に息を吸い込み。

　［ＲＥＡＤＹ］

　やはり同時に、構えを取る。

　ガンマンは右手をだらりと下げ、左手を腰こし元もとへ。Ａ１は両りよう肘ひじをぐっと後方へ引き、不自然なほど前ぜん傾けいした奇き妙みような構え。

　そして……

　［ＦＩＧＨＴ!!］

　そこからは、様々なことが起こった。

　ガンマンがだらりと下げていた右手を瞬しゆん時じに跳はね上げる。

　Ａ１が地を蹴ける。

　ガンマンの右手は上半身のボロ布の中へ。同時に、右足を一歩踏ふみ出している。

　Ａ１は一度前方へ踏み込んでから、短めに一歩下がって相手との距離を測る。

　両者の一挙手一投足が、瞬まばたきひとつ許されない重要な出来事の連続だった。

　一瞬でもどちらかの集中が途と切ぎれた時、その瞬間には勝負がついてしまうだろう。勝負は一撃なのだから。

　Ａ１は上半身の構えを維い持じしたまま、巧たくみな足運びで間合いを維持する。両肘を引いたまま前傾姿勢での移動。

　ガンマンが短く前に出た。Ａ１は相手の要望を受け入れるかのように、さらに一歩踏み出して間合いを詰つめてやる。ここが勝負所だ。

　自らの体が風を切る音を聞きながら、鋭一の耳は、そこに混ざる違ちがう音を聞き取った。敵の呼吸音の変化。そして衣きぬ擦ずれの音。

　──来る。

　それに合わせて、鋭一は瞬きをひとつした。

　瞬間、閃せん光こう。

　視界を光に覆おおわれたガンマンの体がわずかに硬こう直ちよくする。

　攻こう撃げき動作を阻そ害がいされたガンマンは一瞬だけ動きを鈍にぶらせたが、そのまま強ごう引いんに攻撃を放った。上半身にまとったボロ布から、唐とう突とつに長い腕うでが飛び出す。

　どこから現れるかわからない、超ちよう高速の貫ぬき手て。見た目のガンマンスタイルはこの貫手を早はや撃うちに見立ててのものだろう。

　ガンマンの狙ねらいは前傾したＡ１の最もわかりやすい的……即すなわち顔面。

　その貫手は本来の腕のリーチを超こえてなお伸のびた。文字通り、アバターの腕が長く伸びている。相手のリーチの外から不意を突つく。確実に先手を取れる技わざとして昇しよう華かされた、見事な突きだった──のだろう。

　その先手が「打たされた」ものでさえなかったならば。

　絶好の間合い、絶好の的、絶好のタイミング。

　それら全すべて、鋭一が用意したものだ。

　そしてその「絶好」は、突とつ然ぜんの閃光によって僅わずかに狂くるった。

　必殺の貫手はＡ１の顔の真横を通り過ぎていった。頰を撫なでる風圧を感じながら踏み込み、相手の至近にまで迫る。Ａ１は思わず犬歯を剝むきだして笑った。この瞬間は、最高だ。

　本気で攻撃しようと、殺気とともに向かってくる相手。

　自分の持てる感覚と技術をフルに使ってそれを捌さばき、

　そしてこちらの攻撃を……叩たたき込む！

　Ａ１は腕を折りたたんだ状態から肩かたと肘の力を爆ばく発はつさせ、掌しよう打だを繰くり出した。不自然な姿勢から放ったとは思えない速度の掌ては、相手の心臓の位置を的確に狙い撃つ。クリーンヒットの重さを腕に感じる。ガンマンが驚きよう愕がくに目を見開く。

　──一撃。

　そう、これはたった一発を巡めぐる戦い。一撃先取の「サドンデス」。

　鋭一はゴーグルで見る視界の端はしに表示されたゲージ……敵のＨＰが１から０になるのを見た。

　それを以もつて再び、上空に文字が現れる。

　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　同時に、ガンマンの体は派手に爆発した。

　決着である。

　［ＷＩＮＮＥＲ　Ａ１］

　表示された勝者の名前を確認し、鋭一は髪を揺ゆらす爆風に目を細めた。




　　　　　　　＊＊＊




　夜中に自分の部屋でこっそりパンチを撃ったことはある？

　じゃあ、それを実際の相手に当てたことは？

　戦うというのは、とても気持ちの良いものだ。

　思うがままに体を動かして、本気でぶつかり合う。きっと終われば河か原わらに寝ね転ころんで、互たがいに友情が芽生えたりもするだろう。実に清すが々すがしい。

　自分は身体からだが小さいから向かないって？

　なら、大おお柄がらな身体を選べばいい。

　力が弱いから勝てそうにない？

　では、腕わん力りよくの強い設定にすればいい。

　あんなに素す早ばやく動いたりできない？

　じゃあ、念じるだけで瞬間移動できる技を使おう。

　痛いのは嫌いやだ？　怪け我がするのが恐こわい？

　心配はいらない。

　──それらが全て解決するような世界が、ここにあるのだから。




「くっそー。私の早撃ちと〈伸しん縮しゆく腕〉の相あい性しようは良いと思ったんだけどなあ」

「いや、実際強いですよそれ。だから〈フラッシュ〉のタイミングはミスれないんだ」

「Ａ１さんは誘さそいこみのテクが上う手ますぎるって。スキルも地力があって初めて活いきる、かあ。これなら通常ルール……『デュエル』の方でも通用するんじゃないですか？」

「……いやー。なかなか難しいっすよ、あれは」

「そういうもんですか？　まあ『サドンデス』に居座ってくれるなら、そっちで倒たおすまでよ。次こそブッ殺しますから」

「ははっ。こっちこそ殺します。じゃ、お疲つかれ様」

「お疲れ様ですー。またよろしくね」

　試合後の雑談を音声チャットでひととおり楽しんだ後、鋭一はゴーグルを脱ぬぎ、心ここ地ちよい疲ひ労ろう感とともに現実世界のソファに倒れ込んだ。

　満足げに息を吐はく。あの荒野の闘技場が、彼を最も満たしてくれる場所だ。

『プラネット』は、「荒こう廃はいした未来の地球」という設定のＶＲ空間である。

　人類はとうに滅めつ亡ぼうしたが、そこにコールドスリープから目覚めた過去人──覚醒者アウエイクが現れ、「人類最後の最強」の称しよう号ごうをかけて戦う、というストーリーが設定されている。あの空間に潜もぐる時、プレイヤーは現実世界を忘れ、遠い未来に目覚めるのだ。

　そこでの戦いにおいて、鋭一はかなりの強さであると自負している。特に一撃で勝負の決まる特とく殊しゆルール……互いのＨＰが１で戦せん闘とう開始するサドンデス・ルールではもう随ずい分ぶん負けていない。初撃を当てることにかけて、彼の右に出る覚醒者アウエイクはいないだろう。

　先ほどの相手だった女性ガンマンも、現在同ルール二位の成績を誇ほこるが、それでも鋭一には敵かなわない。

　アバター名「Ａ１」……平ひら田た鋭一は、高校生でありながらサドンデス・ルールの絶対王者であり……

　その獲かく得とく賞金から収入を得ている「プロ」のゲーマーでもあるのだ。

　鋭一は寝返りをうちながら先の戦いを反はん芻すうする。

　戦うというのは本来、大変な快楽の伴ともなう行こう為いだ。持てる力を尽つくし、互いの全ぜん霊れいをぶつけ合い……敵を倒す。そこには根源的な興奮と悦よろこびがある。

　もちろん日常でそれは許されない。だがＶＲでなら、できる。

　──目の前に倒すべき敵、倒してもいい敵がいる。

　それは全力で「ぶっ殺し」ても構わない相手だ。

　ここには痛みも怪我もない。

　ここでなら、人はどこまでも獰どう猛もうになれる。電気のヒモに対してシャドーボクシングするくらいの気軽さで、人を殴なぐれる時代がやってきた。




〝プラネット〟は、戦いのメリットだけを人々に与あたえたのだ。




「おっと、時間か」

　鋭一は時計を見ると、ＰＣのディスプレイを立ち上げた。

　プラネットの動画配信機能を使って、有名配信者「百もも道ち」が放送を始める時間なのだ。この放送を視し聴ちようするのはすっかり日課になっている。

　自分が戦っていない時間も、ゲームに浸つかっていたい。

　他にも攻こう略りやくサイトを見たり、コミュニティに顔を出したり。最前線で戦うためには、情報収集も欠かせない。

　鋭一は生活のほとんどを、このゲームにつぎ込んでいる。日中は学校があるので流石さすがにそういうワケにはいかないが、自由時間は即ちゲームの時間である。プロとしての収入から一人暮らしをしているので、家族に邪じや魔まされることもない。

　そうこうしているうちに、あっという間に夜は更ふけていく。

「……うおっ！　もう一時!?」

　ふと時計を見ると、信じがたい時刻が表示されていた。本来なら寝ねる時間、なのだが。

　右手を握にぎり、開く。自然とその手は掌しよう底ていの形を作っていた。クリーンヒットの感かん触しよくはまだ残っている。勝利の感触が。

　鋭一は戦うのが好きだ。勝つのはもっと好きだ。

　体がうずく。今日はもう満足したと思っていたが、そんなことはなかったようだ。

　常識的に考えれば寝るべきだ。しかし、手にはまだ掌打の感触が残っている……。

　──「迷ってるその時間でもう一試合できる」

　鋭一はこの界かい隈わいに伝わる迷めい言げんを思い出した。

「大だい丈じよう夫ぶ。あと一試合、あと一試合だけだから……！」

　うわごとのようにお決まりの常じよう套とう句くを呟つぶやいて、覚醒者アウエイク、平田鋭一はゴーグルを再びかぶり、「プラネット」に降り立った。

　対戦メニューからランキング戦を選び、それからルールを選せん択たくする。

　──「これなら『デュエル』でも通用するんじゃないですか？」

　ふと、先ほどの会話が頭をよぎる。

　デュエル・ルール。一撃勝負のサドンデスと違ちがい、１０００あるＨＰを先に削けずり切った方が勝つ通常ルール。サドンデスもコアな人気はあるが、やはり王道にして花形なのはこちらだ。プロとしては、デュエルの上位ランクも狙っていくべきなのだろうが……。

「……いや。俺の『レベル上げ』は、まだ終わってないんだ」

　鋭一はどこへともなく呟く。

　レベル上げ──ゲーマーとしての特訓を鋭一はそう呼んでいる。一人で、地道な経験値稼かせぎを繰り返して強くなる。ＲＰＧの主人公と同じだ。これまでもずっとそうしてきた。

　結局そのまま、鋭一はサドンデスを選択した。

　そして、そこから十試合した。「あと一試合」から十試合で済んだのは、上出来と言ってもいいだろう。




　　　　　　　＊＊＊




　……などという生活をしていれば、当然こうなる。

　鋭一は大おお慌あわてで走っていた。明らかに学校に遅おくれそうな時間だ。

　現実の肉体には体力というやつがあるので困る。走るとすぐに息が切れて胸が苦しくなる。だが止まるわけにはいかない。

　遅ち刻こくなんてことになれば、また『社長』に何と言われるかわからない。

　校門を駆かけ抜ぬける。階段を駆け上がる。チャイムが鳴り始める！

　いや、鳴り終わるまではセーフだ。教室のドアが見えた。ここで〈ショートワープ〉のスキルを発動すれば！

　……だがもちろん、鋭一の肉体にそんな機能はない。そのまま無情にもチャイムは鳴り終わった。

　ああ、これだから現実ってやつは！

　教室に駆け込んだ鋭一はちょっとした笑いものになった。今週だけでも二度目だ。さすがに恥はずかしい。




「鋭ちゃーん。遅刻はやめとけって、言わなかったっけ？」

　昼休み。案の定、文句を言いに来る人物がいた。同じクラスの最も上がみ珠たま姫きだ。わけあって、鋭一とはよく会話する仲である。

　明るい髪かみ色に、着き崩くずした制服。極きよく端たんに短いスカート。ギャルっぽい見た目の珠姫とゲームオタクの鋭一の組み合わせは傍はたから見れば明らかにアンバランスだ。

　鋭一にとっては唯ゆい一いつ会話できる女子である。実際ありがたい存在でもあるのだが……諸事情により鋭一は彼女に逆らえない。

「キミが素行不良だとあたしの不利益になるんですけどー？　何度言えばわかるんですかね、この鋭ちゃん野や郎ろうは。いっぺんお仕置きいっとく？　ん？」

「いやホラ、本業に熱が入りすぎたということでひとつ……」

　教室の隅すみに追い詰つめられ、もはや女子に壁かべドンされているような状態で鋭一は珠姫から目をそらした。

「そんなこと言って、どうせまだ『デュエル』には行ってないんでしょ？」

「うッ……。そっちはホラ、まだ特訓中なんだよ」

「おいおい平田プロ。Ａランクに勝てるまで、レベル上げとか言って一人で特訓してるつもり？　鍛きたえるにしても実戦しないと」

「そう言ってもなあ。負け試合で経験積むなんて、性しように合わねえよ」

「ま、モチベは大事よね。でもゲームでまで引きこもってどうすんのよ。そうねえ……例えばさあ、身近に競きそい合うライバルとかいないの？」

「そんな都合よくいるわけないだろ……」

　鋭一は徐じよ々じよに答えに窮きゆうしていく。珠姫の言うことはもっともなのだが、苦しいものは苦しい。誰だれか助けてくれないものか……。と思ったところで、運よく助け船が出た。

「あっ、最上さーん。一いつ色しきさん見なかった？」

「ん？」

　珠姫に話しかける女子生徒がいたのだ。隣となりのクラスの委員長だ。鋭一は助かった、とばかりに胸をなで下ろす。

「あの子、またいなくなっちゃったみたいで……次の授業、移動なのに」

「あー、噂うわさの『野の良ら猫ねこ』ちゃんね。うーん、でも、あたしも見てないよ？」

「そっか。最上さん顔広いし、一色さんの行きそうなトコとか知らないの？」

「いや、あの子あたしも喋しやべったことないし……。興味はあるんだけどねー、葵あおいちゃん。可愛かわいいし。でも、いっつもいなくない？」

　確かに、鋭一も噂には聞いたことがあった。




　──隣のクラスの、一色葵。




　小こ柄がらで可愛らしい美少女というので、学年でも有名な生徒だ。

　ところが、それだけ知られているのに、誰も話したことがないのだという。しかもどういうわけか、たびたび失しつ踪そうする。

　存在が摑つかめず、気まぐれにいなくなってしまうことから、「幽ゆう霊れい」もしくは「野良猫」なんてあだ名で呼ばれていたりもするくらいだ。

「まあ、授業はちゃんと受けてるみたいだし、時間になれば戻もどってくるっしょ」

「そ……そうだよね」

　結局委員長は、仕方なく納なつ得とくして去っていった。

「うんうん良かった良かった、じゃあ俺もこれで」

　そして流れに乗るように、鋭一もその場を離り脱だつする。

「あっ、逃にげやがった」

「いやこの後、遅刻の罰ばつで雑用だからそろそろ行かないとマジで！」

　それは事実だった。遅刻してすぐ、ホームルームで担任に言い渡わたされたのだ。

「次に遅刻したら、給料でケーキ奢おごらせるからなー！」

　珠姫の声を背に、鋭一は教室を出た。




　鋭一が言いつけられた雑用は、五限の社会科のために準備室から世界地図を取ってくることだった。

　社会科準備室までは結構な距きよ離りがあり、黒板に貼はるための世界地図はでかくて重い。なるほど罰として成立するくらいには面めん倒どうだ。教室での珠姫とのやりとりのこともあって、どうにもテンションが上がらない。

「はァ～～……デュエルでも勝てって、簡単に言われてもなぁ」

　愚ぐ痴ちを呟きつつ歩く。

　デュエル・ルールは花形ジャンルだけあり、プレイヤー数も圧あつ倒とう的に多い。実質『デュエル』の王者こそがプラネットの王者であり、そのトップランカーたちは桁けた違ちがいの実力を持っている。

　もちろん、鋭一はプロとして勝たねばならないし、勝ちたい気持ちもある。サドンデスでは、いまや並ぶ者なしの鋭一だが、デュエルにおける戦績としては、今ひとつくすぶっているのが実情だった。

「ライバル……ねぇ」

　珠姫の言葉を思い出す。なるほど、一理あると思う。鋭一も最終的には「Ａランク」を目指したいが、目標としては遠すぎる。

　身近に、気軽に対戦できて実力も近い相手がいれば。そして常に切せつ磋さ琢たく磨まできれば、もっと早く力がつく気がするし……何より、きっと楽しいだろう。

「──なんて。そんな話、都合が良すぎるよなあ」

　鋭一は、仮にもプロだ。Ａランクはまだ遠いとはいえ、対等に戦えるほどの人間は、道みち端ばたにそうそう転がっているものではない。

　まあ、目の前のやれることをやっていくしかないのだろう。とりあえず差し当たって今は、この社会科の雑用……とか。

　ぼんやりと歩き、数分ほどで鋭一は社会科準備室にたどりついた。校舎の端はしに位置するため、ここは人ひと気けもなく静かだ。

　とにかくさっさと終わらせよう。こんなことを考えるより新しいアバターのカスタマイズでも考えるほうが遥はるかに有意義だ。

　鋭一はため息とともに扉とびらに手をかけて開き、部屋に入る。




　そこにいたのは、上半身裸はだかの女子生徒だった。




「……えっ」

　突とつ然ぜんの裸ら体たいを前に鋭一は息を詰まらせた。

　カーテンの隙すき間まから差し込む真昼の日差し。

　普ふ通つうの教室の半分もない広さの部屋。

　その中央に浮うかび上がる、小柄な白い人ひと影かげ。

　突然現れた気配に気づいた少女がはっと顔を上げる。耳の横で揺ゆれる黒くろ髪かみ、涼すずやかな目つき。その顔に、鋭一は見覚えがあった。

　……一色、葵。

　彼女は下半身は制服のスカートだが、上半身は何も身に着けていなかった。

　衣服どころか下着の紐ひもすら存在しない全面肌はだ色いろの上半身は、それだけでも十分に「裸」を感じられるものだった。女の子のそんな姿など、もちろん見たこともない。

　雑用で資料を取りにきたら、隣のクラスで評判の美少女が脱ぬいでいた。事実を受け入れられずに頭の中が混乱するが、目の前の景色はＶＲではなかったし、その少女はアバターではなく現実のものだった。

「ちが」

　何が違うのかすら思いつかないまま、鋭一はとにかく脊せき髄ずい反射で弁解の言葉を並べようとした。葵が音もなく右みぎ腕うでを持ち上げた。

　彼女がわずかに眉まゆをひそめ、頰ほおが朱しゆに染まる。その冷れい徹てつな瞳ひとみが鋭一を捉とらえた。

　──と、同時。

　葵の体の動きが、急激なものに変わる！

　滑すべるように動く細い脚あし。鋭するどい踏ふみ込み。上うわ履ばきが床ゆかを叩たたく音。

　風を切ってしなる、白鳥の首のような白い腕。

　そして鋭一の眼球めがけて突つき出される二本の、




　指




　……を、かわす！

　ここで鋭一の反射神経が目を覚ました。

　顔面を真横にスライドし、危険な二本指を視界からはずす。

　ゲームで鍛え続けたサドンデス王者の「見切り」でなければ避よけられなかっただろう。ゾクリ、と体が震ふるえる。

　今のは、何だ？　目の前の少女は何をした？

　いや、本当は考えるまでもない。ただ信じられないだけだ。二本の指を両目に向けて突き出す……そんな行こう為いに目的があるとすれば、この世に一つしかない。

　あれは──目め潰つぶしだ。

　葵は躊ちゆう躇ちよなく、鋭一の視力を奪うばおうとしたのだ。それも、恐おそるべき正確さで。

「…………！」

　攻こう撃げきをかわされた葵は驚おどろいたように目を見開いた。しかし、止まらない。一度腕を引っ込め、再度突き出す。

「……うわッ！」

　だがこれも、鋭一はかわす。鋭一はとにかく何か言おうと口を動かした。

「ちょっ、あの、ごめん、こんなトコに人がいるとかさ……うおっ」

　三撃目。頭を後ろに倒たおして回かい避ひ。そのままバックステップで距離を取る。

「その……は、話を聞いてもらえないかな!?」

　葵はそこでピク、と動きを止めた。どうやら言葉が届いたらしい。

「……わたしに、お願いするの？」

「お、お願いというか……」

「それはだめ」

　一いつ瞬しゆん会話できそうだったが、その可能性を彼女はあっさりと否定した。

「お願いするときは、決まりがあるの」

「決まり？」

　思わず鋭一は返す。そして彼女が出した条件は……こんなものだった。

「先に一撃入れられたほうが、いうことをきく」

「……い、一撃？」

　鋭一は理解が追い付かずオウム返しする。だが葵は待ってくれなかった。

「じゃあ──はじめ」

　言うが早いか、葵は再び動き出した。

　左手で胸を隠かくし、右手を引く。攻撃の予備動作。

「ま、マジで言ってるのか……？」

　鋭一は驚きながら身構えた。何が起きているのかはさっぱりわからない。わからないが……しかし。

　一そ撃れは偶ぐう然ぜん、サドンデスの王者と呼ばれた彼にとって、とても慣れ親しんだルールだった。

　葵が腕を突き出す。鋭一はまたしてもギリギリで見切る。

　疾はやい。あまりにも凄すさまじい動きだ。現実離ばなれしている。

　だが、鋭一は……このくらい現実離れした現実を、ひとつ知っている。気が付けば鋭一は両りよう肘ひじを引き、自然といつもの構えを取っていた。集中が高まる。意識が戦いの中にダイブする。

　まるで……『あの惑星プラネツト』にいる時のように。

　葵が一歩退き、すぐにまた踏み込む。鋭一の眼めはその動きを余すところなく捉えている。

　射い抜ぬくような葵の瞳。一いつ切さいの無む駄だがない足運び。躍やく動どうする上半身。

　その戦せん闘とう者しやとしての理想的な動きに、鋭一は思わず一瞬、目を留めてしまう。コンマ一秒以下のことではあるが……見とれた、と言ってもいい。

　この動き。この速さ。この強さ。彼女は何者だ？　これは、『あの場所』でも通用するものではないのか──？

　……だが。鋭一は気を引き締しめる。『その場所』でなら鋭一もひとかどの実力者だ。やられっぱなしというワケにはいかない。

　葵は踏み込みながらの手刀。鋭一の髪をかすめていく。だが、当たってはいない。

　鋭一はかわしざまに得意の構えから、カウンターで左の掌しよう底てい。

　葵は左腕を持ち上げてガードするしかなかった。

　……左腕を、使ってしまった。隠れていた上半身が露あらわになる。

「……あっ」

　何かに気が付いたように葵の動きが止まる。その隙すきを、鋭一の目は見み逃のがさなかった。

　この距離ならば、心臓が狙ねらえる。彼にはまだ右手が残っている。

　鋭一は無意識に任せたまま必殺の掌底を




　──打ったらダメだ！




　ここで鋭一の理性が目を覚ました。

　ここは学校で！　これは試合ゲームではなく！　目の前にいるのは女子生徒！

　鋭一は攻撃動作に必死でブレーキをかけた。

　結果、必殺の掌底を寸止めすることに見事成功した。

　左胸を狙った手のひらは、心臓の手前ギリギリで停止した。

　本当に心臓に届く直前だった。危ないところだった。

　……では、心臓の手前には何があるか？　女子生徒の。

「…………」

「…………」

　鋭一は、今までに経験したことのない乳白色の手て触ざわりを味わっていた。

　ああ、これが、噂うわさに聞く、女性の胸についているという、あの。

　葵のそれは、小こ柄がらな外見に反して十分なボリュームを備えていた。恐るべき事実だった。

「……えーと……」

　鋭一の頰を汗あせが流れた。動きが完全に停止する。

　だが止まったのは一人だった。
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「～～～……！」

　声にならないリアクションが耳に届いた瞬間。

　彼は天地が逆になる、という現象を、ＶＲ以外では初めて体験した。寸止めした右腕を取られ、捻ひねられただけで鋭一の体は逆さまになって宙に浮いていた。

「──えっ」

　急な視界の回転。床と天てん井じようが逆になる。思わず声が漏もれる。

　そして背中から床に落とされると同時、自分を見下ろす少女の顔が目に入った。




　時が停止する。




「あっ、あの」

　少しして、葵が我に返ったように口を開いた。

「ごめん、わたし、びっくりして、慌あわてて……！　わ、『技わざ』使っちゃうなんて……その、でも、あれ」

　いきなり襲おそいかかったことを謝っているのだろうか。彼女は驚き戸と惑まどうように、言葉を続ける。

「わたし、一撃、入れられた……？」

　彼女にとってそれは何よりも意外なことだった。それができる人間が学校などにいるとは思っていなかった。

　一方で鋭一もまた、正体の摑つかめない謎なぞの高こう揚よう感を味わっていた。

　女の子に軽々と投げ倒されたという事実。この子は一体何者だ？　心臓が高鳴った。嬉うれしい、恐こわい、凄すごい。どれも正解で、どれも違ちがう。

「き、君は……」

「あなたは……」

　二人はどちらからともなく呟つぶやいた。

　どうしても聞いてみたいことが、互たがいにあった。

「「もしかして」」

　それは。




「覚醒者アウエイク？」

「暗殺者？」




　──ん？

　予想と違う単語に、鋭一は首をひねった。

　見ると、葵も不思議そうに首をひねっていた。

「ちがった？　……ううん。とにかく」

　彼女は首を戻もどし、片手で上半身を隠し、鋭一に言った。

「……つよい。悔くやしいけど、わたしの負け。いうことをきく」

　そう。とにかく鋭一が一撃を入れたことには変わりない。鋭一には、目の前の少女に、何でも一つお願いをする権利が与あたえられたのだ。

　──後になって思えば。よくここで、こんなことが言えたものだと鋭一は思う。

　この時はとにかく色んなことが起こり過ぎて、おかしなテンションになっていたのだろう。

　突とつ然ぜんの裸はだか。目潰し。そして疾く、鋭するどく、芸術的ですらある美しい動き。

　男としての鋭一とゲーマーとしての鋭一が同時に反応し、二つの興奮が混ざり合い、高まり、一つになる。融ゆう合ごうした感情は、人生で感じたことのないほど大きな情動となっていた。

　とてつもなく、惹ひきつけられていた。この一色葵という少女を逃のがしたくなかった。

　今の葵とは、この閉じられた密室の中だけの関係。このまま部屋から出れば、彼女はきっと人から見えない「幽ゆう霊れい」に戻ってしまう。そんな気がする。

　それは、嫌いやだと思った。胸の内に初めて味わう衝しよう動どうが芽生えていた。

　──この子を、プラネットに誘さそいたい。

　素す晴ばらしく恐おそろしい彼女の動きを、愛するゲームの中で見たい。

　それに。彼女ならもしかして……自分の求める『ライバル』に、なれるかもしれない。

　正直、躊躇ためらいもあった。いきなりそんなことを言って大だい丈じよう夫ぶなのか？　常識的に考えればありえない。そもそも相手は裸だ。シチュエーションもめちゃくちゃだ。やめておく理由はいくらでもある。

　だが鋭一は迷った時は、あの言葉を思い出してしまうのだ。

　──「迷ってるその時間でもう一試合できる」

　彼女との第二ラウンドを始めるなら、今だ。

　緊きん張ちようを振ふり払はらうため、自らの心のエンジンに火を入れる。彼女の間合いに踏ふみ込むために。ゲームで相手の至近距離クロスレンジに入る時のように！

「わかった。……それなら」

　鋭一は伝えた。葵に、今、頼たのみたいことを。




「……今日から！　付き合ってくれないか!?」




　ただ、この時の鋭一は、少しばかり、言い方が下手だっただけで。

「……えっ？」

「一いつ緒しよに行きたいところがあるんだ。やりたいことがあるんだ」

「あ、あの、一緒って」

「大丈夫、初めてでもさ、俺が全部教えるし！」

「おっ……教える？」

　ちょっと……あまりにも、下手すぎただけで！

　葵は驚おどろいたように、ぱちくりと瞬まばたきした。返事はない。

　だが鋭一は、もはや自らのテンションを制せい御ぎよできない。

　自分が赤面しているのがわかる。声もちょっと震ふるえている。全然かっこ良くはない。

　女の子を何かに誘うなんて、そんな経験あるわけがない。あるのは勢いだけだ。

　でも。ならば……その勢いに頼たよるしかない！

「まずはお試ためしでもいいんだ！　だから」

　鋭一は秒単位で自らを鼓こ舞ぶし、たたみかけるように言葉を継つぐ。自分の台詞せりふがどこか欠けていることにすら、気づかないまま。

「もし放課後空いてたら、付き合って……」

　鋭一はその台詞を最後まで続けようとした。だが葵が何か言おうとする気配を感じ、そこで言葉を止めた。

　返事を待つ。葵は一度息を吸って、吐はき。少しして返事した。

「……うん」

　彼女はまず短く言った後、続ける。

「一いち撃げき入れられたのは、わたし。それがあなたの『お願い』……なら」

　少し、戸惑うように声がふらついている。葵は目を伏ふせ、頰ほおをわずかに赤く染めながら、たどたどしく言葉を継ぐ。

「ふつつかもの、ですが」

　そして、葵はそのまま答えを告げ……行ぎよう儀ぎよく、ぺこりと頭を下げた。

「よろしく、おねがいします」

「…………やった！」

　鋭一は小さくガッツポーズし、そこでようやく、気が付いた。

「あっ……ていうか、自己紹しよう介かいもしてないじゃん！　俺は鋭一。隣となりのクラスの、平田鋭一っていうんだ。こちらこそ、よろしく」

「うん。…………わたしは、葵」

　二人は互いに名乗り、そうしてこの場は決着した。

　鋭一は息を吐き、胸をなでおろす。安あん堵どとともにテンションも徐じよ々じよに落ち着いてきた。

「いやー、良い返事が貰もらえてホントよかったよ……」

　顔を上げる。改めて考えると、なかなか非現実的だ。この子と、これから、ゲームができる。

　目の前にいるのは、自分を見とれさせた少女──一色葵。その恐るべき女子生徒は……

　そういえば上半身が裸だった。

「…………!?」

　さっきまでの脳内麻ま薬やくが完全に切れた鋭一は、彼女の姿を正しく認にん識しきした。ついでに、ここは狭せまい密室であり、加えて、二人きりである。上半身が裸の女子生徒とである。

「あっ……ご……ごめん!?」

　とてつもなく今いま更さらきわまりない謝罪を繰くり出しながら、鋭一は一いつ瞬しゆんにして葵から目線を外し、振り向いて準備室を出る。サドンデス王者かくあるべし、とでもいうべき電光石火の速さだった。

「あの、放課後、校門で待ってるから！　あとゴメン。ほんとゴメン！」

　慌てて閉めたドア越ごしに、鋭一は一方的に約束を告げてバタバタと退散した。そうするしかなかった。肝かん心じんの世界地図を持っていないことに気づいたのは、教室に戻ってからだった。




「…………」

　一方。残された葵は服を着ることも忘れ、準備室に立ち尽つくしていた。

　中空に視線をさまよわせながら、ついさっきの記き憶おくを何度も反はん芻すうする。

　突然現れ、自分の攻こう撃げきを捌さばき、あまつさえ一撃入れてみせた驚くべき存在。

　そんな少年が向けてきた好意的な表情。声。そして、言葉。

　つい「うん」と返事をしてしまった。そうだ。肯こう定ていしてしまったのだ。

　もちろん一撃ルールの結果ではある。それは葵にとって絶対のものだ。断るという選せん択たく肢しはそもそもない。

　……が、それにしても。何だか嫌な気がしないのはなぜだろうか。

　胸の奥のくすぐったさを吐き出すように、葵は呟いた。




「こくはく、された」
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　一いつ色しき葵あおいには謎なぞが多い。

　決して派手さはないが、その涼すずしげで整った顔立ちは実は学年一、いや学校一の美人では……などとも噂うわさされる少女。一方で身体からだは小こ柄がらで可愛かわいらしく、男女ともに人気がある。授業中にふと眺ながめて、思わずため息をついたという証言も多い。

　ところが、そんな有名人であるにもかかわらず、話したことがあるという生徒は同じクラスにも存在しないのだという。「後で話しかけてみよう」と思っていても、休み時間になると存在を見失ってしまうらしい。

　教室の外を出歩いているのかもしれないが、席を立つところを見たという生徒もいない。それで次の授業が始まるといつのまにか、いつもの席にちょこんと座っている。

　そして放課後になると休み時間同様、いつの間にかいなくなっているのだ。

　授業は間ま違ちがいなく真ま面じ目めに受けているようだ。なのに、存在を摑つかむことができない。

　ついたあだ名は「幽霊」に「野の良ら猫ねこ」。とはいえ、本人に面と向かってそれを言うことができた者も、一人もいないのだ。

　このように一色葵には謎が多い。なぜ気配がないのか？　なぜ誰だれとも話さないのか？　そもそも実在するのか？

　しかし、平ひら田た鋭えい一いちにとって最も重要な疑問は別にあった。

　それは……なぜあの時、準備室でその葵が着き替がえていたのか？　ということだ。

　而しかしてその答えは放課後に本人から直接、聞くことができた。

　──休み時間には、人ひと気けのない社会科準備室で「稽けい古こ」をするのが葵の日課だった。

　ところがこの日は、午後の最初の授業がプールだった。

　だから早めに教室に戻もどって更こう衣い室に向かわなくてはならなかったのだが……つい熱中してその時間がなくなってしまった。慌あわてて水着を摑んで向かうも、着替えの終わった更衣室には既すでに鍵かぎがかけられていた。

　そこで葵が考えた解決策とは。

　……社会科準備室で水着に着替え、直接プールに向かうという大だい胆たんな方法だった！

「いや、見ちゃったのはホント、その、悪かったけども。それにしても、わざわざあんな部屋で着替えるなんて……」

「プール、どうしても、行きたかった」

　彼女はそう言って、少し恥はずかしそうにうつむいた。

　それが鋭一にとって、かつて最も重要だった疑問の答えだ。

　だが今はもう、そんなことはどうでも良くなっていた。

　もはやそれどころではなかった。さらなる重要な局面が目の前にあった。




「これ、デート……だよね。わたし、はじめて」




　それが今、鋭一の置かれている状じよう況きようだ。

　二人は小さなテーブルを挟はさんで座っていた。

　葵は透すき通るような純じゆん粋すいな瞳ひとみで鋭一を見つめている。彼女が小首を傾かしげるだけで、艶つややかな黒くろ髪かみの表面で光が揺ゆれた。そんな些さ細さいな動きすら、鋭一に唾つばを吞のませるには十分なものだ。

　噂で「可愛い」と聞くだけではわからない、実体を持った女の子の威い力りよくとはこれほどのものか。こうして真正面から向かい合ってみると、圧あつ倒とうされるしかなかった。

　おまけに既に、下の名前で呼ばれている。

　葵は鋭一が名前を教えると、すぐにそう呼び始めた。学校での彼女からは想像もつかない距きよ離りの詰つめ方だ。

[image: ]

　何か特別な感情があるというよりは、子供が自然と男の子を名前で呼ぶのと同じようなものだろうか。まあ、理由は何でもいい。とにかく鋭一は唾を吞むしかない。

　学校からほど近いファーストフード店で、二人は見つめ合う。何でいきなりこんな雰ふん囲い気きに……。鋭一は額を押さえつつ、ここまでの流れを脳内で反芻する。




　　　　　　　＊＊＊




　鋭一は葵と放課後に待ち合わせ、校門で合流してから街に出た。着替えていた理由を聞くなど雑談しつつ歩き、そのまま店に入った。この後で葵を連れていきたい場所について、説明するためだった。

「なんか、ごめん。急に、その、二人きりで歩くみたいになっちゃって……」

　鋭一はそんなふうに謝りつつ、席に着こうとした。

　だがそれに対し葵は、「なんで？」と小さく首をかしげたのだ。

　彼女は鋭一の顔をまっすぐ見ながら「二人なのは全然おかしくない」と言葉を続け。

　そして極きわめつけに……こんな台詞せりふを口にした。

「だって──わたし。鋭一の『こいびと』だから」

「……え？」

　思わず出た、それが鋭一の最初のリアクションだった。可愛らしい唇くちびるから聞こえた、予想外の単語に心臓が跳はね上がる。

「おぼえてない？」

　葵は鋭一の反応に対し、かしげた首を今度は逆側に倒たおした。綺き麗れいな髪が頰ほおの横でさらりと揺れる。

　そして彼女は鋭一に言い聞かせるように……あろうことか、あの時の言葉を口にした。

「──『今日から、付き合ってくれないか』」

「あっ」

　鋭一が反応する。思い出すと同時に妙みような恥ずかしさがこみ上げてくる。

　だが、葵はそこで止めてはくれない。

「──『一いつ緒しよに行きたいところがあるんだ。やりたいことがあるんだ』」

「おお」

「──『大だい丈じよう夫ぶ、初めてでもさ、俺が全部教えるし』」

「お……おう」

「わたし……こくはく、された。ちゃんと覚えてる」

　彼女は少し、不満そうに眉まゆをひそめている。鋭一は慌てて取り繕つくろった。

「そ……そうだね。い、いや俺も覚えてるよ？」

「ほんと？　よかった」

　鋭一が言うと、葵は満足げに顔をほころばせた。

　鋭一は頭を抱かかえた。どうやら、随ずい分ぶんな見み栄えをきってしまっていた。今いま更さら「そんなつもりじゃなかった」などと言える空気ではないし、そんな勇気もない。

　そうだ。あの時葵は、やけにかしこまって「よろしく、おねがいします」と言って、お辞じ儀ぎまでした。あれは……その「よろしく」だったのだ！
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　──なるほど。デートなどという単語が出てくるわけだ。つまるところ、鋭一と葵は既に「付き合っている」らしかった。

　意識を目の前の現実に戻す。少女の小柄な身体が目に入る。この、目の前の女の子と、俺が……。意識するとますます心臓が言うことをきかない。

　鋭一は気を取り直すように深呼吸して思考を整えた。目的を忘れるな。葵にプラネットをプレイさせたい、という気持ちが失われたわけではない。

「……あ、あのさ、一色さん」

　ぎこちないながらも、話を繫つないでみる。実際、聞きたいことは山のようにある。

「一色さんは」

「葵」

　が、いきなり話を遮さえぎられた。葵は少しうつむいて、

「苗みよう字じは……あまり好きじゃない」

「え、でも」

「『葵』で、いい」

　恋こい人びとだから……というやつだろうか？　だがそれにしても段階ってものがあるんじゃないのか？　確かに鋭一はとっくに下の名前で呼ばれているのだが。とにかく葵は不服そうだった。

　結局、鋭一は仕方なく呼びなおした。

「わ……かったよ。葵」

「うん」

　葵は納なつ得とくしたように微笑ほほえみ、小さくうなずいた。びっくりするほど可愛らしい。学校内では、まず見せないようなレアな仕草だ。

　鋭一は本日何度目かの唾を吞み、本題に入るべく再び口を開く。

「その……葵さんは、普ふ段だんゲームとかってする？」

「ゲーム……？　したことない」

　鋭一の確認に、葵は否定の返事をした。やはり間違いない。彼女は、プラネットを知らない。あの明らかな戦せん闘とう用の動きを、ＶＲ格かく闘とう以外の方法で覚えたというのだ。

「そっか。なら……さっきの、あの凄すごい動き。あれ、どうやって身に付けたの？　どうして君は、そんなに強い？」

　それが鋭一の聞きたいことだった。彼女の強さの……あの動きの、ルーツとは。

「習ってるの？　何か……」

「…………」

　葵は、すぐに答えなかった。彼女は少しうつむいて押し黙だまった。マズイことを聞いてしまったか？　鋭一は後こう悔かいしかけたが……

「鋭一は……避よけたから、だいじょうぶだよね……？」

「ん？」

「う、ううん。どうしても聞きたいなら……『こいびと』だし。ぜんぶ、教えてあげる」

　葵は何やらぼそぼそと呟つぶやいた後、意を決したように顔を上げ、話し始めた。

「あのね。わたしの技わざは……、墨ぼく式しき」

「墨ぼく式しき？　それは、やっぱ武道か何か……」

「武道じゃない」

　彼女は抑よく揚ようのない声でぽつりと答えた。

　短い言葉で声も小さかったが、確かな否定が伝わってきた。

　そして彼女は、こう続けた。どこか寂さびしさを感じさせる声だった。

「わたしは、『暗殺者』」

　言いながら彼女は、自らの手を見つめていた。己おのれの存在を確かめるように。

「暗っ……？　え？」

「わたしは殺したことないけど……でも、墨ぼく式しきは人を殺すための技だから。墨ぼく式しきを使える人間は……暗殺者。お父さんは、そう言ってた」

　葵は語った。「墨ぼく式しき」は一色家に代々伝わる暗殺拳けんであること。彼女は小さい頃ころから、家でその技を習ってきたこと。だから……自分も「人を殺すための技」が、使えること。

「暗殺者……」

　鋭一は葵の言葉を復唱した。当然ながら、日常ではまず耳慣れない単語だ。葵もそれはわかっているのだろう。どこか躊躇ためらいながらの説明に見えた。

「うん。物ぶつ騒そう……だよね。やっぱり鋭一も、怖──」

　葵が若じやつ干かんうつむく。だがそれに対し、鋭一の反応は、

「か……カッコイイ……！」

「……え？」

　葵が意外そうに首を傾げる。

「なるほど……そりゃ強いわけだよ。まさか実際にそんな使い手がいるなんて……いやーカッコイイ」

「人を殺すための技……だよ？」

「そのシビアさだよ！　めちゃくちゃキャラ立ってるな……羨うらやましいわ。実際とんでもない動きだったし」

「そんなこと言われたのは……はじめて」

「え、マジ？」

　思わず、葵は控ひかえめながら笑みをこぼした。

「でも……鋭一はわたしに、一いち撃げき入れた。それも凄いと思う」

「お？　そ、そうかな。まあ俺もちょっと凄いとこあるからな」

　鋭一もつられて笑う。ようやく少し雰囲気もほぐれ、二人は笑顔を共有した。

「……鋭一」

　すると今度は、葵のほうから話しかけてきた。今までよりいくらか、優やさしく穏おだやかな声。

「デート。今日はこれだけ？」

「えッ」

　鋭一はドキリとした。明確にデートだという意識はなかった。だが、葵はすでに鋭一の『こいびと』を自任しているのだ。『こくはく』した鋭一がそれを否定するわけにもいかない。

「鋭一、行きたいとこがあるって言った。たのしみ」

「そ、そうだ！　この後行くところ！」

　鋭一は救いを見つけたように手を打った。

「あそこは……楽しいところだよ」

　突とつ然ぜん「こいびと」ということになってしまって。突然「デート」ということになってしまって。鋭一はそのあたりのことについては全く自信がないけれど。

　それでも、これから行く先の楽しさについては自信があった。少なくとも自分にとっては──最高に楽しい場所だから。

「たのしい？」

「ああ。俺が何で、君に一撃入れられたのか──それを見せられる場所だ」
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　試合開始からわずか五秒。Ａ１の掌しよう底ていが相手の心臓を打ち抜ぬいていた。

　戦いの余よ韻いんを少し味わってから鋭一はゴーグルを外し、葵を振ふり返る。

　彼女は先ほどまで鋭一の戦いが写されていたディスプレイを、未いまだ食い入るように見つめている。

　画面は観戦モードに切り替かわっており、現在行われている別の試合が表示されていた。画面の中のアバターが動くたびに葵の体も左右に揺ゆれる。

　駅前のレンタルＶＲルームの個室は、二人で使うには十分すぎる広さがあった。壁かべ際ぎわに大きめのディスプレイとゲーム機器がひとつあり、画面と向かい合うようにソファが配されている。

　自前で機器を買えるようになるまでは、ここにもよく通ったものだ。カラオケや漫まん画が喫きつ茶さのように、それなりの繁はん華か街がいならばどこにでもあるのも嬉うれしい。

　ただ、顔なじみの店長が何やらニヤついていたのは頂けない。後で弁解しておく必要があるだろう。

　鋭一はゴーグルを見せびらかしながら葵に話しかけた。

「どうだ？　これが『プラネット』……仮想空間で本気で戦う、ゲームだよ」

「……ゲーム」

「でも、実際に俺が戦ってるみたいなもんだぜ？　景色も、音も、全部リアルに感じられる。それで俺がこう動こう、って思うと、キャラクターに伝わって動くんだ」

　鋭一はゆっくりと掌底のモーションをとって見せた。少し興奮気味だった。自分がハマっているゲームの話をしているのだから当然ではある。だがプラネットは、鋭一にとって単なる娯ご楽らく以上の意味を持っている。

「もちろん殴なぐり合うのはアバターだから、俺みたいにガタイが良くない奴やつでも、女の子や子供でも、純じゆん粋すいに格闘センスを競きそえるし、鍛きたえられる。ゲーム始めてから体育の成績が上がったって奴も多いんだぜ」

「鋭一が強いのは……これで鍛えたから？」

「その通り。何しろ俺は……このゲームの『プロ』だからな」

　鋭一は誇ほこらしげに笑って言った。

　ＶＲ格闘は鋭一にとって競技スポーツでもあり、プライドをかけて戦う真しん剣けん勝負の場だ。だから説明にも熱が入る。

「どう？　凄い戦いだっただろ」

　鋭一は上がり切ったテンションで葵に自じ慢まんしようとした。

「凄くない」

　が、鋭一の言葉は少女の冷たい声にあっさりと否定された。

　葵は画面に視線を固定したまま、

「今の相手は全然凄くなかった。遅おそいし下手」

「……お」

　どうやら彼女の目はゲームそれ自体よりも、戦いの内容を見ていたようだった。

「でもやっぱ、わかるんだな。流石さすがだよ」

　そして、そういう視点で見た場合……彼女の感想は、正しい。鋭一が今の相手を触ふれさせもせずに倒たおしたのは、彼が強いのもあるが、相手の実力不足も大きかった。動きも鈍にぶく、鋭一の誘さそいに乗って簡単に手を出してカウンターされるなど判断ミスもあった。実際、凄くなかったのだ。

　サドンデスの短い試合の中で、それを読み取った。……葵の目は、確かだ。やはりきっと、彼女は「本物」なのだ。鋭一は嬉しくなった。

「よし。じゃあどんなゲームかはわかっただろうし……次は葵が、やってみない？」

　実際それこそが、彼女を今日ここに連れてきた真の目的なのだから。

　ＶＲの操作感覚は、現実で体を動かすのとかなり近い。つまり現実であれだけ動ける葵ならば……絶対に、ゲームも強い。

　鋭一はＶＲゴーグルと、四し肢しに装着するためのリングを摑つかみ、正面から葵に手て渡わたした。

　ゲームに必要なのは基本的にこれだけだ。ゴーグルは当然、景色と音を感じるためのもの。四つのリングは言わばコントローラーのようなもので、両手首と足首に装着することで電気信号を読み取り、体を動かそうとするだけでアバターが動く仕組みを実現している。

「…………？」

　葵は驚おどろき、手渡された物体をまじまじと眺ながめる。鋭一は葵にジェスチャーで促うながし、それらを装着させた。

「大だい丈じよう夫ぶ。このゲーム、操作方法とかないし。体を動かそうと思った通りにアバターが動くから。『動かそうとするだけ』だ。実際に動く必要はないからな？」

「……戦うの、わたしが」

「その通り。アバターはサンプルがあるし、フリー対戦なら初心者も多いから、恐こわがらなくて大丈夫。ちょっと気楽に一戦やってみてよ」

　言いながら、画面上のタッチパネルを操作してフリー対戦に接続する。ルール指定はサドンデスの一対一。

　すぐに対戦相手が見つかり、戦場のローディングが始まった。

「本当はスキルとか、もうちょっとゲームっぽい要素もあるけど……今は気にしなくていいよ。とにかく目の前の相手をブッ飛ばしてくれれば」

「……ぶっ飛ばす」

「学校で見せてくれた動きを、もっかいやってくれれば良いからさ。目め潰つぶしだって本気でやって構わないぜ？　そういうゲームなんだから」

　その言葉に、葵がぴくりと反応する。

「……いいの？」

「いいさ」

「……ケガとか、しない？」

「しないしない。痛くもないし」

「そうなの……？」

「大丈夫だって。心配性しようだなあ葵は」

「じゃあ──」




「首も折っていい？」




「へ？」

　突然、まるでレベルの違ちがう残ざん虐ぎやく行こう為いを葵は口にした。鋭一は即そく座ざに返事ができなかった。

「そりゃまあ、良……いよ」

　鋭一は試合が始まる前に、一言だけを返すのがやっとだった。

　ローディングが完かん了りようし、闘とう技ぎ場に二人の戦士が降り立つ。

「わかった」

　葵はこくりと頷うなずいた。画面の中のアバターも同じ動きをした。
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　試合が始まった。

　相手は両手にサラシを巻いた拳けん闘とう士し。葵は何の変へん哲てつもない、デフォルトの道着を着た女性アバターだ。

　対戦相手はボクシングスタイルの構えをとっていた。

　軽かろやかなフットワークで体を右、左、再び右へ。

　フェイントを交え踏ふみ込みながら、目にも留まらぬジャブが放たれる。

　当たれば試合が終わるその拳こぶしは、しかし、

　葵のアバターの眼前でピタリと止まった。

　──いや、違う。

　相手の拳の射程ギリギリまで、葵がわずかに身を引いたのだ。

　しかも体は引きながら、右手は前に出ている。伸のばされた指は二本。

　拳闘士の動きが硬こう直ちよくする。眼球に指先が迫せまれば誰だれだってそうなる。目潰しに慣れている者などそうはいない。それがたとえ……ＶＲの中であっても。

　しかし当然それが、致命の隙すきとなった。

　──そこからは、様々なことが起こった。

　葵の右手がチョキからパーに変わった。

　目潰しは隙を誘うための布石にすぎなかった。

　眼球よりも上に狙ねらいが変化し、相手の頭を摑む。

　同時、ジャブで目の前に迫っていた右拳を葵の左手がとらえている。

　さらに相手の頭部と右手を手前に引き、鋭するどいヒザ蹴げりを鳩みぞ尾おちに突つき刺さす。

　そしてそのまま残った軸じく足あしで地を蹴った。相手の体が後ろに傾かたむく。葵の体が浮うく。

　変則の投げ技わざだった。

　葵は拳闘士の背中を地面に叩たたきつけながら、左手を強く引いて敵の右みぎ肩かたを壊こわしつつ、鳩尾に埋うまったヒザを押し込み、頭部を摑んだ右手を捻ひねって首を破は壊かいした。

　全すべてが、瞬まばたきひとつ許されない重要な出来事の連続だった。

　敵のＨＰが１から０に変わる。

　減った数字はたったの１だが、今の技ひとつでいったい何度相手を殺しただろう。

　決着と同時に敵アバターが爆ばく発はつする。爆煙の中、葵が呟つぶやいた。

「できた……墨ぼく式しき『正とどめ』」

　瞬しゆん間かん、鋭一の全身は、同時に襲おそってきた悪お寒かんと興奮によって飲み込まれた。

「な……なん……っ」

　思わず声が出たが、何と言っていいかわからない。

　今のは何だ？　どういう技だ？　どうしてそんな動きができる？　こんな技があるのか。目突きからこんな繫つなぎ方があるのか。目突きから……ということは、

　場合によっては、この技を食らってたのは、俺だったんじゃないのか──!?

「…………っ」

　汗あせが噴ふき出した。想像しただけで寒気が背中を走った。

　葵もまた、彼女なりの加減をしていたのだ。鋭一は優やさしく床ゆかに倒されただけだった。本当は『こう』できたのに！

　これが……これが『暗殺者』。これが『人を殺すための技』。

　鋭一は口を開いた。何かを言おうとした。だが感かん嘆たんの言葉を吐はくのがやっとだった。

「すっ……げえ……！」

　鋭一は身み震ぶるいした。凄すごい……とにかく凄い。恐い。だが凄い。

　出会った時、鋭一は彼女を「覚醒者アウエイク＝ＶＲゲーマー」ではないかと思った。あのような戦せん闘とう用の動きができる人間が他に思いつかなかった。だが……葵はゲームを知らなかった。

　まだ「プラネット」をやっていない人間で、これだけの実力者がいる。それは可能性だ。そう思った。

　相対しただけで吞のまれそうになるあの殺気は、デュエル・ルールの「Ａランク」たちと同質のものだ。憧あこがれの強きよう者しやである彼らと同じ殺気を、こんな身近で見つけるなんて。もしかして葵なら……彼らにも、通用する？

　鋭一は頭を振ふって正気を取り戻もどした。そして、ようやくゆっくりとゴーグルを外しにかかっていた葵に話しかけた。

「……なあ！」

　葵は少し驚いたように、ぱちくりと瞬きした。ゴーグルが乾かわいた音を立てて床に落ちる。だが鋭一は躊躇ためらっていられなかった。

「ど、どう？　楽しかった？」

「うん。これ、たのしい……」

　鋭一の勢いに少し押されながらも、葵は返事をする。その目はどこか遠くを見ており、まだ戦いの興奮が収まっていないようだった。

「おっ。良かった！　なら、週明け……また月曜もやらない？　いや無理にとは言わないけど、良ければだけど──」

「鋭一」

　が、そこで葵は我に返ったように短く返した。鋭一の勢いがストップする。現実を思い出した葵の表情は、どこか不安げなものに変わっていた。

「鋭一は、今の技、こわく……ない？」

「え、そりゃ超ちよう怖こわいけど」

　その言葉に、葵はビク、と反応した。悲しげに目を伏ふせる。

「う…………やっぱり」

　だが鋭一の言葉は、そこで終わらなかった。

「怖いけど……でも、スゲーじゃん。やっぱカッコイイって！　暗殺者のファイター……これは覚醒者アウエイクにならなきゃもったいないぞ……！」

「…………！」

　続く言葉は、賞賛だった。葵は驚き顔を上げた。今までに聞いたことのない、言葉だった。

　彼女は俯うつむいたまま、はにかむように笑い。鋭一の問いに、答えた。

「うん。じゃあ……またゲーム、する」

「よっしゃ」




　──こうして。二人は週明けも一いつ緒しよにゲームすることを、約束したのだった。

　それどころか葵は、月曜は学校にも、一緒に行くと言い出した。

「こくはくされると、ずっと一緒にいる。漫まん画がにかいてあった」

　それが彼女の言い分だった。もちろん鋭一は承しよう諾だくした。

　驚くべきことに「野の良ら猫ねこ」一色葵は確かに存在し、噂うわさ通りの美少女であり、恐おそるべき暗殺拳の使い手であり……間違いなく、鋭一の彼女であるようだった。

　改めて認識すると、それは確かにちょっと、嬉うれしいことだった。
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　翌週、月曜日。

　平田鋭一の朝は、今日もギリギリの戦場だった。バタバタとアパートを飛び出す。

　だが、今日はいつもと違う事情があった。

　まずそもそも、眠ねむれなかったのはゲームのせいではない。金曜に偶ぐう然ぜん見つけた有望な覚醒者アウエイク候補にして、突とつ然ぜん付き合うことになった「彼女」……一色葵のことが頭から離はなれなかったからだ。

　土日の間ずっと、鋭一はベッドに寝ね転ころんで思い返していた。

　忘れられるわけがない。あまりにも鮮あざやかな、あの動き。鋭い目突きに、紙かみ一ひと重えの見切り。流れるような、止とどめの必殺技。そして──。

　鋭一は右手を握にぎり、開く。自然とその手は掌しよう底ていの形を作っていた。クリーンヒットの感かん触しよくはまだ残っている。彼女の「心臓の手前」の感触が。

　……忘れられるわけがない！

　全部夢だったのではないかという気すらしてくる。考えれば考えるほどに非現実的な出来事だった。睡すい眠みん不ぶ足そくゆえに見ていた幻げん覚かくなのでは？　一色葵なんて女子生徒は、初めから存在しなかったのでは？

　鋭一の、勢いだけの「付き合ってくれ」に真っ向から応こたえ、自ら「こいびと」を名乗る葵。そんなことがあるものだろうか？　確かに「一いち撃げきルール」の約束はあったが……。

　何しろ「幽ゆう霊れい」と呼ばれることもある少女である。元々が学校七不思議みたいな存在だ。鋭一としても、こんな自分に「彼女」だなんて、夢オチにでもしてもらったほうがよほど納なつ得とくがいく。

　そりゃあ夢なら仕方ない。夢ならうっかり女の子の裸はだかを見てしまうこともあるだろうし、その子と付き合うことにもなったりするだろう。後で夢診しん断だんでもしてみるべきか？　欲よつ求きゆう不ふ満まんとか、そんな結果が出たりするんだろうか……。

　そんなことを考えて自分を納得させながら、鋭一は最も寄より駅への道を急いでいた。最速で電車に乗っても、葵との約束の時間に間に合うかどうか。

　が、その直後、彼は急ブレーキで止まることになる。

「鋭一」

　突とつ如じよ、無から湧わいて出た一色葵が、目の前に立ち塞ふさがって彼の名前を呼んだからだ。

「……ええええ!?」

　鋭一は驚おどろきのあまり前につんのめり、葵に激げき突とつしそうになる。彼女は涼すずしい顔でそれをかわし、片かた腕うでで鋭一の体を受け止めた。二の腕のすべすべした肌はだざわりを感じ、鋭一は慌あわてて飛び離れる。

　どこからどう見ても葵だ。当然実体は、ある。鋭一はあたふたしながら話しかけてみる。

「い……一色、さん？」

　瞬間、葵の指先が閃ひらめいた。

　二本の指が鋭一の両目に向けて突き出される。爪つめの先せん端たんが眼球の至近にまで迫る。鋭一は即そく座ざに頭を後ろに倒たおし、横から手を出してなんとか葵の指を摑つかんだ。問答無用で失明の危機だった。

「うおおおおおおおお眼球！！！」

「葵って呼ぶ約束」

「そ、そういえばそんな話だったね！」

「鋭一は記き憶おく力が良くない？」

　どうやら苗みよう字じで呼ばれたのが気にくわなかったようだ。葵は困ったように眉まゆをひそめて首をかしげた。仕草は可愛かわいらしいが、繰くり出す技わざに殺意がありすぎる。

「そんな急に出現されたら、記憶も飛ぶわ！」

「……相手に気づかれるようじゃ、暗殺者としては二流だから」

　葵は目を伏せ、陰かげのある表情で言った。暗殺者としてのプライドを感じさせる雰ふん囲い気きがある。が、朝の登校風景で暗殺者のプライドを出さないでほしいと思う。

「え、俺暗殺されるの……？　ていうか待ち合わせ、学校の近くにしなかったっけ」

「待ってたけど、こないから。こっちの方からくるかなと思って走ってきたら……鋭一、みつけた」

「ここ、学校から三駅も離れてるよ!?」

　驚いた。確かに自宅の最寄り駅は、雑談で話したかもしれないが……平然と走ってこれる距きよ離りではもちろんない。しかも葵は、息ひとつ切らしている様子がないのだ。

「だいじょうぶ。らくしょう」

　葵は笑いもせず、平然と手だけでピースした。鋭一はびくっ、と反射的に一歩後退する。彼女のチョキは、ちょっと恐い。

「……？　どうしたの鋭一。学校、行こう」

　そんな鋭一に、葵は不安そうに首を傾かたむけた。

「あ、ああ。そうだな。遅ち刻こくしちまう」

「……鋭一」

　鋭一は答えて歩き出そうとする。そこに葵は足取り軽く、ぴょん、と近づいた。

「鋭一、目つぶし、よけてくれた」

「避よけなきゃ両目を失うからね!?」

　葵はニコニコとして、妙みように嬉しそうだった。自分の技をかわされるのが、そんなに喜ばしいのだろうか。

　しかし視覚を失う危険の後ですら、葵の笑え顔がおはあまりにも可愛らしい。これで許せてしまうのが恐ろしくもありつつ、それでも可愛いものには逆らえない。

　二人はぎこちないながらも並んで歩き、学校へ急いだ。




　そうして、葵との学校生活が始まった。




　鋭一と葵は別のクラスだが、まさに「付き合っている」というのに相応ふさわしく、昼休みになるとさっそく葵は鋭一の前に現れた。

　もちろん教室は騒そう然ぜんとなった。休み時間が始まると同時に、隣となりのクラスで噂の美少女が音もなく現れて鋭一に声をかけたのだ。

「鋭一」

　第一声、葵が相手の名を口にしただけでもちょっとしたパニックが起きた。

　声すら聞いたことがないのに、誰だれかと会話しているのを見ることすら初めてなのに、男子生徒のファーストネームがその小さな口から飛び出してくるなど誰が想像しただろう。鋭一は慌てて葵を手で制し、

「い、一色さん？　ちょっと待……」

　直後、目め潰つぶしの洗礼を浴びる。ゾクリと悪お寒かんが駆かける。鋭一はのけぞり、死神の指先をなんとかかわした。

「──眼球ッ！　ねえ眼球はやめよう!?」

「葵って呼ぶ。約束、したのに」

　そう、一色葵を苗字で呼んではいけないのだ。

　相変わらず、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやもない指先である。鋭一はバクバクいう心臓を押さえる。

「鋭一、やっぱり記憶力が心配」

　葵は眉をひそめ、どこか悲しそうな顔で首を傾けた。どうやら彼女が首を倒すのは「疑問」「困こん惑わく」のサインのようだ。

「な、舐なめるなよ。ゲームのスキルなら三〇〇種類以上暗記してる男だ俺は。ただこう、下の名前で呼ぶには場所というか状じよう況きようというか色んな要因が」

「約束を守らないのは駄だ目め」

「目潰しするのはもっと駄目だろ……」

「だいじょうぶ。鋭一、よけてくれるから」

　鋭一はため息をついた。その間も周囲のクラスメイトは大変である。

　教室には「一色さんからスキンシップしたぞ!?」「下の名前で呼ぶよう要求したわ！」「お前ゲームだけが取り柄えじゃなかったのかよ」「爆ばく発はつしろ！　俺も巻き込んでいいから今ここで」などの声が飛び交かっていた。

　また、それを離れた席から啞あ然ぜんとして見ている女子生徒もいた。最も上がみ珠たま姫きである。

「は、はァ……？　鋭ちゃん……？」

　しかし葵は、全くそれらを気にするそぶりを見せない。彼女は何の雑念もない瞳ひとみで、

「おなかすいた。行こう、鋭一」

　と腕を摑むと、そのまま鋭一をズルズル引きずって教室の出口に向かった。

「えっ……ちょっ、うおおお？」

　葵は平然とした様子だが、ものすごい力だ。鋭一は逆らうこともできず、教室を後にするしかなかった。クラスメイトの「野良猫ちゃん、意外と積極的……」などの声を背中に受けながら。




　そうして二人は、目的地に到とう着ちやくした。行き先は学食だ。教室から引きずられて行く予定ではなかったが……。

　鋭一はここでパンを買って昼を済ませることが多い。しかしいつものことだが、学食は異常な大混雑だった。

　ここは生徒たちから「昼の満員電車」「ネズミの遊園地」「ちょっとした渋しぶ谷や」などと呼ばれるほどの地じ獄ごく。この弱肉強食のサバンナで狙ねらったパンを買うのは至難の業わざであり、百ひやく戦せん錬れん磨まの経験と勘かんがモノを言う世界と言われている。

　鋭一が今日もまた覚かく悟ごを決めて戦場に飛び込もうとしていると、隣から声がした。

「……鋭一は、どのパンが欲ほしい？」

「ん？　ああ、今日はカレーパンと板チョコパンにしようかなって」

「まかせて」

　葵はそう言って、いつものクールな表情のままサムズアップした。

　どことなく、かっこ良い感じだ。もしかして良いところを見せようとしてくれているのだろうか。

「でも、あ……葵、学食は慣れないうちは無茶しない方が……!?」

　鋭一は止めようとしたが、横を見ると、既すでに葵の姿はそこにはなかった。

　一いつ瞬しゆん、完全に見失う。鋭一は目をこらし、人ひと混ごみの中を探してみる。すると……発見した。せめぎ合う人の群れの間を縫ぬって、小さな頭がするすると進んでいく。

　周囲の人間は気付いている様子もない。鋭一も、俯ふ瞰かんしなければわからなかっただろう。葵は、一切の気配を遮しや断だんしているのだ。足音すらしない。

　既に狙いのパンは確保しているようだった。あっという間に葵はレジに到とう達たつした。鮮あざやかな手て際ぎわであった。まるで一いち陣じんの風がパンだけをさらっていったようだ。葵は会計すべく、パンをレジの台に載のせる。

　だが、そこまでだった。

「……あの」

　葵はレジに声をかけた。ひょこひょこと小こ柄がらな身体からだが上下する。

　……しかし、レジのおばちゃんに、気づかれない！

　あまりにも無む慈じ悲ひな現実であった。レジにはひっきりなしに学生が押し寄せる上、葵は気配を消している。『相手に気づかれるようじゃ、暗殺者としては二流だから』……本人の言葉である。

　葵は一流であるがゆえに、パンを買えないのだ！

「あの、パン……」

　葵はしばらく粘ねばって会計しようとしたが、いっこうに会計できる気配はない。

　やがて三十秒ほど経たったところで、彼女は小さな身体をしゅんとしぼめて肩かたを落とし、後ろを見た。

「……鋭一。どうしよう」

「えっ……」

「今日こそうまくいくと、思ったのに……」

「もしかして毎日こうなのか……？」

　鋭一の言葉が聞こえたのか、葵はかくんと頭を落としてうなだれた。このままでは、あまりにかわいそうだ。

「──よし。後は任せろ」

　鋭一は意を決した。人混みをかきわけてレジに到達し、葵からパンを受け取って会計し、そこから葵を引っ張って強ごう引いんに人混みを離り脱だつした。救出された葵は、どこかぼーっとした視線を鋭一に向けた後、彼の袖そでをぎゅっと摑み、うつむきがちに呟つぶやいた。

「……ありがと」

「いやいや。パン、確保してくれて助かったよ」

　こうして二人は予定外の連れん携けいプレーで、なんとかパンを買えた。鋭一は困ったように頭を搔かきつつ思う。この子は凄すごいのか、ポンコツなのか……いや、きっと両方だ。




「はー、食った食った」

「……ごちそうさま」

　校舎の屋上に出る手前の階段で、二人は買ってきたパンを食べ終えた。

　普ふ段だんなら鋭一が一人で食べている場所だ。狭せまくてほんのりと薄うす暗ぐらい階段は、一人で座るのと隣に女の子がいるのとでは大分違ちがう。距離が近い。葵の体温が空気を介かいして感じられ、あたたかい。緊きん張ちようのせいか正直、パンの味はあまりわからなかった。

　葵はパンの袋ふくろを丸めると、スカートのポケットから小さな包みを取り出した。

　彼女は大事そうに包みを破り、中身にかぶりつく。個包装の煎せん餅べいだった。袋には、あっさり塩味、と書かれている。

「煎餅……好きなの？」

「うん。わたし、これ好き」

　鋭一が聞いてみると、葵は頷うなずいた。女子高生としてはやや渋しぶい気もするが、なんとなく似合ってはいる気がする。何より、おいしそうに煎餅をかじる葵は小動物のようで愛あい嬌きようがある。

「鋭一は、好きな食べものある？」

「えーと……カレーとかかなあ」

　すると今度は、葵からの質問が始まった。

「鋭一は、テレビは見る？」

「うーん、夜は他のことしてるし、あんま見ない……かな？」

「鋭一は、好きな科目とか、あるの」

「えっ。何だろう……。どうしよう、ない気がするぞ」

　しかし葵は熱心に色々聞いてくるのだが……話が、続かない！

　つくづく自分はゲームしかない人間なのだ、と実感する。世間話すら続かないとは我ながら大したものだ。

　そしてパンを食べ終えたことにより、ついに手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまった。昼休みはまだ半分も残っている。葵は特に退たい屈くつそうにしているわけではないが、これでは鋭一のほうがいたたまれない。

「鋭一は、いつも昼休み、何してる？」

「そ、そうだな……ええと」

　鋭一は藁わらにもすがる思いで答えを探した。そこで一つ、ピンときた。これは良い質問だ。鋭一にも答えられるものがある。

「ゲーム……かな？」

　そうだ。それが、毎日ここで一人パンを齧かじっている理由だ。

　平田鋭一はゲームの息いき抜ぬきにゲームをするような男である。プラネットはＶＲ機器のある場所でしかできないが、学校でもできるスマホゲーは、空き時間にも何かと重宝する。昼休みは、そうしたゲームで鬱うつ憤ぷんを晴らすに限るのだ。

「ゲーム？」

「これとか、初心者でも触さわりやすいと思うけど」

　葵が復唱する。鋭一はスマホを取り出した。まず起動したのはパズルゲーム。様々な色のついたボールを動かして消していく単純なものだ。

「ほら、こんな感じで……やってみるか？」

　軽くお手本を示した後、鋭一は葵にスマホを渡わたしてみた。すると葵はせわしなく、指を上下左右に動かし始める。

「！　……すごい、すごい」

　葵は存分に楽しんでいた。……ボールを動かすのを。鋭一は横から見ていたが、ついに一度も、色が揃そろって消えることはなかった。画面にはタイムアップの表示。スコアは驚きよう異いの０。

「たのしかった」

「……別のにしようか」

　ふんふんと鼻息荒あらく言う葵を見つつ、鋭一はゲームを変えることにしたのだった。

　……しかし、葵にちゃんと「ゲーム」を楽しんでもらうのはなかなか難しい。

　例えば、ＲＰＧはシステムが理解できない。

「なんで攻こう撃げき、一回でやめちゃう？」
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「いや、今は敵のターンだから……」

　こちらのターンの間、律りち儀ぎに待ってくれている敵を相手に一発しか攻撃しないのは、彼女にとってはありえないことのようだった。葵は首を横に倒たおして不満そうにしている。

「わたしなら今の隙すきで倒せるのに」

　昨日見た『奥おう義ぎ』を思い出す。彼女なら本当に、やるかもしれない……。

「うーん。ホントにゲームのことはサッパリなんだなあ。いつも、何して遊んでるの？　友達とかとさ」

　鋭一は率そつ直ちよくな疑問をぶつける。が、その質問に、葵は少し……顔を曇くもらせた。

「お友達、その、あんまりいない…………」

「あっ、ご、ごめん！　ホラ次、次のゲームいこう！」

　不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを察した鋭一はすぐに別のゲームに移った。

　続けていくつかのジャンルを紹しよう介かいする。中でも唯ゆい一いつ、葵がクリアできたのは……リズムゲームだった。

　落ちてくる玉が、女の子の顔が描えがかれたアイコンに重なった瞬間にタップするゲームだ。直感的なので操作も難しくない。

　葵はスマホを床ゆかに置き、大おお仰ぎように両手を構えて深呼吸した。

「……いつでも大だい丈じよう夫ぶ」

　力の入った声でつぶやく。そして曲が始まると、シュバシュバと両手を動かして譜ふ面めんをこなしていった。まるでスマホに貫ぬき手ての連打を打ち込んでいるようだ。画面の中の「１００コンボ」の文字が、鋭一には違う意味に見えてきた。

『ＣＬＥＡＲ!!』

「……やった」

　葵は満足げに息を吐はいた。そして、こう言った。

「全員殺した」

「殺してないよ!!」

　アイドルの夢いっぱいなステージが血みどろの殺人現場に変へん貌ぼうした瞬間だった。

　鋭一は説明せねばならなかった。女の子の顔をタップするのは、別に目め潰つぶしをしているワケではないのだ……。

「まあ……なんだ」

　鋭一はため息をついた。楽しそうに体を動かす葵を見て、思ったのだ。やはり葵に一番向いているゲームは『アレ』しかないと。

　それは鋭一としても、望むところだった。

「殺せるゲームは、放課後にやろうか」




　というわけで放課後。待ち合わせした校門で、二人は落ち合った。

「鋭一。行こう」

「ああ、お待たせ、一色さ……」

　ぴくり。鋭一の返事に、葵の右手が反応する。手の形は獰どう猛もうなピースサイン。

「あっ、ご、ごめん」

　危険を察知した鋭一は一歩下がりつつ謝る。しかしここは、人の往来も多い校門前だ。名前で呼ぶのは目立つので、鋭一としては避さけたいのだが……。

「な、なあ……学校の中だけでいいから、名前で呼ぶのやめない……？」

　何だかいたたまれなくなった鋭一は、恐おそる恐る提案してみる。が、それに対し葵は「む」と小さく頰ほおをふくらませ、

「嫌いや」

　と一言。そして、ぷいとそっぽを向くと、先に歩き出した。明らかに不ふ機き嫌げんそうだ。

「……わ、わかったって。……葵！」

　慌あわてて、追うように鋭一は声をかける。こうなったら、直接聞くしかない。

　気になることがいくつかあった。「付き合い」を始めてなお、葵は謎なぞの多い少女だった。

　普ふ通つうにしていればおとなしい子で、恋れん愛あいなどには疎うとそうにすら見えるのに、なぜこんなに積極的なのか。

　いくら一撃入れたとはいえ、鋭一の「こくはく」を普通に受け入れたのはなぜなのか。

　聞きたいことは色々あったが、いま差し当たって一番気になることといえば、決まっている。

「その、何で……苗みよう字じで呼んじゃダメなんだ？」

　普通、恋こい人びとであっても付き合い始めなどは苗字呼びもありえなくはない筈はずだ。しかしそれが葵にとっては、反射的に目潰しが出てしまうほどのタブーとなる。それは、なぜなのか。

　その質問に、葵は歩みを止めた。少しの間返事をせず黙だまる。

　ぐっと唇くちびるを閉じ、目を閉じる。どうやら即そく答とうできない質問らしかった。あるいは彼女なりに理由の整理がついていなかったのかもしれない。

　やがて少し経たってから、葵は絞しぼり出すように答えた。

「私は、一色の技わざを全部は継つげなかった……から」

　鋭一にはその言葉の意図するところは読み取れなかった。しかし葵はそれ以降何も語らなかった。




　　　　　　　＊＊＊




「あら鋭一くん、いらっしゃい。また女連れなのね」

「か、カオリさん」

　鋭一が葵とともにＶＲルームに入店すると、受付から話しかけてくる女性がいた。この店の店長である。

「当店は『個室』ですが、ルールを守って楽しくご利用くださいね。ええ、個室ですが」

「そこ強調しなくて良くないですか!?」

　カオリさん、と呼ばれた女性は暇ひまつぶしの雑誌を置き、フッと笑った。長い髪かみを一つにまとめ、眼鏡もとても似合っている。一見して物静かな美人で店には隠かくれファンも多いのだが、口を開けば実は結構よく喋しやべるという事実はあまり知られていない。

　彼女は常連である鋭一のことは以前から知っているため、既すでに打ち解けているのだ。プロになった後も見守り続けてくれている、姉のような存在でもある。

　──なので、少々踏ふみ込んだことも平気で言ってくる。

「鋭一くん、実家出てからロクなご飯食べてなさそうだったわね。良いお嫁よめさんを見つけてくれるなら、お姉さんも安心なのだわ」

「なのだわ、じゃないですよ！　話が早すぎる……」

「今なら、そうね。５号室が空いてるわ。愛の巣にはちょっと狭せまいかもしれないけれど」

「巣じゃなくて大丈夫なんで、早く会員証返してください」

　彼女は金曜日に、初めて鋭一が葵を連れてきた時もしきりにニヤニヤしていた。よほど面おも白しろいのだろう。

　一方、葵は会話に入れず鋭一の後ろに隠れている。もちろん、こんな会話には入りようもないだろうが……。ただ葵は、耳に入った単語を、復唱するように呟つぶやくだけだった。

「あいの巣……？」

　よりにもよって、その単語。鋭一はビクリと反応して振ふり返った。

「そういうのじゃないからね!?」

「そういうの？」

「そういうのっていうのは、その……言えないけど、そういうのじゃないから」

「あら二人ともかわいい。これはお姉さん、イロイロ教えてあげたくなってきてしまうわ」

　弁解する鋭一に、茶々を入れるカオリ。葵は首を傾かたむけるばかり。

「遠えん慮りよします！　５号室でいいですよね。葵、行こう」

「うん」

「そう、鋭一くんもついに大人の階段を上ってしまうのね……」

　相変わらず話の早すぎる声から逃にげるように、鋭一は個室に入った。




　二人は部屋に入るとドアを閉め、カバンを下ろす。ソファに座ると、ようやく静かになった。これでまともに話ができる、と鋭一が思ったところで……葵が先に口を開いた。

「……そういうの？」

「あっその話続いてるんだ!?」

　鋭一は狼ろう狽ばいした。密室でそういう方向の話題を振られると、もうどうしようもない。

「あのさ、葵。その……とりあえず安心してよ。へ、ヘンなことする気とか、ないし」

　鋭一にとって、女の子と付き合うというのは未知だ。葵のような可愛かわいい子が横にいてくれるのは、そりゃあ確実に嬉うれしいけれど……どうすれば良いのかは全くわからない。

　が、ひとつ確かなことがある。たとえ勘かん違ちがいから始まった関係だろうと、葵にプラネットをやらせたいという一点だけは揺ゆらがない。

　初プレイであれほどの動きができる新人を、ゲーマーとして放ほうっておけない。彼女は「上」を狙ねらえる原石だという確信があった。だから何としても、葵には覚醒者アウエイクになってほしかった。

　だから今日は、本格的にゲームを始めてもらうために、彼女をここに連れてきたのだ。

　葵は鋭一の言葉をわかっているのかいないのか、とりあえず今は少しうつむき、

「…………うん」

　と遠慮がちに頷うなずくだけだった。

「ごめんな、勝手に今日も連れてきちゃって。嫌じゃない？」

　鋭一は一応、聞いてみた。微び妙みような反応だったらどうしようかと思ったが……葵は、

「ううん。……きのう、楽しかった」

　いつもより少しやわらかな声こわ色いろで、そう言った。

「おっ。マジで!?」

　鋭一は思わずテンションが上がる。

「良かったよ、楽しんでくれてさ。どこが気に入った？　世界観？　操作性？　臨場感？　やっぱ出来の良いゲームだからさ、良いとこも色々」

　自分の好きなゲームを紹介して気に入ってもらえるなら、こんなに嬉しいことはない。鋭一は興奮気味にまくし立てた。

　だが葵の答えは、少し予想と違ちがった。

「首を折ってもいいところ」

　この時は鋭一が、疑問に首をかしげる番だった。

「…………首？」

「うん」

　鋭一は確かく認にんのために葵の顔を覗のぞき込んでみる。

　この前の感かん触しよくを思い出したのだろうか。葵は黒い瞳ひとみの奥をきらきらと輝かがやかせ、もう一度言った。

「首を折っても、ケガしない。それはすごくいいこと」

「そ、そう……」

　よほどお気に召めしたようだ。なんだか物もの凄すごく物ぶつ騒そうなことを言っているけれど、ゲームの中なら問題はない……だろう。

　とにかく、葵がプラネットをプレイしてくれるのだ。鋭一は気を取り直して、ＶＲ機器を起動した。

「……まあ、じゃあ。折角やるわけだから、今日は自分のアカウントを登録しようか」

　鋭一は部屋の中央に陣じん取どるディスプレイを示した。起動した画面には、新規登録のメニューが表示されている。

「まずは名前を決めるんだ。それからアバターを作る。プレイするだけなら金はかからないから安心していいよ。で……名前どうする？」

「アオイでいい」

「そっか。じゃあキーボードで入力して」

「キーボード」

「？　ああ、そこにあるだろ」

　葵は目の前のキーボードを見つめると、一度深呼吸をした。

　さらに両手を高く掲かかげ、大おお仰ぎように構える。何かの殺人技でも出そうな勢いだ。彼女は目を皿にして「Ａ」のキーを探すと……左手の人差し指で「えい」と突ついた。「ふう」と一度息をつく。そして再び両手で構えると、今度は「Ｏ」のキーを探し始めた。

　人間の眼球はノールックでも突けるが、キーボードはそう甘くないのである。

「………………マジか」

「いま集中してるから話しかけないで」

「いや、ごめんわかった。俺がやる」

　言いながらの〇・二秒で、鋭一は「Ｏ」と「Ｉ」を片手で打った。

「!?」

　葵は信じられない、といった顔で鋭一を見る。手品でも見せられたかのように二、三度、ぱちくりと睫まつ毛げが往復した。

　信じられないのはこちらだ、と鋭一は思った。……まあ、ここから先は全すべてディスプレイのタッチパネルで操作できる。問題はないはずだ。気を取り直して説明を続ける。

「じゃあ、いよいよアバター……ええと、画面の中で戦う自分のことだけど。それの設定といこうか。性能と、デザインとな」

「……うん」

「アバターは素すの状態でも全然まともに戦えるんだけど……そこに三枚のカードをセットして、性能をある程度変えられるんだ」

　画面上に赤、青、緑の三種類のカードが表示される。

　赤のカードにはＰ、青にはＳ、緑にはＴの文字が刻まれており、それぞれパワー（腕わん力りよくと耐たい久きゆう力）、スピード（速度と反応、隙すきのなさ）、テクニック（技の精度や受け身、姿勢制せい御ぎよ）を示している。

　ここから合計三枚までアバターにセットすることで、性能を強化できるというわけだ。

「スピード２にパワー１あたりがメジャーな構成だけど、パワー３とかもロマンあるよね。初心者にはテクニック振ぶりもオススメかな。何か希望ある？」

「……よくわかんないから普ふ通つうでいい」

　葵は静かに画面を凝ぎよう視ししながら言った。もしかすると、戦う自分自身のパワーやスピードが変化するというのがまだイメージし辛づらいのかもしれない。そのあたりは、追い追いわかっていけば良いだろう。

「じゃあ、とりあえず全部一枚ずつにしとこう。誰だれに対しても極きよく端たんに不利にならない、オーソドックスな感じな。変えたくなったら、いつでも変えられるから」

　鋭一はディスプレイを示し、葵に三枚のカードを一度ずつタップさせた。プラネットは文字入力などを除けばタッチパネルのみで操作できるので、そこは幸いだった。この部分をこんなに幸いだと思ったのは初めてだが。

「よっしゃ。カードが決まったらいよいよ〈スキル〉を……」

「鋭一」

　このゲームの醍だい醐ご味みと言える部分の説明に入るべく鋭一が鼻息を荒あらくしたのと同時。葵が真横の鋭一に向き直り、腕うでを摑つかんで引いた。

「戦いはまだ？」

「……えっ」

　そう言って彼女は困った瞳を鋭一に向けた。隣となりに座った女子がこちらを向いて前のめりになっている景色は、かなりの威い力りよくがあった。

　おまけに腕を引き寄せられたものだから、鋭一の肘ひじは今、葵の心臓の手前に当たっていた。思わず息が詰つまる。

「はやく戦いたい」

　欲求のままに戦いをねだる葵はまさに玩がん具ぐを欲ほしがる子供だった。表情と声は幼児のようにあどけなく、しかし、その体がどうしようもなく女の子であることを鋭一は知っている。特に、上半身についてはよく知っている！

「わ……わかった、スキルの話は今度にしよう！」

　肘先に感じた恐おそるべきやわらかさに、慌あわてて腕を戻もどしながら鋭一は説明を見送った。

　同時に、少し反省した。システムの説明で飽あきさせてしまっては何の意味もない。これはゲームだ。すなわち、まさしく子供の求める玩具であるべきなのだ。

　鋭一はなんとか呼吸を落ち着け、指を立ててみせる。

「でも……戦う前に、あと一個だけ！　大事なことなんだ。これだけやらせてほしい！」

「む」

　ほんの少し口を尖とがらせた葵に、鋭一は再び画面を示した。スキル設定の画面をスキップすると、道着を着たデフォルト女性アバターの全身図が表示された。

「アバターの……見た目を決める！」

　葵は視線を画面に戻し、アバターを見た。当然ながら、初期設定のアバターには特とく徴ちようと言うべきものがなく、いかにも地味だった。

「どうせだからさ、カッコいい姿で戦おうぜ？　絶対そのほうがテンションも上がると思うんだけど。どう？」

　葵はしばらく自分のアバターと、画面横に「デザイン例」として載のっている様々な衣い装しようのサンプルを見比べた。

　そして少し考えてから、こくりと頷いて、

「……わかった」

　と言った。

　それから少しの間、鋭一の説明を交えながらアバターのデザイン作業が行われた。顔の輪りん郭かくに始まり目、鼻、口、眉まゆ毛げに睫まつ毛げ、髪かみ色に髪型、体型、そして服装。タップした箇か所しよを自在に変へん更こうできる。

　プラネットのアバターデザインは圧あつ倒とう的なバリエーションを売りにしている。課金パーツを購こう入にゆうしなくても個性を出すことは十分に可能だ。

　ある程度操作がわかると、葵は一人であちこちをいじり始めた。校則通りきっちりと制服を着こんだ姿からは想像しづらかったが、思った以上にこういったことにも興味があったようだ。

「……できた」

　やがて完成した「アオイ」は、黒を基調としたコスチュームを身にまとっていた。上半身と下半身はセパレートした形になっており、意外と露ろ出しゆつが多い。所々フリルがあしらわれ、ミニスカートの腰こし回まわりにはぐるりと囲むようにリボンが巻かれていた。

　思った以上に凝こっていて、そして可愛かわいらしいデザインだった。

「どう」

「……すげえイイじゃん」

　鋭一は素直にため息を漏もらした。

「凜り々りしい顔もいいし、服も、かわいい……。こんなセンスあったのかよ」

「ほめられた」

　鋭一が驚おどろくと、葵は口を少し自じ慢まんげに緩ゆるめた。プラネットの、戦せん闘とう以外の部分も楽しんでもらえたようで好ましい。

「ていうかさあ」

「？」

　どうやら葵の機き嫌げんも直ったようなので、鋭一はもう一つ感想を言いたくなった。

　少し、言おうか迷ったが……いや、このアバターを見せられたら当然そう思ってしまうだろう。言っていいはずだ。

　作られた「アオイ」の顔には一箇所、特に目を引くところがあった。少女の頭部には、一いつ対ついの耳が生えていたのだ。そう、それは彼女が学校で呼ばれているのと同じ。

　……猫ねこの耳だった。

「『野の良ら猫』ってあだ名、実は気に入ってたんだな？」

「…………！」

　この直後、鋭一は本日何度目かの目め潰つぶしを紙かみ一ひと重えでかわし、頰ほおにかすり傷を作った。




　　　　　　　＊＊＊




　いよいよ、その時が来た。

　葵は自らＶＲゴーグルを頭に装着し、四し肢しにリングを嵌はめる。

　視界が黒に覆おおわれ、そこに［ＳＬＥＥＰＩＮＧ］の文字が赤く表示された。

　初期設定が完かん了りようし、荒こう廃はいした未来に目覚める時がやって来たのだ。

　赤文字が、左から徐じよ々じよに緑へと変わっていく。

　そして全てが緑色になると同時、［ＳＬＥＥＰＩＮＧ］の文字は［ＡＷＡＫＥ］に変わった。

　今をもって、アバター「アオイ」は覚醒者アウエイクとなったのだ。

　ゴーグルと連動した左右のスピーカーから、ガゴン、という駆く動どう音。さらに圧縮空気が吐はき出される音が続く。

　目の前が徐々に明るくなる。その間も周囲の音は続き……

　ギ　ギギギギギギ　ギ　ギ　　ギ……ガ　　　ゴ　　　ン。

　視界が開けた。

　見えるのは、澄すんだ青の中に薄うすく雲が浮うかぶ、空。ただただ空。

　それで、葵は自分が仰あお向むけになっている状態だということに気が付いた。機械製の棺かん桶おけのようなものに入れられていたようだ。

　起き上がろうとしてみる。実際の肉体を動かす必要はない。そもそも現実の葵は横になっていない。ただ「起き上がろうとする」だけ。それだけで、普ふ段だん体を動かそうとするのと同じように「アオイ」は起き上がることができる。

　アオイは立ち上がった。

　立ち込める煙けむりの向こうには、赤茶けた大地。遠く地平線からは埋うまったビルやタワーが顔を出す。そして空には、現実より随ずい分ぶん大きな半月が白く浮かんでいる。

　少し離はなれた場所で、砂すな埃ぼこりが舞まった。風が吹ふいたようだ。その距きよ離りで空気が動いたことがわかるほどリアルなビジュアルと音。土のにおいが漂ただよっている気すらした。

　下を見て自分の体を確かく認にんする。黒いコスチューム、腰こしに巻かれたリボン。間ま違ちがいなく自分でデザインした「アオイ」の体だった。

　アオイが感かん慨がい深ぶかげに自らの体をあちこち触さわっていると、近づいて来る人ひと影かげがあった。黄と黒を基調としたジャージを腕まくりした少年のアバターだ。

「お、いたいた、アオイ！」

「……だれ」

　アオイは不ふ審しんげに眉まゆをひそめた。

「いやいやオレだよオレ。昨日も見ただろ」

「怪あやしい」

　瞬しゆん間かん、アオイの体が稲いな妻ずまのように動いた。まったく予兆を感じさせない急きゆう襲しゆうでの目め突つき。だが相手は避よけるそぶりすら見せなかった。その必要がなかったのだ。アオイの二本指は相手の目の位置に正確に当たったが、指が刺ささったりはしなかった。

「──うおおっ。ダメージがないとわかっててもやっぱ恐こえーなそれ。いや俺だよ、エイイチ。ここではＡ１ってんだけど、まあ読みは変わらないしな」

「……そっか、鋭一。こっちの鋭一は強そう」

「悪かったな、どうせ元の俺は軟なん弱じやくだよ。とにかく、ここじゃ目潰しは効かないぜ。非戦闘空間には当たり判定がないからな」

　Ａ１は周囲を示すように指さした。ここからは距離があるが、赤茶けた大地のあちこちには人々がまばらにたむろし、椅い子すに座っている者もいる。ここは戦闘者の控ひかえ室しつであり、広場ロビーのような役目も果たす場所のようだ。ここではプレイヤー同士の会話も自由に可能である。

　と、早さつ速そくこちらに近づいてくる影があった。帽ぼう子しにボロ布、長い髪。Ａ１とよく対戦する女性ガンマンだ。

「あっ、Ａ１さんじゃん。おはよー。女の子と一いつ緒しよにインしてくるとか珍めずらしくない？」

「あっ、おはよう」

「流石さすがにチャンプともなるとおモテになるんですなあ」

「い、いやいやモテるとかそんな」

　Ａ１は反論しかけた言葉を止めた。アオイがＡ１の服のすそを摘つまんで引いている。

「鋭一」

　黒くろ猫ねこのアバターは、小こ柄がらな女子高生と全く同じ仕草で首を傾かしげた。

「はやく」

「あ、ああ、戦いたいのか？　説明も途と中ちゆうだったな。ごめんごめん」

　Ａ１は振ふり返り、そういうことだからと謝ってガンマンと別れた。

　思った以上に、アオイが服を摑む力は強かった。こちらに構ってほしい、とでも言われているような気がした。




「さて、ここが『覚かく悟ごの門』だ」

　そう言ってＡ１がアオイを連れてきたのは、巨きよ大だいな石造りの門だった。ただし門の周囲には塀へいも柵さくも、何も遮さえぎるものがない。ただ白線が引かれているだけだ。これでは横から通り放題に見える。

「変だろ？　ぽつんと門だけあって。この線の向こうは戦場で、戦う覚悟ができた者だけが通っていい。横からすり抜ぬけるなんて無ぶ粋すいなマネは、やっちゃいけないのさ……いや、システム制せい御ぎよされてるから実際できないんだけどね」

　と、説明しアオイのほうを見る。……彼女はもうそこにいなかった。

　既すでにその「覚悟の門」の入り口まで近づいている。

「……せっかく人がチュートリアルＮＰＣみたいな役割をしてやってるってのに。やる気十分ってわけか」

　スタスタと歩いていたアオイは門番の目の前まで近づいたところで一度立ち止まると、Ａ１のほうを振り返った。

「鋭一、戦うのどうやるの」

「はいはい、その門番に話しかけてみな」

　アオイが門番に話しかけると、空中にウィンドウが開いた。このあたりはシステム的である。

　ここで戦闘ルールや、フリー戦かランキング戦かなどを選ぶことができる。鋭一は、「デュエル・ルール」の「ランキング戦」を選ぶよう葵に伝えた。

　ランキング戦を選せん択たくしたということは、先日のフリー戦とは違い、少なくともポイントのやりとりをする気のある相手と戦うということだ。

「で、『開始』のボタンを押せば、あとは対戦相手が見つかるのを待つだけだ。マッチングが成立したら、こないだみたいに合図があるから……あとは、相手をぶっ飛ばしてやればいい。ＯＫ？」

「がんばる」

　アオイは小さくうなずいた。コイツが頑がん張ばったら怖こわいぞ、と鋭一は思った。

「葵の力ならまず大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……流石にどんな相手が出てくるかはわからん。予想外の攻こう撃げきをされても、落ち着いて……」

「問題ない。お父さんが言ってた。墨ぼく式しきは──墨すみ。ぜんぶ塗ぬり潰つぶすって」

「お、おお。なんかすげえな。じゃあ心配ない……のか？」

　アオイの瞳ひとみは平静そのもので、緊きん張ちようも気負いも感じられない。

　そしてアオイが開始ボタンを押すと、システムによって自動的に体が門の中へ歩いていった。




　──闘とう技ぎ場に二人の戦士が降り立った。

　アオイは前回と同じように、空中に文字が浮かび上がるのを見る。


　［ＤＵＥＬ　ＲＵＬＥ　１ｏｎ１］

　［ＢＡＴＴＬＥ　ＲＡＮＫ‐Ｃ］



　向かい合う相手は女性アバターだった。アラビアの踊おどり子のような衣い装しようだ。胴どうも手足もスラリと長く、扇せん情じよう的な笑えみを浮かべている。

　［ＲＥＡＤＹ］

　アオイは両手を下げたまま動かない。相手は左手を前に、右手を上に、そして片足を上げた大おお仰ぎような構えをとった。

　両者は同時に息を吸い──

　［ＦＩＧＨＴ!!］

　開始の合図と同時に、動いた。

　アオイは大きく前方に踏ふみ込み、相手に接近した。両手をだらりと下げた立ち姿から動いたとは思えない恐おそるべき加速だった。彼女は速度と殺気を、刹せつ那なの間に０から１００まで引き上げることができる。正面から相対してこれに反応できる者は、そういないだろう。

　だが、この踊り子は幸運だった。彼女の戦闘スタイルは正面から相対するものではなかったのだ。

　踏み込んだアオイは攻撃に移ることができず足を止めた。相手の姿がない。

　頭上に空気の動きを感じる。すぐに葵は理解した。敵は戦闘開始と同時に垂直に跳とび上がっていた。完全に視界から消えられた。

　さすがに虚きよを突かれた。いきなりこんな動きをする格闘技はなかなかない。

　しかも、さらに葵は立て続けにもう一度虚を突かれることになる。

　これが彼女の知らない世界──ゲームでの戦いであるがゆえに。

　相手の踊り子は垂直に跳んだ状態から、中空を蹴けって前方へ回転した。

　スキル〈空くう歩ほ〉。宙にいる間、一度だけ空中でジャンプできる。まさにゲームならではの動きだった。

　回転の勢いを乗せた踵かかとがアオイの脳天めがけて振り下ろされる。ジャンプから繰くり出す足あし技わざはどうやらカポエラに近い動きだ。

「げっ。こいつ、結構強いな……」

　鋭一は相手の動きが初心者のそれではないことに気がついた。画面端には、両プレイヤーのランキングポイントが表示されている。アオイはもちろん０。そして相手は……１６４０。

「Ｃランクでもそこそこやる方だな。これが倒たおせれば……なかなかだぞ」

　アオイの頭上、死角から致ち命めい的な踵が落ちてくる。頭部にまともに受ければかなりＨＰを持っていかれそうだ。

　流石の葵でも、現実の人間に不可能な動きから知らない技わざを叩たたきこまれては厳しいだろう。ゲームの勉強にはなったと思うが……。

　そう鋭一が考えたのとほぼ同時だった。

　アオイの頭で、猫耳がピク、と動いた。少女の腕うでが動く。手を真上に。そして──

　奇き襲しゆうの踵を、なんとアオイは素す手でで摑つかんだ。

　ガードするどころか、ピンポイントで摑まえている。

「……何!?」

　鋭一が叫さけぶ。思わず、リアクションが声に出た。

「今のをかわすんじゃなく、摑むだって……？」

　──相手の攻撃が読めたわけではなかった。もちろん見えてもいない。ただし葵はある程度、殺気というものを察知できる。自らの殺気を鍛きたえた者は、他人の殺気にも詳くわしい。葵には「上から足を振り下ろすぞ」という声までも聞こえたかのような気がした。

　踊り子の目が驚きよう愕がくに見開かれる。彼女は慌あわてて空中で体をひねり、アオイの手から逃のがれた。そして一度着地して仕切り直そうとする。呼吸を整えるべく息を吐はき、

　だがそれ以上の時間は与あたえられなかった。

　次の瞬間にはアオイの二本指が彼女の両目を突いていた。

「え…………ッ!!？」

　踊り子から声が漏もれた。急速に踏み込んだアオイの一撃だった。

　感じ取る暇ひまもないほどの、速度の速い殺気。そう、彼女は速度と殺気を、刹那の間に０から１００まで引き上げることができる。元が０であるからこそ１００が生きる。

　──墨ぼく式しき『一おもて』。

　絶対先手のこの技は、タイミングと速度で不意を突くことにより「真正面から奇襲する」奥おう義ぎだ。なお日ひ頃ごろ、鋭一に見み舞まっている目め潰つぶしもそれである。彼はその全すべてを今のところ捌さばけているが……それが誰だれにでもできると思ってはいけない。平田鋭一は、サドンデスの絶対王者なのだ。

　踊り子の視界は今いま頃ごろ、赤く明めい滅めつしているであろう。ゲーム的な配はい慮りよから指が眼がん孔こうに突き刺さることこそないものの、目を突かれればもちろん視力が奪うばわれるようには出来ている。

　無論、そこを逃すアオイではない。間かん髪ぱつ入れず前に出る。

　一発。腹部に思い切りめり込むボディブロー。２００以上のＨＰが削けずれる。

　二発。相手の肩かた口ぐちに強きよう烈れつなハイキック。これも２００近いダメージ。さらに敵のバランスを大きく崩くずす。

　そして、三発目。

　アオイはその場で両手をついて逆立ちすると、両りよう脚あしをスラリと天にめがけて伸のばした。足首をクロスさせ、二発目の衝しよう撃げきで体が傾かたむいた相手の頭部を挟はさみ込む。

　そしてそのまま両脚を──振り下ろす！

　受け身すら許さず、踊り子の頭部が地面に激げき突とつした。５００オーバーの大ダメージ！

　アオイは動かない敵を背に着地した。

　背後で、相手のアバターが爆ばく発はつする。そして中空に勝利を告げる文字が出た。


　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＯＩ］



　結局、アオイはノーダメージ。完かん封ぷうでの勝利だった。

「な……何だよ最後の。あんな綺き麗れいな連続攻撃、俺にだってできるか……！」

　ぞわっ、と、観戦していた鋭一の全身を震ふるえが走る。昨日味わったのと同じ興奮だ。

　倒した。初試合で、１６００ポイント超ごえの相手を、ノーダメージで。

　もしかして、とは思っていたが実際に勝たれてみると、目の前の少女がいかに恐ろしい存在かよくわかる。

　鋭一は己おのれの目が間ま違ちがっていなかったことを悟さとった。

　この少女は……「上」に行ける。
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　　　　　　　＊＊＊




「お疲つかれ。どうだった？」

「やっぱり、たのしい……」

　一度ログアウトしゴーグルを脱ぬいだ葵に、鋭一は聞いてみた。

　葵は自らの拳こぶしを握にぎったり開いたりしながら、きらきらと瞳を輝かがやかせている。楽しめていそうなのは、何よりだ。

　そして、しばらくそうしてから葵は鋭一のほうを向いた。

「鋭一」

「ん？」

　独特な、透すき通るような無む垢くな瞳を向けながら、ねだるように葵は言った。

「頭、撫なでて」

「……ええ!?」

　鋭一は驚おどろきうろたえた。彼女は時折、急激に距きよ離りを詰つめてくることがある。戦闘でも……人間関係でも。なるほど得意技といったところだろうか。

「鋭一はわたしを褒ほめるべき」

　葵は僅わずかたりとも目をそらさず、まっすぐに鋭一を見ている。

「わたしが技を覚えたり、強くなったりしたら、お父さんは頭を撫でてくれた」

　言いながら、彼女は自らの頭を差し出すように下げた。

「わたしは撫でられる権利があると思う」

「わ……わかったって！」

　葵の何とも言えない気き迫はくに、鋭一は観念した。右手を出し、葵の小さな頭にのせる。髪かみの毛の感かん触しよくが手のひらをくすぐった。

「凄すごいよ、実際。今の相手、結構強かったんだぜ？」

「わたし、偉えらい？」

「うん、偉い」

　手を動かして撫でてやると、葵は気持ちよさそうに目を閉じた。耳の生えている戦闘中より、今の方がよほど猫っぽいと鋭一は思った。

　しかしそれにしても……可愛かわいい。

　手のひらを動かすたびに、すべすべした質感を感じる。ほんのりと良い匂においまでする。本当に、この子は……恐ろしい！

　だんだんと手つきがぎこちなくなるのを感じながら、鋭一は葵が満足するまで撫で続けることとなった。

「褒められるの、久しぶり。うれしい」

　葵はほくほくと微笑ほほえんでいる。学校ではまず見られない顔だ。

「うん、まあ……喜んでくれるなら、よかったよ。葵、やっぱこのゲーム向いてるって」

「そう。……あ、でも」

　そういえば、と葵は何か思い出したように顔を上げた。

「さっきの、鋭一がやってたやつと違う？」

　どうやらそこが気になったらしかった。同じゲームをしていない、とでも思われたのだろうか。葵の首が横に倒れる。「疑問」のサイン。

「ん？　ああ。門番のとこでルール決めたろ？　今のはデュエル、一撃で決まらないやつだから……」

「鋭一はやらないの」

　葵は首を傾けたまま続けた。

「デュエルをか？　まあ……今はな」

「なんで？　遊ばないの……？」

　そう聞かれた鋭一は少し、宙に目線を彷徨さまよわせた。

　若じやつ干かん間を空けてから、何もない空間に呟つぶやくように答える。

「俺は──勝つのが好きなんだ」

　脳のう裏りにいくつか、過去の景色がよぎる。決まらない二撃目。長引く試合。躱かわしきれない猛もう攻こう。地に這はわされて眺ながめる、闘とう技ぎ場の赤茶けた地面。

「だから遊んでる暇はないっつーか……まあ、気にすんなって」

　どこか寂さびしそうな目で見てくる葵を宥なだめるように、鋭一は言った。

「それより、今は葵が遊ぶ時間だろ？　どんどんいこうぜ」
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　それから立て続けに三戦ほどしたが、葵は何の問題もなく連勝した。

　そもそもこの「Ｃランク」で戦ううちは、あの踊おどり子くらいの相手も、そういるものではない。他の低レベルな相手はあわれ、葵の奥義の格好の餌え食じきとなっていった。

　鋭一は個室のドアを見る。外が少しばかり、騒さわがしくなってきた。

　このゲーム施し設せつは、プレイルームは個室だがロビーは開けた空間になっており、設置された大型ディスプレイでは中で行われている試合を観戦することができる。

　そこに０ポイントからあっという間に四連勝した新規プレイヤーがいれば、当然目につく。しかも、どの試合もノーダメージ……つまり、登録から未いまだ一度もダメージを受けていないというのだ。

　このドアの中に、一体どんな人物がいるのか？　観客たちも気になっていることだろう。

　だが当の葵は、静かなものだった。三人目を屠ほふりながら、彼女はぽつりと呟いた。

「あんまり、強くない」

「うーん、そうだな」

　鋭一は考える。こう言ってはなんだが、楽勝すぎる。最初は技わざを出すたびに目を輝かせていた葵も、なんだか淡たん々たんとしてきた。

　彼女は楽しめているだろうか？　飽あきたりしないだろうか？　鋭一にとってはそれが一番困る。なんとかして、もう少し強い相手と当たれると良いのだが。

　葵はとりあえず、次の対戦にアクセスする。検けん索さくが始まり……しばらくして対戦相手が決定する。マッチングが表示された時、ドアの外がまた少し、ざわついた。

　──『アオイ　ＶＳ　ユキオ』。

「……ん？」

　組み合わせを見た鋭一が反応した。

　ユキオ。所持ポイントは１９６０。Ｃランクの上限値に近い成績だ。これは間違いなく強い。本物だ。

　プラネットに登録した人間が「ランキング戦」を戦う場合、一律「Ｃランク」という階層からのスタートとなる。

　ランキング戦は勝利すれば、相手とのポイント差や勝利時の残り体力に応じてポイントが得られる。一戦で得られるのは最大で１００Ｐ程度。Ｃランク同士の対戦で２０００Ｐを貯ためれば、Ｂランクに昇しよう格かくだ。

　たったひとつ階層を上がるだけに見えて、これがなかなか難しい。勝てばポイントは増えるが、負ければ相手に与あたえた分のポイントは減る。勝ったり負けたりを繰くり返していては、同じポイント帯に留とどまるだけ。ランクを上げるには、連勝できるだけの明確に抜ぬきんでた実力が必要なのだ。「脱だつ初心者」程度では、そこには届かない。

　デュエル・ルールで戦う全覚醒者アウエイクの実に六割近くが、Ｃランクでポイントを比べあっているくらいなのだ。そこを突とつ破ぱ間近となると、当然注目選手ということになる。

　ロビーからは「おっ、期待のルーキー対決」「このアオイって子、まだ負けてないんでしょ？」「ユキオもここまで無敗らしいぜ」「マジで？　１９６０まで無敗とか！」「ユキオは初見殺しキツイしなあ、女の子不利じゃない？」などの声が漏もれ聞こえてくる。鋭一も、ほぼ同意見だ。

　両者は戦場で向かい合う。「ユキオ」はコートのフードを目ま深ぶかに被かぶった、怪あやしげな青年のアバターだ。

「ん？　３４０Ｐ……ラッキー、初心者か。楽なところを引いたね。これは無敗でＢまで上がれるかな」

　ユキオがにやりと口の端はしを持ち上げる。だが鋭一もこの時、同じように笑っていた。

「いやいや。舐なめてもらっちゃ……困るぜ」

　ここ最近で一気にＣランクを駆かけ上がった覚醒者アウエイク、ユキオ。なかなかの曲くせ者ものだ。果たして、どうなるか。
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　そして試合が、始まった。

　ユキオは見せびらかすように人差し指を掲かかげる。

　アオイは警けい戒かいして構える。

「この人は……さっきまでとちがう」

　アオイは呟いた。面めん妖ような雰ふん囲い気き。まとう殺気の質も違っている。

　ユキオが、動く。掲げた人差し指を、前に向ける！

「……ビーム！」

　するとユキオの人差し指から、光の筋がまっすぐに放たれた。アオイは機き敏びんにかわす。アオイの背後、光線の着ちやく弾だん点からは「ジュウッ」という熱のこもった音とともに白はく煙えんが上がった。まるで兵器だ。

「…………!?」

「おお。初見でこいつをかわすとは……やるねぇ」

　ユキオはアオイの理想的なリアクションに、満足そうに笑った。

　アオイは目を見張っている。頭の上では猫ねこ耳が、せわしなくピコピコと動いていた。

「こ、この野や郎ろう……ずりぃなあ」

　鋭一は観戦しながら歯は嚙がみした。プラネットは、あくまで格かく闘とう戦が主体だ。スキルには厳しい射程制限がある。つまりこの技は、おそらく当たってもダメージを受けるわけではない筈はずだ。目くらましの類たぐいだろう。

　ゲームに慣れている人間ならば、それをわかった上で対策を考えられる。だが初心者の葵には、いくらなんでも無理な話だ。

　ユキオはその後も「ビーム」を連発した。アオイは全すべてかわすが、攻こう撃げきに移れない。右。左。最短の動きでかわし続ける。

　まるで予知でもしているかのような最適解の回かい避ひだ。それができるのが、葵の凄さでもある。

　観戦する鋭一が感心していると……肩かたに温かいものがぶつかった感覚があった。時間をおいて二度、三度。

　横を見る。ＶＲで攻撃をかわしながらリアルの身体からだを左右に揺ゆらす少女の姿がそこにあった。並んで座っていたため、肩がぶつかったのだ。

　操作の上で体を動かす必要はないとはいえ、ヒートアップすれば勝手に動くものだ。珍めずらしい話ではない。鋭一は邪じや魔まにならないように席を立ってやった。葵の揺れはだんだんと大きくなり、やがて彼女はついに立ち上がった。

　ゴーグルに隠かくれた彼女の顔が、どんな表情をしているのか今はわからない。だが画面の中のアオイは瞳ひとみを収縮し、より鋭するどい目つきとなっていた。

「…………たおす！」

「やってみなよ」

　アオイの刺さすような視線を向けられても、ユキオは平然と返事する。ルーキー離ばなれした肝きもの据すわり方だ。

　再び、ユキオが右手を掲げる。指先から光線が迸ほとばしる、その前に。アオイが……左斜ななめ前に飛んだ！　遅おくれて、ビームが着弾。だがその光は、アオイの視界に入りすらしない。

　アオイは相手の「殺気」を直接感知できる。彼女はビームのタイミングに、既すでに適合していた。

　フードに隠れたユキオの表情が変わる。初めてアオイの接近を許した。

　ユキオはここで初めて、左手を掲げた。今まで光線を出していたのとは逆の手。

　一方のアオイは飛び上がったまま右手を引く。攻撃の予備動作とともに……どす黒い殺気が膨ふくれ上がる！

「──!?」

　ぞくり。

　衝しよう撃げきのようなものを感じ、ユキオは思わず目を閉じた。まだ相手は攻撃動作の最中。何をされたわけでもない。それなのに彼は……一いつ瞬しゆん、動きを止めてしまっていた。

　ユキオはすぐに意識を復帰する。またビーム、と見せかけて……彼はアオイとの間に霧きりを撒まいた。スキル〈ミスト〉──目くらましか？　だがアオイは既に至し近きん距きよ離り。霧の中で、二人の体が交こう錯さくする！

　そして、静せい寂じやく。

　中で何が起きたのかはわからない。緊きん張ちようの展開に、鋭一はごくりとツバを吞のんだ。

「……な、何だ？　どうなった？」

　視線を滑すべらせ、画面上のＨＰ表示を確かく認にんする。アオイはまだ７００ほど残っている。

　ではユキオは？

「え？」

　信じられない、というふうに鋭一は呟つぶやいた。

「…………ゼロ……？」

　ユキオのＨＰは空になっていた。先ほどまでは、満タンだったはずだ。アオイが霧の中で何をしたのかはわからない。……だが、この一瞬で彼女がユキオを倒たおしたのならば。

　一撃、必殺。

　アオイはそれを成した、ということになる。

　バカな、と鋭一は思う。そんな技はプラネットには存在しない。噂うわさで聞いたことはあるが、都市伝説やオカルトのようなもので、信しん憑ぴよう性せいも再現性もない。

　鋭一がそう訝いぶかしむのと、ほぼ同時。




　──ガシャン。




　鋭一の耳に入ってきたのは、硬こう質しつな破は砕さい音だった。

　ゲーム内の格闘戦でするような音ではない気がする。鋭一は部屋を見み渡わたした。物理的なほうの葵の姿がない。

　代わりに目に入ったのは、蝶ちよう番つがいが吹き飛んで倒れていくドアだった。個室の外の景色が見える。

「……何だって？」

　思わず声が出た。画面の中では、対戦の切断を示すアラートが表示され、勝敗はノーゲームとなっていた。

「……何だって？」

　色々なことが信じられなくて、鋭一はとりあえず同じセリフを繰り返した。

「………………どうしよう」
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「え？　何今の」「終わり？」「うわっ、女の子が吹っ飛んできた!?」

　突とつ然ぜんのアクシデントにＶＲルームのロビーは騒そう然ぜんとしていた。

「……何だ。今の試合、決着じゃないのか。勿もつ体たいないな……」

　そこに、人だかりの後方から歩いて来る人ひと影かげがあった。

　人影は、パーカーにジーンズという凡ぼん庸ような服装。背は高くも低くもなく、体型は華きや奢しやで男性的でも女性的でもない。首から下だけでは性別も年ねん齢れいも特定不可能だ。

　が、問題は首から上のほうだ。その人物は、ガスマスクで顔全面を覆おおっていたのだ。

「今の子、面おも白しろいな。私も戦おうかなあ。ここ、ガスマスク割引とかないですかね？」

　謎なぞの人物はあっけらかんと呟いた。めちゃくちゃに怪しかった。

　周囲では試合の結末と個室ドアの破損、何よりそのドアをぶち壊こわしながら飛んできた少女によって大おお騒さわぎになっていた。これほどの不ふ審しん人物がいても気づかないほどに。

「……って無視ですか。何かつまんないなあ……ん？」

　彼？　彼女？　は少し残念そうにした後、何かに気づいたようにポケットからスマホを取り出してロックを解除する。どうやら電話がかかってきたらしかった。

「ああ、ユキオ君？　おいおいすげーな今の、ホントに一撃ＫＯ？　……わからんって何だよ。食らった本人がわかんないの？」

　言いつつ、ガスマスク人間は騒がしい店内を見やる。吹き飛んできた女の子もまだいるはずだ。

　するとドアの壊れた部屋から出てくる人影があった。制服を着た少年だ。少年は支し払はらいレジのほうへ向かうと、何やら店長に謝り始めた。

　電話していたガスマスク人間は、今度はその少年に反応した。

「おや？　彼は……」

　謝っている少年が、この世界では結構な有名人だったからだ。

「これは……ますます面白くなってきた。さっきの女の子、サドンデス王者『Ａ１』の知り合いなのかい」

　ガスマスクの不審人物は愉ゆ快かいそうに笑い、振ふり返った。店の出口へと向かう。あまりにも短い滞たい在ざいだったが、既に目的は十分に満たしていた。

「彼もデュエル・ルールに参戦するのかな？　だとしたら……めちゃクソ面白い」

〝面白い存在〟を、見つけたからだ。ここですぐに戦うこともできるが、それでは勿体ない。もっと相応ふさわしい舞ぶ台たいを用意するべきだろう。

　謎の人物は店の外に出て、誰だれにも見られていないことを確認しつつ──ガスマスクを脱ぬいだ。ボブカットが風に流れる。長い前まえ髪がみが顔を隠し、その表情はうかがい知れない。ただ……電話口に話す声は、楽しみを前にした子供のように弾はずんでいた。

「これは次の番組のメインとして、使えるぞ」
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「ホンっっっっトすみません！」

「……ごめんなさい」

　鋭一は頭を下げ、葵もどことなくしゅんとして謝罪の言葉を口にした。

　ゲーム中に興が乗り過ぎたがゆえに現実の体までも横っ飛び、ドアを破って外に飛び出した──。葵の行動は今もって信じられない。まず、ドアを体当たりで突つき破れるような女子高生がどれだけいるというのか。

　しかし信じ難がたくとも、現に個室の入り口にはドアがないのだ。事情を話すと、店長のカオリは困こん惑わくしながらも理解はしてくれた。

[image: ]

「鋭一くん……。女の子の前でカッコつけたい気持ちは否定しないわ。ただ、ハッスルするのはＶＲの中だけにしておくのが人の道というものよ」

「い、いやそういうワケじゃないんですけど！　まあ、すみません……」

　怒おこっている様子はないようで内心ほっとした。

　当の葵は、直立の姿勢で硬こう直ちよくしたまま「幽ゆう霊れい」になっている。あまり人と関かかわらずに生きてきた彼女には、こういう時どうしたら良いかわからなかったのだ。

「しかし、私も鋭一くんの一ファンとして心苦しいけど……これ、流石さすがに弁べん償しようなしというワケにもいかないわね」

「えっ。マジですか」

「マジよ。そんなに取るつもりはないけど……。鋭一くん、プロというのはジャンジャンバリバリ儲もうかるものではないのかしら？　そろそろ家が一軒けんくらい建つものかと」

「全然そんなじゃないですよ！　その、正直そんなには。特に今は手持ちが……」

　鋭一は曖あい昧まいに笑ってうつむいた。確かに彼はサドンデスの王者として、公式から賞金も得ているプロゲーマーである。

　プラネットは近年話題のｅスポーツの中でも競技性が高いと評判であり、トップレベルの公式戦は興行化もされている。強いプレイヤーにはプロスポーツ選手のようにスポンサーがつくことも珍めずらしくない。鋭一もとある実業家とスポンサー契けい約やくを結んでいる。

　が、マイナージャンルであるサドンデスは賞金がそこまで高くはない。そして鋭一は現在、よりゲームに集中できる環かん境きようを求め、プロとしての収入で一人暮らしをしている。

　先日までは貯金もしていたが、そのお金は念願の、自前のＶＲセットを購こう入にゆうするのに使ってしまった。決して余よ裕ゆうのある生活ではないのだ。

「う──ん……わ、わかりました。少し待ってもらえますか？」

「大だい丈じよう夫ぶ？　もちろん、必要なら何日でも待つけど」

「いや。場合によっては一時間くらいで済むかも。……ちょっと、スポンサーに相談してみますんで」

「あらカッコイイ」

　鋭一は腹を決め、スポンサーに頼たよってみることにした。あまり積極的に頼りたい相手ではないのだが……親などにはとても言えないし、金のアテというともう他にない。彼はスマホを取り出し、しぶしぶ電話をかけた。

　そして、待つこと十数分。

　電話で鋭一から事情を聞いた「スポンサー」は、わざわざ店にまで直接やってきた。

「よっ、鋭ちゃん。この高貴なるお嬢じよう様さまがわざわざ出向いてやったわよ。どしたの？　ウワサの葵ちゃんとヨロシクやってたんじゃなかったの？」

　鋭一は露ろ骨こつに苦い顔をした。カオリは珍しくポーカーフェイスを崩くずし、驚おどろいた顔をした。

　驚くのも無理はない。スポンサー……鋭一の競技活動に金を出している実業家という肩かた書がきで現れたのは、一見どこにでもいるような女子高生だった。




　最上珠姫。

　親がベンチャー企き業ぎようの社長であり、本人も実業家として知られる彼女は、鋭一と同じクラスに通う現げん役えき女子高生社長である。

　社長令嬢を自じ称しようしお嬢様ぶろうとするところがあるが、教室での彼女はあくまで普ふ通つうの女子高生。実際の見た目や雰ふん囲い気きも、同年代の少女とそう変わらない。

　確かにスポンサーとして紹しよう介かいされても信じがたいかもしれない。まず令嬢を名乗るにはあまりにもスカートが短すぎるだろう……と鋭一は思う。

「いやあ平田プロ。給料を前借りとは、偉えらくなったもんだねえ？」

「ぐうう、返す言葉もねえ。助かったよ社長」

　とはいえその財力と手しゆ腕わんは本物である。彼女は到とう着ちやくするなり財さい布ふから数万円をポンと出し、さらには修理業者の手配まで代行して店長を納なつ得とくさせた。あっという間にその場を解決してしまったのだ。

「まったく、ただでさえ遅ち刻こく常習犯なのに器物損そん壊かいとか。キミが素行不良だとスポンサーまで評判落とすんだからね？」

「す、すんません……。だが『スポンサーに相談してみます』って言った時の俺はなかなかカッコよかったかもしれん」

「調子乗ってんなこの野や郎ろう。愛いとしの葵ちゃんにイイトコ見せられて満足かい？」

「べ、別にイイトコ見せたいわけじゃ……」

　珠姫は鋭一と同じクラス……つまり、葵と鋭一の関係についてもとっくに知っている。

「つーか女の子にかまけられてちゃ出資者としては困るんですけど。デュエルの特訓は進んでるのかな、一発屋くん？」

「なっ……。いや、だからまだ特訓中なんだって。当面はサドンデスで我が慢まんしてよ」

「賞金額が違ちがうのよ。勿体ないじゃない。あたしは、平田プロが本気出せばあたしなんてすぐ追い抜ぬくって信じてるんだからね。ちゃんと勝ったら給料はずむよ？」

　珠姫は蠱こ惑わく的に脚あしを組み替かえ、親指と人差し指で￥マークを作ってウインクした。さりげなく相手を褒ほめることも忘れない。自分の雇やとっている選手には気持ちよく働いてもらおうという意識があるのだ。

　だがそれでも、鋭一の答えは歯切れが悪い。

「いや、でも俺は……」

「おやおや口ごたえする？　いったい誰のおかげでＶＲセット買えたんだっけ～？」

「ぬうう言い返せないメッチャ悔くやしい。これが金の力か」

「あははは。あたしの可愛い飼い犬ちゃん。靴くつでも舐なめたらよしよししてあげよっか？」

　珠姫はペットボトルの紅茶を飲み一息つくと、鋭一の隣となりで「幽霊」になったままの葵に視線を移した。

「……で、鋭ちゃんの説明によれば、この子がドアぶち破ったって？」

　葵は黙だまったままピクリと反応した。初対面相手で緊きん張ちようしていたりするのだろうか？　だが、鋭一相手にはそんなことはなかったはずだ。何しろ初対面から眼球を潰つぶされかけた。どうしたのだろうと鋭一が思っていると、葵は肘ひじをつついて小声で話しかけてきた。

「……鋭一」

「ん？　どした」

「この人は、どういう関係」

　葵は珠姫に聞こえないように呟つぶやき、口を尖とがらせた。……なんだか、あまり良くない印象のようだが。
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「あ、ああ。えっと、そうだなあ」

　鋭一はやや口ごもる。プロゲーマーとしてのスポンサー、なんて言って葵に伝わるのだろうか？　何と説明すればいいか……と悩なやんでいると、

「おっ。気になるかい？」

　当の本人が気づいて口を開いた。

「鋭ちゃんとはなかなか長い付き合いだけどねえ、ま、ここ数年の関係で言えば、鋭ちゃんはあたしの飼い犬ってとこ？」

「この野郎～」

「……む？」

　珠姫の説明に対し、鋭一は不満を表明し、葵は眉まゆをひそめて首を傾かたむけた。

「鋭一は犬じゃない。人間」

　どうやらそもそも通じていなかった。

「……そ、そだね。まあ比ひ喩ゆよ比喩。要するに椅い子すになれと言えば、鋭ちゃんはあたしの椅子になるってコト！」

「むう」

「どうだ！」

「……それならわたしも、鋭一に座らせてもらう」

　すると。言うが早いか、葵は鋭一の膝ひざの上にちょこんと腰こしを下ろした。

「えッ」

　仰ぎよう天てんしたのは鋭一のほうだ。慣れない柔やわらかさと温かさで、膝の上がむずむずする。目の前で髪かみが揺ゆれると、信じられないような良い匂においが鼻をくすぐった。これは良くない。良すぎるので良くない！

「わお、大だい胆たん」

　珠姫は他ひ人と事ごとのように笑ってみている。鋭一は大おお慌あわてで解説した。

「ちょっ、どこで対たい抗こう意識を……！　冗じよう談だんだから。ゲーマーとしての契約に椅子とか含ふくまれてないからね!?　えーと……この人は、単に俺に給料をくれる上司……みたいなもん。それだけだから──」

「！　……お給料」

　鋭一の必死の説明でようやく得心はしたのか、葵は腰を浮うかせた。

「鋭一をいじめる、わるものじゃない？」

「そ……うだな。ちょっと悪そうに見えるけど、まあ上司ってのはウソじゃない」

　すると彼女は椅子えいいちからスッと立ち上がり、戦せん闘とう時の流りゆう麗れいな体たい捌さばきからは信じられないほど固い動きで、ギクシャクと珠姫に近づくと、スカートのポケットに手を突つっ込んで掌てのひら大の物体を取り出し、おずおずと珠姫に渡わたした。

「あげ、ます」

　若じやつ干かん割れた、袋ふくろ入りの煎せん餅べいだった。

「……えっ？」

　それを見て珠姫は小さく噴ふき出し、それから派手に笑い出した。

「あははははは！　えっ。ちょ？　何？　どういうことこれ鋭ちゃん解説して！」

「え？　いや、これは俺にもわからん……葵、どうした？」

　珠姫は何かがツボにハマったらしく笑いが止まらなくなっている。

　鋭一は葵の顔を見た。心なしか表情が硬かたい。やはり明らかに緊張しているようだ。葵は両手でスカートの裾すそを握にぎり、珠姫のほうを向いたまま答えた。

「鋭一、がいつも、お世話なってる」

　至し極ごく真ま面じ目めな顔で、ぽつぽつと。

　その言葉に、珠姫は二度噴き出した。葵の顔に紅茶の水すい滴てきが飛んだが、彼女は身動きひとつしなかった。

「あはははは、何この子、正妻ヅラってやつ!?　カワイイなあ」

　珠姫はそんな葵に手招きし、自分の隣に座らせる。

「わかったわかった、この社長令嬢の高貴さが理解できるとは話のわかる子だ。コレはお近づきのしるしに貰もらっておくね。あたしは最上珠姫。隣のクラスだよ」

　珠姫はペットでもあやすように葵の頭を撫なで始めた。どうやら葵もすっかり緊張を解いたようだ。

「マジかよ……一いつ瞬しゆんで懐かい柔じゆうしやがった。俺なんて会うたびに目ェ突かれんのに」

「はは、葵ちゃん取られて悔しいかい？　最近この子にプラネット教えてたんでしょ」

「そうだよ。つっても今日からだけどさ」

「うーん、そうねえ」

　珠姫は椅子にもたれ、再び脚を組んだ。笑うのをやめ、目つきが経営者のそれに変わっている。

「なんかちょっと意外だよね。ストイックで努力家な平田鋭一プロが女の子と『遊ぶ』なんて。君にはもっと、自分が勝つために時間を使ってほしいんだけど」

「別に遊んでるわけじゃ……」

「ま、たまには良いけど上も目指してね？　いつまでも一つのスタイルに拘こだわってないで、もっと稼かせいでもらわないと」

　急に肩かた身みが狭せまくなり、鋭一は居い心ごこ地ち悪そうに顔をしかめた。

　鋭一は確かな技量と実績を持っているが、デュエル・ルールへの挑ちよう戦せんには消極的だ。一応彼なりの理由もあるが……それを別にしても、ひとつの要素を突き詰つめたサドンデスに比べると、デュエルの上位はとても難解な戦場だ。

　そこで戦えそうな人材を見つけたからこそ、テンションが上がっていたところだったのに──

「ん？　まてよ」

　そこまで考えて、鋭一は思いついた。

「そうだ社長、葵のスポンサーについてやってくれよ。丁度、デュエルに挑戦してもらってたとこなんだ。滑すべり出しも好調だぜ？」

「へ？　この子の？」

　珠姫は頭を撫でる手を止め、横の葵に目をやった。

「鋭ちゃん、冗談で話そらそうとしても無む駄だだぜ。昨日今日始めたばっかの人間にスポンサーつけようなんてさ」

「いやいや、マジですごいんだって。将来、絶対稼げるからさ」

　鋭一は思わず拳こぶしを握った。葵と初めて会った時の高こう揚よう感がフラッシュバックする。あの時感じた可能性は、今なお鋭一の中に根を張っている。

　鋭一の眼めに宿る本気を珠姫は汲くみ取った。どうやら冗談ではないらしい。だが、それをそのまま信じるかは別の問題だ。

　珠姫は一応、本人にも話を振ふってみた。

「ねえ葵ちゃん。あなた、強いの？」

　すると、先ほどまで小動物のようにじっとしていた葵は、いつもの涼すずしげな表情に戻もどり、

「うん」

　と短く返事した。そこにははっきりとした自信と自負が感じられた。

　あなたは強いのか？　と聞かれて真顔でこんな返事のできる人間は、確かにそういない。

「うーん、なるほどねえ」

　珠姫は脚を組み替え、顎あごに手を当てた。

「いやマジな話、平田プロの目から見て見込みアリなら信じてもいいかとは思うんだよ。でもね、流石さすがにＣランクのプレイヤーに出せるお金はないわ」

「……そうか」

「とはいえ、この子が金の卵だとしたら逃にがすのはイヤ。だから……葵ちゃん」

　腕うでを伸のばし、葵の頭にポンと手を置く。そして挑ちよう発はつ的にウインクしながら告げた。

「とりあえず、あたしにその強さとやら、見せてもらえるかな？」




　　　　　　　＊＊＊




「『アオイ』か……聞かん名だな。まだ始めたばかり、といったところか？」

　再びランキング戦に潜もぐったアオイの最初の相手は、今までになくよく喋しやべる男だった。道着を着た柔じゆう道どう家かのアバターは腕を組んで語る。

「だがここから先の領域では、本能のままに戦っても通用せんぞ。技術が要いる。〈スキル〉と既き存そんの武道を組み合わせた独自の武術……我々『如によ意い道どう』のような、な！」

　男は腕を前に出して構えた。そしてそこで、

　［ＦＩＧＨＴ!!］

　試合開始の合図があった。それと同時に、柔道家の腕が伸びた！

「どうだ、〈伸しん縮しゆく腕〉ならばどの間合いでも必殺の投げが出せるのだ！　１０００Ｐの世界を知るが良──」

　が、そこまでだった。

　次の瞬間には柔道家は爆ばく発はつしていた。力の差は、歴然。アオイは爆風を背に呟つぶやく。

「えっと、お話がむずかしくて……よくわからなかった」


　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＯＩ］






「…………来たか」

　次の相手はコートと帽ぼう子しを身に着け、ナイフを持った長身の男だった。

「俺は甘くない。一瞬で決まるかもしれんが、悪く思わないでほしい」

　だがこれは反則ではないのだ。スキル〈武具〉を取得すれば、武器の持ち込みは許されている。

　もちろんゲームバランスのために武器の種類はある程度制限されており、例えば銃じゆうは論外。刃は物ものも殺傷能力が高いために射しや程てい距きよ離りに制限があり、刃は渡わたりの短いナイフ程度が限界である。

　また〈武具〉はスキルの装備枠わくを大きめに圧あつ迫ぱくするため、武器を持つと他のスキルはほとんど持つことができない。それほどの威い力りよくがある、ということでもあるが。

　［ＦＩＧＨＴ!!］

「──後こう悔かいするなよ」

　試合が始まる。男が駆かけ寄り、凶きよう刃じんが迫せまる。が……彼はそのまま、普ふ通つうに腕を取られた。

「え」

　ナイフは腕わん部ぶの関節の動きによって振るわれる、いわば人体の延長である。ならば一色葵にとってそれは問題にならない。あっという間に連撃が叩たたき込まれ、勝負は決した。

　男の爆発を見届けながら、アオイは少し申し訳なさそうに呟く。

「……一瞬で決めてしまって、ごめんなさい」


　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＯＩ］






「やあ、アオイちゃんと言うのかな!?　こんにちは！　今日はボクと遊んでほしいんだワン！」

　三人目の相手を見てアオイは驚おどろき、動きを止めた。

　相手のアバターは、狼おおかみ男そのものだった。顔はオオカミで牙きばが生えており、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした上半身はフサフサとした毛に覆おおわれている。

「ワンちゃんだ」

「その通り！　キミはネコちゃんかな！　ワンニャン対決とは愉ゆ快かいだねっ！」

「うん。たのしく遊ぶ」

　狼男はコミカルな動きでポーズをとってみせた。プラネットのアバターデザインはかなり自由度があり、獣じゆう人じんやロボットなども作ることは可能である。

　［ＦＩＧＨＴ!!］

　試合が始まった。狼男はアオイに向かってまっすぐ、ドタドタと駆け出す。

　狼男はアオイに接近すると、腕を大きく広げてハグのような体勢をとり……両腕を思い切り、振り下ろす。

「やったー！　アオイちゃんは可愛かわいいなあ！　──食べちゃいたいくらい!!」

　その獣けものの両手には、鋭するどい爪つめが光っていた。

　アバターを作成する上で爪をデザインするだけなら、そこに殺傷力はない。だが……スキルとして〈爪そう牙が〉を合わせて取得していれば、ダメージ判定を持たせることが可能となるのだ。当たればダメージは大きいだろう。

　──が。アオイはここで殺気のアクセルを１００まで踏ふんだ。右手の二本指を前に出す。超ちよう速そくの、目め突つき。

「ワンワ……ワゲヘアァァァ！?!」

　指先が眼球に命中し、狼男の視界が赤く明めい滅めつする。獣人とて目の位置はヒトとそう変わらない！

　アオイは隙すきを晒さらした相手の首を抱かかえ込み、前方に跳とんで尻しりから着地。首をへし折った。狼男のＨＰがゼロになり、遅おくれて、爆発。

　アオイは爆発跡あとに向かってぺこりとお辞じ儀ぎし、言った。

「遊んでくれて、ありがとう」


　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　ＡＯＩ］






　　　　　　　＊＊＊




「……どうしてくれんのよ。実力見せろとか言ったあたしがアホみたいじゃん」

「フフフ、実際アホだったということだろう」

「ンだと一発屋このやろう。しかし、Ｃランクじゃ相手にもならない感じね。何だろ。敵のＨＰの減りも、異常に速いような……」

「だろ？　さっきなんて、一いち撃げき必殺みたいな……そんなのもあったんだぜ」

　腕組みし、脚あしを組み替かえながら珠姫が言うと、鋭一は自分のことのように得意げに答えた。

「一撃？　まっさかぁ」

「俺もハッキリ見たわけじゃないんだけどさ。葵ならできてもおかしくないっていうか……ホント、凄すげぇよ。これならＡだって、狙ねらえるさ」

　鋭一はゴーグルを外しかけている葵を見やる。それに気づいた葵は鋭一の方へするすると接近すると、上うわ目め遣づかいしながら頭を差し出した。

「ん」

「え!?　ああ……うん」

　鋭一には葵の求めるものがわかった。頭を撫なでてやると、葵は気持ちよさそうに目を閉じた。珠姫はニヤニヤしつつそれを見守る。

「ん。鋭一に撫でられるの……好き」

「へぇー、見せつけてくれるじゃない。いや……認めるよ。この子の実力はホンモノ」

「お、おう。じゃあ……」

　手を動かしつつ、鋭一は顔を上げた。葵にもスポンサーがつけば、彼女が楽しめるような強い相手とも次々に戦えるようになる。

　珠姫は何かを考えるように、悩なやまし気に人差し指を顎に当てた。

「じゃあ……最後の条件」

「えっ、まだあんのかよ」

「ふふ。やっぱ最後には、ボスを倒たおしてもらわないとね」

「……ボス？」

「居るじゃない。一人、ふさわしいのが」

　珠姫は得意げに片目をつむり、正面の人物に目線を送った。

　デュエル・ルールのＢランクでくすぶり続ける、サドンデスの王者を。

「……はァ？」

　鋭一が頓とん狂きような声を出した。だが珠姫は動じない。

「決まりね。葵ちゃん」

「？」

　鋭一に頭を撫でられるに任せていた葵は、呼ばれて首を傾かたむけた。そこへ珠姫は、顎に当てていた人差し指を向けて告げた。

「鋭ちゃんと戦ってみ？　それが、最終試験よ」





[image: 幕間　墨式と一色葵]







　古流格かく闘とう術「墨ぼく式しき」。

　それは中国・墨ぼつ家かを祖とする実戦的な格闘術である。

「非ひ攻こう」の教えを説いていた墨家。防衛のための戦せん闘とうを否定しなかった彼らは、自分たちを脅おびやかす相手を容よう赦しやなく撃げき退たいするための技わざを磨みがいていた。

　そして墨家の実戦戦闘術を基もとに格闘術として体系化したものが墨ぼく式しきであり、その技を現代に至るまで受け継ついできたのが一色家である──

　と、いうことになっている。

　が、墨家は紀元前の昔に中国で滅ほろんでいるし、その構成員が日本に戦闘術までも伝えたとは考えづらい。おそらくは日本で技を編み出した一色の祖先が詐さ称しようしたのだろう……と、ここ何代かの継けい承しよう者しやたちは考えている。

　しかし名前は噓うそでもその技は本物である。

　五つの奥おう義ぎ……一画目「一おもて」、二画目「卜うら」、三画目「川ながれ」、四画目「口かこい」、そして五画目「正とどめ」。それらを核かくとする殺人技は確かに人を死に至らしめるだけの力があり、昭和初期までの一色家は暗殺を生なり業わいとしていたのも間ま違ちがいないようだ。

　大名や家臣などの要人だけでなく、その用心棒や武術指南役など「暴力のプロフェッショナル」を相手に暗殺を行うこともあったらしい。不意打ちが難しい場合は路ろ傍ぼうで喧けん嘩かをふっかけ、堂々と決けつ闘とうして殺してしまうこともあった。そのくらい徹てつ底てい的な「実力」を彼らは持っていた。

　太平の世となり暗殺の需じゆ要ようが激減すると、彼らは道場を開設して糊こ口こうを凌しのぐようになっていった。殺人術をうたっていては門下生が集まらないため、こともあろうに護身術を名乗っていたそうである。ここでも「防衛集団」だった墨家の名前が役に立つ。道場では直接人を殺すことのできない護身用の技だけを教えていた。

　……そしてそのまま、一色家は現代に至っている。彼らは今でも護身術道場を経営しているのだ。

　しかし同時に、殺人用の「裏」の技も伝承し続けた。もはや使いどころのない技術ではあるが、祖先からの技を「絶やさない」それだけのために、一色の者は己おのれの身体からだにこの「報むくわれぬ技」を封ふうじ続けてきた。

　実質無意味なこの継承。普ふ通つうに考えればどこかで途と絶だえそうなものではあるが……そうはならなかった。なぜか？

　一色の血族は代々、あまりにも性格が素す直なおでまじめだったのだ。

　親から技を教われば、懸けん命めいに練習して全すべてそれを我が物とした。技を継ぐことを拒きよ否ひした者は今までに一人もおらず、結果としてこのおそるべき流派は秘ひ匿とくされたままこの時代に残ったのであった。

　が、しかし。

　ついに今代において、墨ぼく式しきは途絶えることが確定している。

　当代の継承者、一色遊ゆう芯しんが若くして病死してしまったのだ。

　何の事件でも事故でもない、単なる不幸。こればかりは抗あらがいようがない。遊芯には護身術を教えた元・柔じゆう道どう家かの妻がおり、道場は彼女が継けい続ぞくできるが「裏」の部分は残しきれなかった。

　彼は一人ひとり娘むすめに「裏」の技を教えていたが、その子が全ての技を覚える前に病やまいに倒れてしまっていた。こうして墨ぼく式しきを完全な形で保存することは不可能となった。

　そして遊芯の娘、葵は──不完全な殺人の技をその身に宿し、今は普通の女子高生として、暮らしている。
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　誰だれにだって一度くらいはあるだろう。野球でもサッカーでも何でもいい。

　その時勝っているチームや選手にだけ注目してしまう……ということ。

　彼らはしばらくの間は持て囃はやされ、しかし結果を出せなくなってくると、いつしか忘れ去られてしまう。

　言ってしまえば当たり前のこと。

　勝者を肯こう定ていし、敗者を否定するのが勝負というものだ。そうでなければ勝ち負けを決める意味がない。

　価値ある敗北、などという言葉もあるがウソだと思う。

　敗北自体に価値があるはずがない。敗北は、それを糧かてに勝利を得て初めて価値となるのだ。

　真なる価値は勝利にこそある。

　だからこそ人は本気で勝とうとするし……そして、だからこそ勝者はカッコイイのだ。平ひら田た鋭えい一いちは、そう考えている。

　プラネットを始めた頃ころは、連勝できて楽しかった。

　とはいえ流石さすがに全勝とはいかなかった。初めて負けた時は、こんなゲームやめてやると思った。実際三日くらいはやめた。

　だがそれでも結局続けたのは、当時のサドンデス王者の勝ち方が格好良くて、思わず真ま似ねしたくなったから。

　相手の攻こう撃げきの最も重要なタイミングを見み抜ぬき、

　それを潰つぶし、

　鮮あざやかなカウンターを決める。

　一試合に、彼の攻撃は一度だけ。

　そして勝つ。かならず勝つ。やはり勝っている人間は輝かがやいて見える。

　あんな風になりたい。

　だから動画を見て、練習モードのＣＰＵ相手に必死に練習して、彼の技をコピーした。

　技が身に付くまで対人戦はしなかった。練習は孤こ独どくで単調だったが、勝つためならば苦ではない。例えばＲＰＧなどでも、次のボスを余よ裕ゆうで倒せるまでレベル上げしてから進む性しよう分ぶんなのだ。

　幸い努力は実を結び、やがてサドンデスのトップにまで上り詰つめることができた。戦って勝つのは楽しい。サドンデスの対戦に潜もぐるのは最高の楽しみになった。

　そして王者として名も知れた頃。デュエル・ルールのトップランカーと、お試ためしで試合をしてみようという企き画かくに招待された。

　そこで「上」を知った。

　初撃は決めた。しかし二撃目が、あまりに遠い。ルールがデュエルだったこともあり、やはり最後には負けた。持ち前の見切りの技術でかわし続け、試合自体は盛り上がったので好試合のように言われることもあるが……鋭一が感じたのはゲーマーとして──というより、格闘者としての、純然たる格の違いだった。

　戦ったのは現七位の「ゴールドラッシュ」。さらにこのジャンルには、二位の「ｎｏｚｏｍｉ」、そして一位「Ｚ」のような雲の上の化物がまだ控ひかえている。

　彼らと肩かたを並べる想像はまだできない。勝者の世界だ。

　そこに入れればどんなに良いだろうと思う。だが、自分の「レベル上げ」はまだ終わっていない。だからデュエルへの挑ちよう戦せんは今はできない。今はまだ……見上げておこう。

　そんな時に出会った少女が、一いつ色しき葵あおいだった。

　彼女からは「勝者」たちと同等の凄すごみを感じた。

　最初は、ライバルとして競きそい合うことも期待した。だが、彼女のことを知るうちに、これはライバルどころではないぞ……と、思い始めていた。

　達人級の身のこなしに、強きよう烈れつな威い力りよくの奥義。まだスキルも理解しておらず、ゲーマーとしては完全な初心者だが……そんなことがどうでも良くなるくらいの、格闘者としての「格」。それが彼女にはあった。

　いま、果たして自分は彼女と、勝負になるのか？　無理なのではないか。

　壁かべの向こうにいるはずのトッププレイヤーがなぜか隣となりにいるような、今はそんな気持ちだ。自然と、自分とは別の存在と考えていた。

　だから実は、自分からは言わないようにしていたのだ。

　──葵と直接対決しよう、なんて。
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「いやいやいやいや社長。待とう。話せばわかる！　ちゃんと考えればお互たがいにとってより良い未来が」

「葵ちゃんにとってより良い未来を考えた結果だっつの。そんなに葵ちゃんと戦うの嫌いやなの？　自分からゲームに誘さそっといてさ」

　次は葵と鋭一を戦わせよう……という提案を鋭一はかたくなに拒否していた。

　蔑さげすむような目で見てくる珠たま姫きから目を逸そらしながら、

「できる限り……お断りしたい」

「何でさ。鋭ちゃんのためでもあるつもりなんだけどな。せっかく、競い合える仲間が見つかったんじゃん」

「競い……合えるかな？　そりゃ、俺も最初はちょっと期待したけどさ。予想以上に規格外っつーか、異次元っつーか……」

「要約すると？」

「負けるのが恐こわい！」

　鋭一は言い切った。勝てるまで鍛きたえてから戦う。負ける可能性があるなら、戦わない。それが彼の基本スタンスだ。

「……相変わらずこじらせてんなァ鋭ちゃん」

「臆おく病びよう者ものと笑うがいいさ……勝算が七割切るような勝負は簡単に受けられないんだ。戦やるのが公式戦だったら、遊びじゃ済まないし。何せプロだからな」

　珠姫はため息を吐つき、どうしたものかと腕うで組ぐみし思案する。勝ちにこだわる姿勢は評価できるが、戦ってくれないのは困る。鋭一は本当に「レベル上げ」が終わるまでデュエルの対戦を一いつ切さいしないつもりなのだ。

　すると、鋭一の隣に座っていた葵が動いた。彼女は真横にいる鋭一の服の裾すそを摑つかみ、上うわ目め遣づかいに鋭一を見る。そして、

「鋭一は、わたしと戦うの……怖こわい？」

　と、こぼした。

「いや、葵が怖いっていうか、その、強い人全ぜん般ぱん……」

　少し、ほんの少しだけ、彼女の目線が俯うつむくように下がった。裾を摑んだまま離はなさない。この仕草はプラネット内で一度されたことがある。鋭一の解かい釈しやくが正しければ、これは……「構ってほしい」だったか。

　しかし葵は、すぐに手を離した。そのまま少し考えてから、

「やっぱり鋭一が嫌がるなら、わたし──」

　そう言って、きゅっと唇くちびるを結んでしまった。

「……葵ちゃん？」

　一度乗り気になったように見えた葵が躊躇ためらったのが気になり、珠姫は聞いてみた。

「葵ちゃんは、鋭ちゃんと遊びたい……で、いいんだよね？」

「う、うん」

「だったら素す直なおになっちゃいなよ」

「でも」

「戦ったからって死んじゃうわけじゃないんだしさ。まずは自分の希望を言わなきゃ！」

　珠姫は葵を後押しするように、背中を叩たたいた。

「…………！　うん」

　葵は意を決したように、スカートのポケットに手を差し入れた。

　取り出されたのはもちろん……煎せん餅べいである。しょうゆ味と書かれている。それを葵は鋭一に差し出した。そう来るか！　と、見ていた珠姫は思わず噴ふき出しそうになる。

「あげる」

「えっ」

　葵は真まっ直すぐに鋭一の顔を見た。そして言った。

「やっぱりわたしは、鋭一とも遊びたい」

　煎餅一枚。これはもしかして……ファイトマネーのつもりだろうか？　鋭一がプロとして発言したための。

「ゲーム、楽しい。それを教えてくれたのは、鋭一。わたしは、もっと……鋭一に、教えてほしい！」

「葵……」

　鋭一は思わず苦く笑しようした。そして思い出した。画面の中で、暗殺拳けんを繰くり出しながら目を輝かせるアオイ。勝利を褒ほめられて目を細める嬉うれしそうな葵。彼女にとってこのゲームは何よりも──「楽しい遊び」なのだ。

「遊びたい…………か」

　鋭一にとっても、もちろんそうである。そうであった筈はずである。

　睡すい眠みんを削けずって夜中まで遊んでしまうくらいには。

「──そうだな。元はと言えばプラネットに誘ったのは俺なんだ。こりゃ断れないよな！」

「？」

　鋭一は頭の後ろで手を組み、ソファにもたれた。葵が不思議そうに見る。

　鋭一は煎餅の包みを破ると、丸ごと口の中に放ほうり込み、バリバリと嚙かみ砕くだいた。

「あー、美う味まい」

「うん。わたしもそれ好き」

　鋭一が笑い、葵が頷うなずいた。両者の合意が成った瞬しゆん間かんだった。

「プロとして報ほう酬しゆうをもらっちまったからには、戦うしかねえな。仕方ない……俺も『特別』を出すよ。俺なりの、デュエルの戦い方ってやつをな」
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『キミは、「ゴースト・キャット」を知っているか!?』

　ＷＥＢ画面上に、宣伝文句がでかでかと躍おどる。

『不ふ吉きつな黒くろ猫ねこが暗示するのは、対戦相手の、死──』

『突とつ如じよプラネットに舞まい降りた、戦せん慄りつの新人「アオイ」を見み逃のがすな』

　闇やみの中から浮うかび上がる、黒猫少女のアバター。そこで画面は、白背景に切り替かわる。

『それに挑いどむは、プラネット最速の男』

『サドンデス王者「Ａ１」、ついにデュエル本格参戦！』

『本日、注目の一戦。対戦は三十分後！』

　──パタン。

　一仕事を終えた珠姫は、スマホのカバーを得意げに閉じた。

「ふうー。ま、こんなもんかな？」

　彼女はまず、自らのＳＮＳアカウントで宣伝を発信した。

　さらに経営する会社を通してＷＥＢの広告枠わくをいくつか購こう入にゆう。短期間だけ、この試合の宣伝バナーを掲けい載さいさせた。プラネットを扱あつかう専門サイトは多数あり、そこに情報を載のせるだけでも試合の観戦者を集めるのは難しくない。

　プラネットの試合は基本的にすべてネットを通じて観戦可能であり、宣伝をクリックすれば誰だれでも闘とう技ぎ場を覗のぞくことができる。

「……おいおい、客集めるなんて聞いてないぞ」

「集めないとも言ってませーん。こんな注目カード、人に見せなかったらそれこそ商売人失格っしょ」

「マジかよ……。しかし相変わらず、手が早いなぁ」

「そりゃー、商売はスピードが命だからね」

　鋭一が感心すると、珠姫は楽しそうに脚あしを組んだ。

「ゴースト・キャットってのは……？」

「ふっふっふ。異名ってのはね、囁ささやかれるまで待ってちゃ遅おそいのだよ。葵ちゃん、『幽ゆう霊れい』で『野の良ら猫』だからね。ピッタリっしょ？」

「はは、抜ぬけ目ねえな」

「……さて、平田プロ。そろそろ準備しなよ。彼女もお待ちかねみたいだしさ」

　珠姫は一息つくと、画面の前で待機している葵を示した。

　件くだんのゴースト・キャットは、両手でゴーグルを持ってそわそわしている。

「客の入りも上々だし、本気で頼たのむよ？　この試合で、キミたちはデュエル・ルールの第一線にデビューするの。それだけのポテンシャルを持ってるからね。葵ちゃんも……鋭ちゃんも」

　珠姫はわざとらしくウインクした。ちょっと芝しば居いがかってはいるが……彼女の言葉に偽いつわりは、ない。

　鋭一は覚かく悟ごを決めてゴーグルを手に取った。そして──




　プラネットの大地に、二人の戦士が降り立つ。




　初撃という一点を極きわめたサドンデスの王者、Ａ１。

　アカウント登録からここまで無敗の新星、アオイ。

　赤茶けた大地の闘技場で向かい合う二人の戦士の間を、風が通り抜けて隔へだてた。

　特にどちらも口を開いたりはしなかった。両者は互いの目を見る。それだけでも、今すべきことが会話でないことはわかる。今考えるべきは、そう。

　いかにして目の前の相手を倒たおすか。それだけだ。

　二人は「こいびと」である。それぞれ特別な相手ではある。だが、鋭一は「ゲーム」に、葵は「戦い」に、それぞれ噓うそはつけない。それはつまり、本気だということだ。そこに加減や情の入り込む余地はない。


　［ＤＵＥＬ　ＲＵＬＥ　１ｏｎ１］

　［ＲＥＡＤＹ］



　アナウンスが始まる。

　アオイは両手を下げたままの自然体。Ａ１は両りよう肘ひじをぐっと後方へ引き、不自然なほど前ぜん傾けいした奇き妙みような構えをとった。

　試合開始のタイミングはランダム。それまで両者の間を行き来するのは呼吸音のみ。たまらない緊きん張ちよう感だ。ゴーグルの下の、鋭一の口元がわずかに緩ゆるむ。

　そう──この感じは、嫌きらいではない。

　そして。




　［ＦＩＧＨＴ!!］




　戦いが、始まった。葵の冷れい徹てつな瞳ひとみが鋭一を捉とらえる。

　──と、同時。

　葵の体の動きが、急激なものに変わる！

　滑すべるように動く細い脚。鋭するどい踏ふみ込み。足が地面を叩く音。

　風を切ってしなる、白鳥の首のような白い腕うで。

　そして鋭一の眼球めがけて突つき出される二本の、




　指




　……を、かわす！

　この目突きは今までに何度も見切っている。いつも通りここで〈フラッシュ〉を放ち、相手のタイミングと狙ねらいを狂くるわせてカウンター。……できる。

〈フラッシュ〉発動のトリガーは両目での瞬まばたきだ。Ａ１は反射に任せてその動きに入ろうとし……ギリギリで踏みとどまった。

　目め潰つぶしにきていた指が、跳はね返るように戻もどる。

　──フェイント。

　葵は一度、Ａ１の戦いを見ている。

　相手の攻こう撃げきのタイミングを読んで〈フラッシュ〉を放つ戦法。それをアオイは重々に警けい戒かいしていた。だから、出会いの時に放った目突きを囮おとりにした。

　騙だまされたＡ１が早まって閃せん光こうを使ってしまえば、この先の攻撃に対しては何もできなくなる。

「くそっ、よく考えてるな。──でも」

　葵は自らの技わざを暴力的に振ふるうだけのファイターではなかった。相手を分ぶん析せきし、対応することもできるのだ。まったく恐おそろしい。

「初撃だけは、譲ゆずるワケにはいかないんだ……！」

　この最初の交こう錯さくだけは、取る。取ってみせる。鋭一にとってこれは唯ゆい一いつの誇ほこりだ。

　最さい高こう峰ほうであるＡランクを相手にした時だって、これだけは譲ったことがない。

　Ａ１は一歩引き、相手の間合いの外に出た。しかしアオイは目潰しと逆の手でフックを繰り出しながら一歩踏み出している。精密な間合いのやりとり。

　Ａ１は前傾姿勢。アオイから狙える的は顔面だけだ。左手で横合いから頰ほおを狙うフック……それが、Ａ１の眼前を素通りした。これもまた、囮！

　フックによる体の回転を活いかしたまま、アオイの上半身はＡ１に背を向けた形になる。その時すでに彼女の片足が浮いているのを、Ａ１はどうにか視界の端はしに捉えた。後ろ回し蹴げりが来る。

「──はぁッ！」

　こっち……が本命か！

　Ａ１は直感した。目くらましを使う相手に、背を向けながら攻撃する。合理的だ。だが有効であるがゆえに、それが本命だと読めた。

　まだ十分に間合いはある。アオイがこの位置から狙えるのはやはり顔面のみだ。ならば、対応できる。

　凄すさまじい風圧を乗せて蹴り足が迫せまる。首でも刎はねるかのごとき勢いだ。アオイの体が回転し、徐じよ々じよにこちらを向く。もう少し。もう少し。……今！

〈フラッシュ〉！

　瞬間、閃光。

　背を向けた状態からの攻撃であっても、こちらを見ないことはありえない。蹴りを命中させるその瞬間、必ず視界にＡ１を入れる。

　それは正面から相対しているのに比べればほんの一瞬だが……そのタイミングさえ分かれば良い。

　そしてそのタイミングを見切るための修練を、平田鋭一は積んできた。

「……ッ!?　目が……」

　アオイの蹴りは止まらない。だが既すでに精度を失っている。閃光はピンポイントでアオイの両目を貫つらぬいていた。どれほどの威い力りよくがあったとしても、目をつむったまま放ったような蹴りなら……躱かわすことができる。

　Ａ１はわずかに身を沈しずめた。頭上を重い蹴りが通過する。

　大おお技わざの後。アオイの体勢に隙すきができた。そう、これを待っていた。

　Ａ１は腕を折りたたんだ状態から肩かたと肘の力を爆ばく発はつさせ、掌しよう打だを繰くり出した。身をかがめていたため、今回はそれに膝ひざのばねも加わる。

　腕を伸のばす。掌が、アオイの肩口を貫いた。クリーンヒットの手て応ごたえを感じる。

　心臓は外された。そこは流石さすがと言うべきだろう。だが。

「…………っ!!」

　アオイは呻うめき声をかみ殺す。驚きよう愕がくが隠かくせていない。彼女は覚醒者アウエイクとして目覚めてから初めて……相手の攻撃を受けたのだ。

　彼女はそれでも攻撃の手を止めず、掌打のために伸びきったＡ１の腕を摑つかもうとした。摑みさえすれば、奥おう義ぎひとつで終わりだ──しかしその手もまた、空を切った。Ａ１の姿が消える。

　一瞬の後、アオイの間合いの外。二メートルほど離はなれた位置にＡ１は手をついて出現した。〈ショートワープ〉のスキル。

　やれた。化物じみた動きを誇るアオイからでも、初撃は取れる。

　Ａ１は得意げに掌を向けてみせる。ここは格好をつけても良いところだ。

「たまには目潰しされてみるのも、悪くないだろ？」

　放たれた決めゼリフに、観戦者たちが沸わいた。




　ヒットアンドアウェイ。

　それがデュエル・ルールにおいて鋭一が見み出いだした戦い方だ。

　自分には、確実に初撃を決める力がある。ならば初撃の後、二度・三度と応おう酬しゆうを続けてやる必要はない。

　距きよ離りをとり、仕切り直し、もう一度初撃を決めれば良いのだ。

　それを繰り返せば……理論上、ダメージを受けるのは相手だけの筈はずである。

　そのための鍵かぎとなるのが〈ショートワープ〉。問答無用で距離を取ることのできる強力なスキルだが、発動時に一瞬の硬こう直ちよくが発生するのと、相手に摑まれていると発動しないという弱点がある。

　だから至し近きん距離で確実に発動させるには、相手も硬直している時間を狙うしかない。例えば、こちらの攻撃が決まった瞬しゆん間かん──とか。

　Ａ１は立ち上がり、再び構えた。アオイもまた自然体で立ち、用心深くＡ１を見ている。一瞬たりとも警戒は切らせない。アオイはいつ、突とつ然ぜんのタイミングでアクセルを踏み込んでくるかわからない相手だ。

　相手の呼吸を読む。吸う。吐はく。吸う。吐く。吸う。吐く。吸、

　アオイが動いた。

　呼吸のリズムと関係ないタイミングでの動き出し。間ま違ちがいなく意図的にやっている──

「はは……どういう動きだよ」

　なんという技術だ。アオイは真横にステップしＡ１の視界から消えた。

「さて。どこから来る？」

　Ａ１は構えを維い持じしたまま真後ろに跳とび、間合いをとる。両肘を引いた前傾の構え。界かい隈わいでは「飛蝗バツタ」などと揶や揄ゆされるこの構えにはいくつかの戦術的意図がある。

　正面からこの構えに対する場合、顔面だけが極きよく端たんに狙いやすい形となっているのだ。逆に手足は後ろに引っ込んでいる形のため、四し肢しは狙いづらい。

　この構えは足元が無防備になるが、ローキックなどを決めようとするとかなり近づく必要がある。だがそこは既に、Ａ１の掌打の圏けん内ないである。

　視界の端で、リボンがなびいた。

　──アオイのコスチュームがちらついている。Ａ１はそちらに向き直る。次の瞬間には、顔面に向けて回し蹴りが迫っていた。

　Ａ１が止まる。蹴り足が鼻先を通過する。相手の狙いを顔面に絞しぼってしまえば、見切りは容易になる。……かなり、度胸は要いるが。

　蹴り足を下ろして大地を踏み、アオイは接近しながら再びの目潰しを繰り出す。

「──今！」

　Ａ１が閃光を放つ。同時に、彼は自らの眼前を横切るようなコンパクトな掌打を出した。瞬速の掌が、アオイが攻撃のために出していた右手を打ち抜ぬく。

　そのまま繫つなぐように〈ショートワープ〉を発動。後方へ距離を取る。

「どうだ？　これが二度目の……初撃だ」

　完全にパターンに入った。思った以上に形になっている。

　これならば──とＡ１は手応えを感じ、みたび構えを取った。

　アオイの姿がない。

　背筋を悪お寒かんが駆かけた。この構えは、横や後ろからの攻撃には対処できない。

　だから間合いには常に注意を払はらい、相手を視界に収めておく必要があるのだ。アオイが地を蹴る音を探す。……真横。右だ。

　アオイのアバターのカード構成はスピード１、パワー１、テクニック１。対するＡ１はスピードに３。速度ならばこちらに分がある。

　右へ向き直る。〈フラッシュ〉発動。みたび、閃光。

　アオイは構わず、Ａ１の顎あごを狙う前蹴りを放つ。Ａ１はわずかに下がる。蹴り足が空から振ぶり、上に突き抜ける。

　Ａ１はここで前進に転じ、反撃の掌打を──違う！

　ギリギリで前進をやめたＡ１の目の前を、もう一度蹴り足が、下から上へと通り過ぎていった。アオイは前蹴りの後、軸じく足あしでも地を蹴ってバク転しながら、二連続の攻撃を出したのだ。

　ぞわり。

　鳥とり肌はだが立った。鼻先を、彼女の爪つま先さきが掠かすっていく。ダメージにこそならないが、Ａ１は掌打を出せないまま先に相手に触ふれられた。初めてのことだった。

　やはり……アオイは、一色葵は凄まじい。

　目を見開く。緊きん張ちよう感に肌はだがビリビリと震ふるえる。

　ふと、Ａ１は自らの頰に水すい滴てきがついているのに気が付いた。プラネットのリアルな再現性は、アバターに汗あせすら流させる。

　自分では汗をかいているつもりはなかったが──

　アオイがバク転から着地する。彼女は再び立ち上がり、顔を上げた。

「…………えっ」

　鋭一はぎょっとした。思わず声までも出た。

　アオイは瞳ひとみを潤うるませ、目め尻じりからこぼれそうな程ほどの涙なみだを溜ためていた。

　彼女は地を蹴り、真横に跳んだ。Ａ１は慌あわてて構えを取る。

　次はどこから来る？　どうやって来る？

　音で相手の動きを探さぐろうとするＡ１の耳に……あろうことか、声が届いた。

「…………鋭一」

　若じやつ干かん震えて、かすれた少女の声。

　今度は左からだ。アオイは一度離れ、助走をつけてからの飛び蹴りを繰り出す。

　Ａ１は手を抜かず〈フラッシュ〉。

　閃光の中から、迫る蹴りとともに、声が続く。

「楽しい……」

「葵？」

　掌打でアオイの蹴りを横から打ち、狙ねらいをずらす。

「どうしよう……わたし、今、楽しいよ…………！」

　彼女は目に見えて、泣き顔になっていた。あふれ出る感情を抑おさえきれていない。

　Ａ１は〈ショートワープ〉を使おうとした。その前に、二本目の足が彼の腕うでを蹴った。重い衝しよう撃げきに腕が痺しびれる。

「ぐ……ッ？　強っ……」

　そのままアオイは地面に落ちたが、間かん髪ぱつ入れずに手をつき、足元すれすれを刈かるような足払いを出す。ワープを使う暇ひまは与あたえられない。Ａ１は短く跳んでかわす。そのまま、攻せめるアオイと避よけるＡ１という形で戦いは続く。

「凄すごい、どうしよう、楽しい、楽しい……！」

　凄まじい連続攻こう撃げきをかわす。そのたびにアオイの目から、涙が散る。

　ああ、ああ。

　鋭一にはその気持ちが伝わった。

　戦うというのは本来、大変な快楽の伴ともなう行こう為いだ。持てる力を尽つくし、互たがいの全ぜん霊れいをぶつけ合い……敵を倒たおす。そこには根源的な興奮と悦よろこびがある。

　もちろん日常でそれは許されない。だがＶＲでなら、できる。




　目の前に倒すべき敵、倒してもいい敵がいる。

　それは全力で「ぶっ殺し」ても構わない相手だ。

　ここには痛みも怪け我がもない。

　ここでなら、人はどこまでも獰どう猛もうになれる。電気のヒモに対してシャドーボクシングするくらいの気軽さで、人を殴なぐれる時代がやってきた。

〝プラネット〟は、戦いのメリットだけを人々に与えたのだ。




　一色葵はいま、戦いを心から楽しんでいる──!!




　アオイは右、正せい拳けん。Ａ１はかわす。

　続けて左、中段の回し蹴げり。Ａ１は腕でガード。

　アオイは片足立ちのまま、もう一度左足を下段へ。

　連続蹴り。ローが入った。

「うおっ、ぐっ、ちッくしょう……！」

　アオイは嵐あらしのような連撃を繰くり出し続ける。思うがままに、全力で体を動かした。攻撃を一発当てるごとに、突つき抜けるような快感が身を貫つらぬく。

　一ひと筋すじ縄なわではいかない、鋭一のような相手。

　出会ったことのない戦法。それを崩くずした時の達成感。

　覚えただけで使うことを許されなかった技わざを、全力で振ふるうということ。

　そしてその全力に、応こたえてくれる相手がいるということ！

　全てが葵にとって鮮せん烈れつで、世界が開けたような感覚だった。喜びが体中に満ちていく。我が慢まんできない。

　容よう赦しやのない打撃の渦うず。一撃一撃が重い。Ａ１のＨＰが、ガリガリと削けずられていく。

　攻撃を受けるたび、アオイの顔が目に入る。

「ははっ……葵、このやろう……」

　Ａ１は歯を食いしばって笑った。

「そんな顔も……できるんじゃねぇか…………!!」

　とてつもない連続攻撃を繰り出すアオイの表情は、輝かがやかんばかりの笑え顔がお──！

　鋭一は胸の奥に疼うずきを覚える。久しく忘れていた感情を呼び起こされる感覚だ。死し闘とうの中、爽さわやかですらある笑顔。それは今まで見た中でも、最も魅み力りよく的な表情に思えた。なんて良い顔をするのだろう。ゲームに招待した人間としては、これ以上ない喜びだ。

　得意のスタイルは破られた。ここからＡ１が勝つのはもはや難しいだろう。

　だが、それも良いのかもしれない。彼女にこんなに喜んでもらえるのなら──




　……本当に？




「──違う。違うだろ」

　流れを受け入れようとした刹せつ那な。鋭一の中に火種が生じた。

　目の前に素す晴ばらしいファイターがいる。身み震ぶるいするほど強い戦士がいる。

　この強きよう者しやと、もっと拳こぶしを交かわしたい。自分の技をぶつけたい。

　そして、この相手に……勝ちたい！

　もはやクレバーに勝敗を計算するプロの冷静さはそこにはなく、ゲームを始めた頃ころのような、沸わき上がる原始的な戦意だけが残った。

　Ａ１は再びサドンデスの構えをとり、地を蹴った。

「葵！　まだ……終わりじゃねぇぞ！」

「！　うん……！　鋭一。もっと……もっと遊ぼう！」

　葵は鋭一という強者を求め。

　鋭一は葵という強者を求める。

　今や二人の感情は一いつ致ちし、爆ばく発はつしそうに膨ふくらんだ気持ちは、技として激げき突とつした。

　アオイがハイキックを放つ。スラリと伸のびた脚あし、全身にみなぎる躍やく動どう感、そして……表情。一枚の絵画のように美しい姿だった。

　Ａ１は反撃に転じるべく、その蹴り足を掌しよう打だで横から打ち、方向を変える。

　しかしアオイは弾はじかれた脚を戻もどしながら腕を伸ばし、Ａ１の手首を摑つかんだ。

　彼女には墨ぼく式しき『正とどめ』がある。摑みさえすれば出せる必殺の奥おう義ぎが！　確実に相手を死に至らしめる同時多重攻撃をアオイは繰り出そうとし……

　衝撃を感じて目を見開いた。

「!!」

「やっぱ、特訓はしとくもんだな。見切り。カウンター。それだけは欠かしたことはないんだ……プロだからさ」

　左胸。心臓の位置に、Ａ１の掌底がめり込んでいる。

　アオイが摑んでから、技を出すまでのコンマ数秒に勝負は分かれた。

　常人であれば捉とらえられる筈はずもない、アオイの動きの隙すき間ま。一いつ瞬しゆんにすら満たぬその時間にＡ１は動くことができた。スピードに三枚のカードを割り振ったアバター構築と、サドンデスで鍛きたえた一瞬の見切り。何より最後まで勝負を捨てなかった戦意が、それを可能にした。

「できた。俺にも……。少なくとも、今回は」

　プロゲーマー・平田鋭一は、いまこの瞬間、紙かみ一ひと重えだけ。

　暗殺者・一色葵を上回ったのだ。

「俺の勝ちだ」

　アオイは信じられないものを見るように自らの胸むな元もとを確かく認にんした。間ま違ちがいなく心臓に打撃を受けている。致ち命めい傷しようを受けたことを彼女は悟さとった。そして……

「……鋭一」

　アオイは目を細め、恍こう惚こつとした表情を浮うかべた。

　この戦いの相手に、強く伝えたいことがあった。涙を流して喜びながら、彼女は感謝した。

「ありがとう」

「……ああ。こちらこそ」
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　Ａ１もそれに、笑顔で応えた。どうやら、勝敗は決まった。

　黒くろ猫ねこのＨＰが０になる。

　それと同時に、攻撃を受けたアバターは爆発した。





　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　Ａ１］






　　　　　　　＊＊＊




「勝……てた……！」

　鋭一はゆっくりとゴーグルを外し、勝敗の表示されたディスプレイを確かめる。

　狙っていたわけではなかった。作戦通りに勝ったわけでもない。Ａ１の戦法は破られ、形勢有利だったのはアオイだ。

　だが……それでも、あの瞬間。少なくとも最後の交こう錯さくでは、Ａ１が上回った。

　鋭一は知っている。完全な偶ぐう然ぜんでそんなことは起きない。最後の最後に一撃入れられたのは、それに足るだけの実力を自分が持っていたということなのだ。

「……そうか。俺も、やれるんだな……」

　感かん慨がい深ぶかげに、鋭一は呟つぶやいた。……と。

「……鋭一！」

　声がした。振り向くと、息のかかるような間近にゴーグルを脱ぬいだ葵がいた。こんな時ですら全く気配がなかった。鋭一は避けられず、背中から彼女に抱だき着かれる。

「あ……葵!?」

「楽しかった……わたし、楽しかった！」

「そっか……良かった」

　葵の目め尻じりには涙なみだの跡あとが見えた。試合中の興奮がまだ収まっていないようだった。

　背中に覆おおいかぶされながら、鋭一は思い返した。試合中、泣きながら戦いを楽しむ葵に対して、戦意を滾たぎらせたこと。

　きっと、この試合は、自分にとっても──。鋭一はひそかに拳を握にぎった。

「いや、凄い試合だったね……あたしちょっと、感動しちゃったよ」

　そこへ、珠姫が近づいてきた。彼女もまた驚おどろき、嘆たん息そくしている。

「何だよ鋭ちゃん。渋しぶってたわりに、やるじゃん」

　彼女は得意げにウインクし、親指を立てた。

「この大反はん響きようを見なよ。平田プロはもうちょっと──自分の力を、信じてもいいんじゃないのかな？」

　珠姫が示したのは観戦席のコメント欄らんだ。凄すごい勢いで、感想が流れていく。

『おっ……惜おしかったなー！』『ゴースト・キャット、動きヤバくね？　何のスキル？』

『でもＡ１、あそこで決められるんだな』『Ａ１は元々見切りがヤバい』

「ああ……そうかもな」

　鋭一は感慨深げに頷うなずいた。そしてふと、気づく。

「もしかして社長、初めから──？」

「さあねー。ま、どっちに転がってもメリットのある試合だったってことよ」

　彼女は計画通りとばかりに、立派な胸を張った。

「ともあれ！　ここまで注目されれば、十分噂うわさになるっしょ──というわけで、葵ちゃん」

「？」

　珠姫は鋭一にくっついている葵に、宣言した。

「合格です。今日からあたしは、葵ちゃんのスポンサーだ」

「スポンサー？」

　最初、葵は意味がわからないというように首を傾かたむけたが、

「つまり……これからもゲームがんばってね、ってこと。鋭ちゃんと一いつ緒しよにね」

　と珠姫が言うと、

「──うん！」

　どこに反応したのか嬉うれしそうに、こくりと頷いた。




　帰り道。

　ほとんど陽ひの落ちた街中を、鋭一と葵は並んで歩いた。

　珠姫は別の商談があると言って、一足先に街へ消えていた。あるいは、彼女なりに空気を読んだのかもしれない。

　特に会話はなかったが、葵の足取りは来るときよりも軽かろやかに見えた。普ふ段だん「幽ゆう霊れい」な彼女がこれだけ浮き足立っているというのは、相当に機き嫌げんが良いのだろう。

　駅が近づく。駅前まで行ったらお別れだ。鋭一は徒歩で、葵は電車で帰ることになる。

　今日の出来事を思い出す。思えば長い一日だった。朝の待ち伏ぶせ。学食で立ち尽つくす葵。殺人的リズムゲーム。苗みよう字じを呼ぶたびに襲おそい来る目め潰つぶし。そして……ＶＲの中で見た、あの笑顔。

　相当にエキセントリックな女の子だ。それは間違いない。だが鋭一にとって、葵はもはや全く他人という気がしなかった。

　そう。一緒にゲームをするのは、仲良くなる最高の手段なのだ。

「鋭一」

　改札の前で、葵はくるりと振ふり返った。そして、どこか寂さびしそうに言った。

「わたし、今日、とっても楽しかった。もっと……もっと、遊びたい」

「うん。ホント、良かったよ」

「だから──」

　地平線にわずかに残る夕日が、涙の跡が残る顔を照らす。わずかな風が葵の髪かみをなびかせる。葵が、言葉を続ける。

「明日あしたもまた、遊んでくれる？」

　鋭一はどきりとした。彼女の表情は、ただ遊びに誘さそっているとは思えないほど、何か切実なものをたたえていた。

「……もちろん」

「ほんと？」

　葵の顔がぱっと明るくなる。そんな顔をされると、鋭一としても嬉しくなってしまう。もちろん、明日も遊ぶ。鋭一だって、そうしたい。

「ああ。じゃあ……また明日な」

「うん。また、明日」

　葵は名残なごり惜しそうにばいばい、と手を振った。鋭一も手を振り返す。そしてゆっくり歩いて、その場を立ち去っていった。

「…………」

　残された葵は胸に両手を当てて立ち尽くす。そのまま、指をもぞもぞと動かした。胸の中心あたりに、何かあたたかくて、くすぐったいモノを感じる。初めて知る感覚だった。これは、何だろう。

「遊ぶ。明日も……鋭一と遊べる」

　葵は口の中で繰くり返しながら、しばらくそうしていた。
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　それから鋭えい一いちと葵あおいは、毎日一緒に過ごしている。

　学校でも行動を共にし、そして放課後は……ＶＲ個室に寄って「プラネット」。このパターンはすっかりお馴な染じみになっていた。

　女の子と連日個室に籠こもっていると言えば、相当にいかがわしく聞こえることだろう。カオリさんにも毎日からかわれる。

　……いや実際、葵は時折かなり無防備なところを見せる。ましてそれが「こいびと」なのだ。何らかの間違いが起こっても不思議ではない。

　が、実際にそこで行われているのは……

「わたしは鋭一と遊びたい」

　葵が身を乗り出して鋭一に迫せまる。あどけない瞳ひとみ。揺ゆれる髪。あたたかな吐と息いき。

　しかし彼女が遊ぶ、ということは。それはつまり。

　鋭一は改めて確かく認にんした。

「でも、それってさあ──」

「？」

「俺の首を、折るってことだろ？」

「うん」

　ということであった。

　その様子がまた嬉しそうなので、鋭一としても断れないのだが……。

　しかし、スパーリングのような身内の対戦を繰り返すだけ、というのも鋭一にとっては不本意ではある。葵には是ぜ非ひとも「上」を目指してもらいたいのだ。そのためには、もっと覚えてほしいことがあった。

「そうだ葵。そろそろ、スキル使ってみないか？」

　ある日鋭一は、そう切り出して葵を誘った。

　二人はゴーグルを被かぶる。アバター「Ａ１」とアバター「アオイ」が、連れ立って練習ステージに降り立った。

〈フラッシュ〉〈ショートワープ〉〈空くう歩ほ〉〈武具〉……プラネットには実に多種多様なスキルが存在する。プレイヤーの個性が最も出る部分であり、このゲームの最大の醍だい醐ご味みである。

　のだが……

「えい」

　アオイが拳こぶしを前に突つき出す。まともに入れば一いち撃げきで骨も砕くだいてしまう強きよう烈れつな正せい拳けんだ。前方の空間を貫つらぬいたアオイの腕うではそこで止まらず、二の腕と肘ひじ先がニョキニョキと伸のび、そのうち勢いを失って、最終的にはボトッ、と地面に落ちた。

「……腕がへんな感じ」

　アオイは不服そうに首を倒たおした。頭の猫ねこ耳もどこかしおれている。

「う──ん、〈伸しん縮しゆく腕〉も難しかったかあ」

　意外にも、アオイはスキルが上う手まく使えなかった。彼女は生身の肉体での格かく闘とうに慣れ過ぎているため、そこに特とく殊しゆなスキルを混ぜ込むのは邪じや魔まになるケースも多いようだ。

　現実にない現象を引き起こせるのはスキルの強みだが、それだけに使いこなすにはコツがいる。

　他のものもいくつか試ためしたが、すぐに使えそうなスキルは無さそうだった。せめて何か一つくらいないものか……。鋭一が考え込んでいると、

「……鋭一……」

　困ったような声が聞こえた。振り向くとそこには、〈球体関節〉の多重発動で四し肢しがこんがらがり、壊こわれた人形のように倒れているアオイの姿があった。

「からまった……助けて」

「なるほど」

　鋭一は納なつ得とくした。

「スキルは、また今度にしよう」




　鋭一はコーラの入ったグラス片手に個室へ戻もどる。この施し設せつはドリンクバーつきだ。

　二人はゴーグルを外して休きゆう憩けい時間にしていた。鋭一は葵の隣となりに座り、コーラを三分の一ほど飲んでからテーブルに置く。

「しかしスキルが使えないのはちょっともったいないなあ。漫まん画がみたいな技わざだって使えるし、結構楽しいんだぜ」

「……わたしには墨ぼく式しきがある」

　葵はソファの端はしにちょこんと座り、ストローでアイス緑茶を啜すすりながら答えた。確かに「漫画みたいな技を使う」ことにかけて、ある意味で葵以上はいないのかもしれない。

「うーん、でも〈空歩〉を使えば『龍りゆう旋せん嵐らん』だってできると思えば……」

「龍旋嵐」

　なおも惜おしみつつ、漫画で見た技名を口に出した鋭一に、葵はぴくりと反応した。

「あ、ゴメン。龍旋嵐っていうのは……」

「シュラのわざだ」

　慌あわてて解説しようとした鋭一は驚おどろいた。葵の口から、知っているキャラクターの名前が出てきたからだ。

「おっ。わかるの!?」

「うん。阿あ修しゆ羅らの拳けん。おもしろい」

　葵はうなずいた。聞くと、葵は結構漫画を読むようだ。ジャンルも格闘ものから少女漫画まで幅はば広ひろい。確かに彼女は会話の中で時折漫画を引き合いに出していたし、「アオイ」のコスチュームデザインもそのあたりの影えい響きようからきているのかもしれない。

「いいよなー、アシュケン（阿修羅の拳の略りやく称しよう）。俺も好きだぜ。アグニス戦とか超ちようアツイよな」

「アグニス。強かった」

　阿修羅の拳は青年誌で人気を博した格闘漫画だ。アグニスはトーナメント準決勝の相手で、立ち技を極きわめた打撃ファイターとして登場し、主人公シュラと激げき闘とうを演じた。

　鋭一はまた少しテンションが上がった。女の子と好きな漫画の話ができる日が来るなどとは思ってもいなかった。

　だが、その後に続いた会話は少し鋭一の予想を超こえていた。

「だよな！　アグニスはやっぱ地力が頭ひとつ違ちがうっていうか」

「でも、わたしが勝った」

「……ん？」

　漫画の感想ではあまり聞かない台詞せりふに、鋭一は疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。

「試合の最初のほうの動きは隙すきがあった。崩くずせる」

「なになにどういうこと？」

「それで、わたしが勝った」

「ま……まさか。イメトレとかしたってこと？　漫画の相手と？」

「わりとよくやる」

　葵は至し極ごく真ま面じ目めに言い切った。どうやら本気らしい。

　鋭一はいやいや、と訝いぶかしむ。いくら葵とはいえ、あの世界レベルの、しかも現実離ばなれした漫画の中のファイター相手に？

「おいおい、アグニスに勝ったってのは頂けないぜ。どうやったんだよ。だって、まずアグニスが先手でこう行くだろ」

　鋭一は漫画の試合展開をなぞるように、ゆっくりと右でジャブの動きをした。

　すると葵はそれに応こたえてソファから腰こしを浮かし、漫画の通りに後ろに引いて間合いを外した。

「そうそう、でもそれは読まれてたワケじゃん。その時既すでにアグニスは踏ふみ込んでて」

　言いながら鋭一も立ち、葵を追う形で一歩踏み込みながら左フックの動きをした。主人公シュラはこれを避よけきれずに開幕から一撃をもらっている。

　葵も左フックを甘んじて受けたが……しかし彼女は殴なぐられつつも相手の左腕を自らの両手で摑つかんで引き、さらに足を前に出して鋭一の踏み込んでいた左足を刈かった。

　自ら仰あお向むきに倒れ込むことで相手の力を殺しつつ体勢を崩す。そして、両りよう脚あしで鋭一の首を挟はさみ込みながら左腕をがっちりとらえて伸ばし、関節を極きめた。

「えっ……うおっ。マジかこれ動けねえ！」

　鮮あざやかな一連の流れに鋭一は抵てい抗こうすらできなかった。鋭一が葵に覆おおいかぶさっている形だが、姿勢を支配しているのは葵のほうだ。

「どう。わたしの勝ち」

「わ……わかったギブギブ！」

　葵は得意げにふふんと言った。

　このままでは本当に関節を痛めかねない。鋭一はタップしようと空いた右手を上げ……そして、相手の体を叩たたこうとして固まった。

　鋭一の体をとらえているのは、目の前のスカートの中からスラリと伸びた真っ白な両脚だ。頰ほおに感じている温かさが、葵の太ももの温度であることに気づいて鋭一は動けなくなった。そこをタップする勇気は鋭一にはない。

　もはやギブアップすら封ふうじられた……なんという恐おそろしい技だろうか！

「…………？」

　ギブと言いつつ片手を上げた鋭一がいつまでたってもタップしないので、葵は不思議に思い、わずかに身を起こして鋭一の顔を覗のぞき込んだ。

　そこで彼女が見たのは、自分の太ももに顔を密着した状態で困こん惑わくしている鋭一だった。

「…………えっ、えいいち」

　それに気づいた瞬しゆん間かん、葵は赤面した。

　そして二人して固まって、動けなくなってしまった。

「あ……葵？　ご、ごめん、技を……」

「わっ、ど、どうしよう」

　なんとか技を外してもらおうと声をかける鋭一。だがなぜか葵は混乱したようにもたついている。そうしてどうにもならないまま時間が流れた。

　それが、鋭一にとって最大の不幸を引き起こすことになった。

　──ガチャリ。

　最悪のタイミングでその音は鳴った。個室のドアが開く音だ。

「やあ諸君、今日もやってるかね──？」

　入ってきたのは最も上がみ珠たま姫きだった。

　そこで彼女は「葵を押し倒して大おお股また開きさせている鋭一の姿」を発見し、即そく座ざに固まった。

「…………ほう。ヤってるね」

　どのような勘かん違ちがいをされたのか、鋭一は一瞬で理解した。

　珠姫はいつもの余よ裕ゆうたっぷりな表情と比べると、眉まゆをひそめ、口の端はしをひきつらせている。ドン引きであった。

「……どうする？　店長呼ぶ？」

「お願いしますやめてください」

　スマホを取り出す珠姫に、鋭一はそれだけ言うのがやっとだった。
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「……平ひら田たプロ。イチャイチャすんのが目的なら、即そつ刻こくやめてもらいたいんですけどおー？」

　珠姫は蔑さげすむような目で鋭一を見ながら、ソファで脚を組んだ。本来この部屋にソファは一つしかないのだが、金を出して店長にもう一つ追加させたらしい。

「いっ、イチャイチャなんかしてねえよ。戦いのシミュレーションだから。なあ葵？」

「…………」

　葵は鋭一のとなりで放心したようにぼーっとしており、鋭一と一いつ緒しよに説明してくれない。

「シミュレーションってキミ、いったいどんな戦いをするつもりなのよ……」

　珠姫が呆あきれたように頰ほお杖づえをつくのと同時。

「……あっ」

　何かを思い出したように葵が立ち上がり、トテトテと珠姫に近づいた。

「ん？　どした？　やっぱセクハラ訴そ訟しようとかする？　弁護士紹しよう介かいする？」

　珠姫が反応して顔を上げると、葵はスカートのポケットに手を突つっ込んで掌てのひら大の物体を取り出し、珠姫に手て渡わたした。

　袋ふくろ入りの煎せん餅べいだった。今日は海の苔りが巻かれている。

「……あげる」

「えっ」

　もしかして、彼女なりに許してもらおうとしているのだろうか。それがどうにも面おも白しろくて、珠姫は毒気が抜ぬかれてしまった。彼女は調子を狂くるわされた、とでもいうように息を吐はき、

「葵ちゃん。あたし、モノで釣つられるほど安い女じゃないんだけど──」

「……もらってくれない？」

　葵は小さく呟つぶやきながら首を傾かたむける。

　珠姫はそんな葵の頭をポンと叩いて、ついでに煎餅を受け取った。

「釣られるならモノよりヒトだよね。お菓か子しについてきた、可愛かわいい女の子のほうに釣られてあげよう」

「よかった」

　葵は安あん堵どしたように首を戻した。そして、

「鋭一のことも、許してあげてくれる？」

　と言った。そこで珠姫は耐たえられなくなった。

「あははははは、マジか葵ちゃん！　うわあ。鋭ちゃんの野や郎ろう、良い嫁よめ持ったなあ。なんかムカついてきたわ」

　彼女は面白そうに手を叩き、背もたれに背を預けた。

「まー、マジメにゲームやってくれりゃいいのよ、要はね。二人とも、これからウチの会社を背負ってもらうワケなんだからさー」

「はあ」

　とりあえず許してはもらえたようで鋭一は安堵した。というか、初めから咎とがめる気などなかったのだろう。珠姫は鋭一を翻ほん弄ろうするのを好むところがある。

「今日は、これからのプランを話そうと思って来たんだよね」

　珠姫は長い脚を組み替かえた。この仕草に、何人もの取引先がノックアウトされてきたと言われている。

「鋭ちゃんはとっくにＢランクだしさあ。葵ちゃんも、下位レベルの連中じゃ相手にならないと思うんだよね。こないだの試合でせっかく名前も売れたことだし、もっと今のうちから名のある実力者と当ててあげようと思って」

　なるほど、と鋭一は得心した。葵の訓練にもなるし、実力者を倒たおせれば売名にもなる。名前が売れれば、さらなる大物との対戦が望めるようになってくる。

　そして格上に連勝すればポイントが大量に獲かく得とくでき、自然とランキングも上がっていくだろう。珠姫は財力と人脈を使って、そのためのマッチメイクをしようというのだ。

「アカリちゃん、悪あく童どう、山やま本もとさん……何人か候補はいるんだけどね。誰だれからオファーするかね」

　珠姫が挙げた名は、鋭一も知っていた。Ｂランクで頭角を現してきた、将来有望と目されている覚醒者アウエイクたちだ。過去の鋭一ならば勝てる気はあまりしなかったが、新たなスタイルを練習した今ならばどうだろうか。

　珠姫は連れん絡らく先を検けん索さくしようとスマホを取り出した。その時だった。

　ちょうど、彼女のスマホが鳴動した。メールが着信したようだった。

「ん？」

　珠姫はロックを解除し、着信したメールにさっと目を通す。

「なんじゃこりゃ」

「どうした？」

　珠姫のリアクションが気になり、鋭一もスマホを覗き込む。そこには簡素な文面で、こう書かれていた。

『今日の放送の最後に面白い発表をする。貴女あなたには是ぜ非ひ視し聴ちようしてほしい。あと、もし連絡が取れるなら彼にも伝えてくれないだろうか……Ａ１くんにもね』

「お、俺？」

　いきなり名指しされ、鋭一は驚おどろいた。いったい誰が自分を指名など？　視線を移し、メールの差出人を確認する。送信者は、鋭一も大いに聞いたことのある名前だった。

　──百もも道ち。

　プラネット界かい隈わいで知らぬ者はない、有名配信者。
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　覚醒者アウエイク、百道の生放送「１００ｃｈヒヤクチヤン．」はランキング戦の生配信としてかなり人気のある番組だ。

　毎回趣しゆ向こうをこらしたテーマに、軽けい妙みようなトーク。最新のスキル情報をいち早く伝えたりすることもある。また本人の実力も一線級で、Ａランク予備軍と言われるトップ１００に食い込んだこともあるくらいだ。

　放送は基本的に毎週行われ、鋭一もよく視聴している。鋭一にとって百道は、ある種憧あこがれの存在とすら言えるだろう。

「へえ、面白いじゃん。どれどれ」

　珠姫は機器のスイッチを入れた。ちょうどＶＲ個室にいるため、ここの設備があれば三人で放送を視聴できる。

　少し待つと画面が切り替わり……番組が、始まった。

「さて、それじゃあ今回のテーマなんですけども──これ！　『テクニック３振ぶりでどこまで行けるのか』！　結構みんな興味あるんじゃないのかな～～」

　軽快なナレーションが始まる。今日は通常通り、ランキング戦に挑いどむ内容のようだ。

　画面では広場ロビーを背景に、中央に百道が立って喋しやべっている。周囲には物好きな観客が人だかりを作っていた。

　プラネットの生配信は、ゲーム内の自分の姿をそのまま写す仕組みになっている。特別にブースを設けるわけでもなく、ほとんどテレビの公開生放送に近い。その分特別な準備は必要なく、ゲームに登録した覚醒者アウエイクならば誰でもお手軽に配信を開始できる。

　百道は派手な顔面ペイントを施ほどこした、ピエロのような姿のアバターだった。

　百道というプレイヤーには一つ、他にない特色がある。アバターを毎日、気分で変えるのだ。見た目も、カードも、スキルも。

「というわけで今日は、こんなん用意してみました。スキル〈武具：バランスボール〉！」

　画面の中の赤茶けた大地で、アバターが巨きよ大だいなボールを掲かかげた。戦せん闘とう前パートの放送は、そのまま広場で行われている。

「この、道具系だと全部〈武具〉ってスキル名になっちゃうの、どうなのかなって前から思ってるんですけど。運営さん、これ聞いてたら一考してくれませんかねー？」

　相変わらずのトークで、運営をチクリと刺さす。実際に運営にも聞いている人間がいるらしい……という噂うわさもある。

「……ちょい脱だつ線せんしたか。とにかくね、このボールに乗って戦います。ボヨンボヨン不規則に弾はずむボールの上から攻こう撃げきする！　テクニック全振りならこんなこともできちゃうんだよね。相手の意表をつくのは戦いの基本だし、意外と戦えるんじゃないかな？」

　彼（彼女？）はこんな突とつ飛ぴな戦法でも、思いついてすぐ実じつ践せんできる。なぜか？

　簡単である。あらゆる動きをこなせるだけの、優すぐれた格闘センスを持っているからだ。

「そういうコンセプトなんで、アバターのデザインはピエロにしてみました。『ハッハー！　ようこそ！　今日はキミを夢の世界へ招待するよ！』……うん、ロールはこんな感じかな」

　さらには、演技力もある。戦場において、常にアバターになりきって会話することから性別不明とすら言われている。生放送での本人の声質も中性的で、謎なぞの多い人物でもある。

「じゃあ早さつ速そくランキング戦いってみましょう！　今日はＢランク、４２２０Ｐからスタートで～す」

　そうして、この日の狂ったピエロの挑ちよう戦せんが始まった。

「初戦突とつ破ぱ～！　ボールの上でズッコケてるだけに見えても計算通りだったりするんだよね！　これで蹴けりが決まると爽そう快かいだな～～」

「あっ、惜おしい！　やっぱパワー０だと重い一撃は出せないんで、手数で攻せめるしかなくなりますね。うーん困ったぞ」

「うおっコノヤロウ！　今の相手、視聴者だろ！　ボールの方狙ねらわれたら台無しでしょうが！」

「ぐえー！　血迷ってボールをぶつけてみましたが、まあ当然ダメージとかないですね！　そしてボールを失うと割と何もできない！」

「あー！　あの、ちょっとわかってきたんですけど！」

「……これ！　弱いですね！」

　画面を眺ながめ、鋭一と珠姫は啞あ然ぜんとした。

「こ、これは……」

　鋭一が呟き、二人は顔を見合わせた。互たがいの認にん識しきは一いつ致ちしていた。

「「ダメな時の百道じゃね──か!!」」

　有名な話だが、百道の放送にはたまに「ハズレ回」がある。アバター構成が気まぐれなため、勝てない時はとことん勝てないのだ。

　叫さけぶ二人の横で、葵はこてん、と首を横に倒した。

「鋭一……？　この人は、強い……強いのに、弱い……？　あれ？」

　葵に問われ、鋭一はほう、と息を漏もらした。流石さすがは葵。身のこなしから、百道本人が強いであろうことは見み抜ぬいているのだ。それなのにマヌケな負け方をしているので、困こん惑わくしているようだが……。

「えーと、そうだな……」

　どう解説したものかと鋭一が困っていると……

「い……いかんいかん！　ちょっとタンマ、一回中止！　カメラ止めろ！　──ってカメラも自分だったわ」

「いやー今日は、諸事情あってカッコ良いとこ見せておきたかったんだけどなー。ちょっとこのまま終わるわけにはなー」

「……よし」

「延長戦します！　何がテクニック３振りじゃ！　スピード１、パワー２に変へん更こう！　ここからが真のバランスボール道じゃ!!」

　放送はまだ続いていた。百道は当初のコンセプトをガン無視し、見た目だけが同じピエロアバターを再び戦場に投入した。

　そして……怒いかれるピエロの逆ぎやく襲しゆうが幕を開ける。

「さあ、夢の世界の始まりだよ！　オラー!!」

　試合開始と同時。狂くるったピエロはいきなりボールを投げつけた。当然、ダメージはない。しかし、突とつ然ぜんのことに相手は混乱している。視界を塞ふさぐ目くらましとして機能しているのだ。

　その混乱に乗じて駆かけ寄ったピエロは、ボールに向かって派手なドロップキックを見み舞まった。ボールが反発し、密着していた敵アバターが大きく跳はね飛ばされる！

　普ふ通つうに跳び蹴げりを受けただけであれば、ここまで吹ふき飛ばされることはない。意外なことの連続に起き上がりが遅おくれた相手に、ピエロが襲おそいかかった。

「ハハーッ！」

　甲かん高だかい声をあげ急きゆう襲しゆうするピエロ！　ほとんどホラー映画だ。

　雰ふん囲い気きで押し切り、完全に試合を掌しよう握あくした百道は、そのまま格闘戦を開始した。

　鋭するどいジャブで牽けん制せいしつつ、敵の苦し紛まぎれの反撃は全すべてかわす。

　隙すきをついて相手の足を刈かり、マウントを取る。

　……地力が、違ちがう。奪うばったリードを守り切る、確実な試合運びだ。この百道という覚醒者アウエイクは、シンプルに格闘戦をしても大たい抵ていの相手には勝てる。それだけの実力がある。

　しかし、始めから格闘に徹てつすることはしない。それはなぜか？

　百道はただ勝ち星を欲ほつしているのではない。

　視聴者をいかに笑わせ、驚かせるか。それだけがこのゲーマーにとっての正義なのだ。

　ピエロはバランスボールを叩たたきつけて止とどめを刺そうとし、結局それではダメージが足りず、最終的にヘッドバットで敵のＨＰをゼロにした。

　これだけ遊んでいるのに、余よ裕ゆうを持って勝つ。数段上の実力がなければ出来ない事だ。

「……鋭一」

　試合を観みた葵が、鋭一の服の裾すそを摑つかんだ。表情はすっかり真しん剣けんなものに戻もどっている。

「ああ、そうだよ。この人は……とっても、強いんだ」

　鋭一は画面から目を離はなさずに答えた。

　百道はこの後も調子を落とさず、十連勝してランキング戦を終えた。強きよう者しやひしめくＢランクで、負けを挟はさまずに十連勝。そうそうできることではない。

「さて……この後、何があるんだろね？」

　珠姫が言った。そう、先ほどのメールによれば、本題はこの後だ。

　試合が終わると、番組はトークパートに戻る。画面は広場を写し出した。

　広場にはギャラリーが人だかりを作っていた。ここはいわばゲーム内の公共スペースだ。観衆も好き放題に出入りできる。彼らは百道の登場を待ち、思い思いに騒さわいでいた。

　するとそこへ、ＢＧＭが鳴り始める。




　Ｄｏｍ　Ｄｏｍ　Ｄｏｍ　Ｄｏｍ……




　均一なリズムで、圧のあるベース音だ。

　そして画面中央に向けてゆっくりと入場してくる影かげがあった。当然、百道だ。

　いや、百道……なのだろう。おそらく。

　これを先ほどのピエロと同一人物だと判断するのはなかなか難しい。何しろその姿は頭にキャップ、上半身にタンクトップ。百道は短時間でアバターをカスタマイズし……ラジカセを背負った外国人ラッパーの姿となっていたのだ！

「Ｙｅａｈ　Ｙｏｈ　Ｙｅａｈ　Ｙｏｈ……」

　明らかに適当な単語でリズムを取りながら、マイク片手に進み出る。ノリノリである。

「…………？？？」

　せっかく真ま面じ目めな顔になっていた葵は、これで再び首を横に倒たおしてしまった。鋭一は頭を抱かかえた。

「ヘイガイズ、よく集まってくれた。今日の放送はオマケつきだ……次回予告でもしようと思ってな」

　百道が語り始めた。内容はまともに喋る気があるらしい。

「次は……ゲスト戦を考えてる」

　その言葉に観衆が、珠姫が、そして鋭一が反応した。

　ゲスト戦。百道がその時注目しているホットな覚醒者アウエイクを招き、対戦する回だ。

「そう、ちょっと気になる相手がいるんでね。だが……困ったことにな、そいつの連れん絡らく先知らないんだわ。だからこうして、公開で呼びかけてみようってワケ！」

　百道は両手を広げた。観衆は「ウオー！」「誰だれだー？」「そろそろアカリちゃん呼んでくれ！」などと好き放題に話す。

「そいつは、そうだな……女の子だ。最初はルームで見かけたんだが、えらく良い動きをしていた。最近はちょっと有名になったみたいだからな、皆みんなも知ってるんじゃないか？」

　百道の趣しゆ味みのひとつに、各地のＶＲルームめぐりがある。そこで面おも白しろいファイターを見つけては、こうして生放送に招くというわけだ。

　周囲からまばらに、息を吞のむ音がした。百道にここまで言わせるということは、相当な強者であろう。

「……発表しよう。私が次に呼びたいそいつの名は──」

　マイクを口元に当てる。ハウリングし、その声は幾いく重えにも反はん響きようした。

「『ゴースト・キャット』」

　瞬しゆん間かん。鋭一が、珠姫が、横を見た。当の本人は、何のことかわからない、というふうに首を傾かたむけたままだった。

「あ……アオイ？　ルームで見たってことは、ココか？　ココに来たのか、百道が」

　鋭一がきょろきょろとあたりを見回す。ちょうどドアの外もざわつき始めていた。

　また広場に集まったギャラリーの中にも反応する者があった。

「『ゴースト・キャット』？」「おお！　あの！」

　誰かが口を開くと、そこからざわめきが波は及きゆうする。

「あ、聞いたことあるぞ」「あの猫ねこ耳の？」「俺も昨日わからん殺しされた！」「え、実在するの？」「幽ゆう霊れいのように消えたり現れたりするんだよ」「それでゴーストか」

　ひととおり周囲のリアクションを楽しんだ後、百道は話を続ける。

「そう、噂うわさの黒猫ちゃんと私は戦いたいというワケだ。一応関係者と思われる人たちには連絡したんで、通じると良いが……」

「関係者？　誰だー？」

　ギャラリーの一人からの問いに、百道は意味深に笑った。

「フフフ。ルームに行った時に……あの『Ａ１』君の姿を見たもんでな。知り合いなのかと思ったら、その場で直接対決を始めやがった」

「Ａ１！　サドンデスのチャンピオンじゃん」「あ、その試合見た！」

　周囲が再びざわめく。

「そうそう。で、『ゴースト・キャット』も彼の連れじゃないかと思ったわけだ。だから、Ａ１のスポンサーには頼たのんでみたよ。この放送を見ろってね……どうかなー？　見てるー？」

　百道はカメラに向けて手を振ふりつつ、

「Ａ１。彼とも、戦いたいとは思っている。そのゴースト・キャットにも勝ったようだし……昔、動画再生数で一瞬抜ぬきやがったのはマジで許してないからな！　聞いてるかＡ１！　デュエルで私と戦やる度胸があるなら出てきやがれ！　それともサドンデスに引きこもっとくか～!?」

　百道は人差し指をカメラに向け、宣言した。

「「「ウ……ウオオオオオ────!!」」」

　宣戦に観客たちは沸わき立った。それに応じるように、再び百道はリズムを取り始める。

「Ｙｅａｈ　Ｙｏｈ　Ｙｅａｈ　Ｙｏｈ……」

「ＨＥＹ。聞けよＡ１。ここは戦場、サドンデスじゃねえデュエルこそ平常。お前の戦い、いつも楽しくねぇ表情、だが俺今まさに連勝、来週はテメェ負かすＲａｄｉｏ　Ｓｈｏｗ！」

「「「Ｗｏｏｏｏｏｏｏｏｏｗ！」」」

「そんで気分上々、あと……えーと……うーん、おいラップってむずかしいな」

「「「Ｂｏｏｏｏｏｏｏ……」」」

　百道は挑ちよう発はつしようとラップを試みた。一度は盛り上げたものの、いまひとつ着地できずグダグダになって終わる。ギャラリーからは笑いが起きた。

　それを見て……鋭一は、苦み走った笑えみを浮うかべて拳こぶしを固めていた。

「こ……この野や郎ろう。随ずい分ぶん煽あおりやがって。俺までご指名かよ……！」

　対戦を希望された嬉うれしさもあるが、勝手に色々言ってくれるものだ。サドンデスに「引きこもっていた」という表現は、事実なだけに痛いところをついている。つい挑発に乗って、直接殴なぐってやりたくなるところだ。

　一方で、鋭一の頭は既すでに計算を始めている。相手は格上。例えばこの指名を受けたとして、勝ち目のある戦いか？　この思考は染しみついている癖くせのようなものだ。

　百道の指名は葵と鋭一。果たしてどちらが戦うのか。葵はどう考えているだろうか。やはり嬉き々きとして戦いたがるだろうか？　鋭一は横を見る。

　しかし葵は、少し意外なリアクションをとっていた。

「……む」

　彼女は小さく頰ほおをふくらませ、じろりと画面の中の百道を睨にらんでいる。

　この態度に鋭一は覚えがあった。葵を苗みよう字じで呼んでしまった時だ。つまりそれは……彼女が、不ふ機き嫌げんであることを示している。

　葵は無言で身をかがめ、ＶＲゴーグルを拾い上げた。そのまま装着しようとする。

「……葵？　ど、どうした？」

　鋭一が驚おどろき話しかける。葵はログインする手を止めずに言った。

「鋭一のこと、ばかにされた」

「えっ」

　葵はそのままログインした。いったい何をするつもりか？　鋭一も慌あわててゴーグルを手にすると、追うようにログインする。

　その様子を、二人の後ろで珠姫がニヤニヤしながら見守っていた。




　ギャラリーに囲まれ、ＭＣパフォーマンスじみたことを続ける百道。例によって生放送は公共スペースで行われている。つまり、放送主でなくても出入り自由ということだ。

　調子よく饒じよう舌ぜつな挑発を続けていた口は……あるタイミングでピタリと止まった。

「……!?」

　集つどう観衆のすぐ後方から、凄すさまじい殺気が噴ふん出しゆつするのを、百道は感じ取った。そこから一瞬遅おくれて、人ひと混ごみを割って貫つらぬくように飛び出す影があった。

　お調子者のラッパーが気付いた時には遅おそかった。その殺気の正体を百道が認めた時、視界に入ったのは目前に迫せまった二本の指先だった。

「オ……オオオオオ!?」

　戦せん闘とう中ですらないタイミングでの奇き襲しゆうに叫さけぶ百道。ギリギリで反応し、顔面の位置をずらそうとする。目め潰つぶしが当たるか、かわされるか、果たして……というところで。

　横合いから躍おどり出た少年アバターが、攻こう撃げき者しやの手首を摑んで止めた。

「……葵！　ストップ!!」

　命中寸前の攻撃を妨ぼう害がいされた黒猫の少女は、妨害者の少年を不満そうに見上げる。

「……鋭一。何でじゃまする？」

「いや、当たり判定はないんだけどさ。試合の外で殴りかかるのはマナー違い反はんというか」

　直後。周囲のギャラリーが沸いた。

「「「うおおおおおお！！！」」」

「何だ今の？」「み……見えなかった！」「ていうか……それを、止めた!?」

　彼らはすぐに理解した。ここに乱入した二人こそが、百道の指名した驚きよう異いの新人、『ゴースト・キャット』アオイ。そして『サドンデス王者』Ａ１であると。

「……おいおい。期待してたとはいえ、マジでご本人登場とか。こいつは……」

　百道は口元をひきつらせて漏もらした。珍めずらしく演技を忘れた口調だった。

「……メッッッチャクソ面白いぞ」

　我に返ったラッパーはマイクを手にした。

「ＹＯ。今、私の中でアイデアがスパークしたぞ。あれほどの奇襲を出せる『ゴースト・キャット』。それを止める『Ａ１』。これは絶対両方戦いたい。片方なんてつまらん……だから！」

　百道はアオイの目潰しに呼応するように二本指を出す。そしてそれを、少年と少女。両方を指すように向けた。

「……二対二だ。次回のゲストコーナーは、タッグ戦を申し込む！」

　おお、と観衆が反応した。それならばアオイとＡ１が両方見られるし、百道がタッグで戦うというのはおそらく番組初だ。なるほどこれは、見る側としても面白い。

「ちょうどこちらにも、アオイと戦いたさそうな知り合いがいるんでね……ユキオ！　いるか？」

　百道が呼びかける。すると、観衆の中から、けだるそうに歩み出る人物があった。フードつきコートを着込んだ青年のアバター。ユキオといえば……謎なぞの『ビーム』でアオイを苦しめた存在である。

「まったく、急に呼び出すなよ……俺はあんま派手に目立つ気はないって、言わなかったか」

「思いついてしまったものは仕方あるまい！　何よりこの相手なら……お前も、断らないだろう？」

　百道はユキオにマイクを向ける。ユキオはフードの下の表情をわずかに崩くずした。

「まあ、そこに関しては……その通りだ」

「……ということだ。受けてくれるかい？」

　そうしてついにマイクが、Ａ１とアオイに向けられた。

　鋭一はどう答えたものか逡しゆん巡じゆんした。アオイとのタッグは未知数。自分の実力が通用するかも未知数。ユキオの真価も未知数。まるで結果の想像できる代しろ物ものではない。「勝算が七割切るような勝負はしない」……鋭一は自らのポリシーと現状を照らし合わせるが、

「うん。倒たおす」

　その間に、たった一言。一歩踏ふみ出したアオイが、試合を受けてしまっていた。

「え」

「……決まりだ」

　百道が頷うなずき、観客を煽あおるように両手を広げる。

「決戦は一週間後！　楽しみにしててくれよ！」

　その言葉に群衆はざわめき、盛り上がりとともにこの日の放送は終わった。

「…………マジか」

　取り残されたように呟つぶやくＡ１に、アオイは、

「大だい丈じよう夫ぶ、鋭一。わたし強いから。倒すから」

　彼を励はげまそうとしているのだろうか。両手を胸の前でぎゅっと握にぎり、意い気き揚よう々ようと言うのだった。
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　背の高いビル群。色とりどりの看板。間断なく往来する人々。

　ビルの壁かべに貼はり付けられた大型ディスプレイからは３Ｄ映像が浮き上がり、躍やく動どう感のある美少女の動きとともに新作アニメの宣伝が大音量で流れ続けている。

　近年になってより一層の進化を遂とげた秋あき葉は原ばらは、技術とコンテンツ、そして文化の最さい先せん端たんにして総本山。鋭一も休日にうろつくことは多く、自分用にＶＲ設備を購こう入にゆうしたのもここだ。地理的に最も勝手を知る、馴な染じみ深い土地でもある。

　……だというのに。

　今日の鋭一はどうしていいかわからず、駅前で歩みを止めていた。

　見慣れた風景が完全に別の街に見える。なんだか色が違ちがうような気すらするが、おそらく錯さつ覚かくだろう。そのくらい、いつもと状じよう況きようが違うのだ。

　──隣となりに、女の子がいるというのは。

「……鋭一？　どうしたの」

　すぐ右、体温すら感じる至し近きん距きよ離りで鋭一の服の裾すそを摑つかんでいる葵は、不思議そうに首を傾かたむけた。

「ずっと止まってる。行き先がわからない？」

「え？　……ああ、うん。そんな感じかな……？」

　鋭一がやんわり肯こう定ていすると、葵は困ったような表情で呟いた。

「鋭一は記き憶おく力が心配だから」

「……完全にそういうキャラにされてるのな、俺」

　鋭一は諦あきらめたように天を仰あおいだ。そして、ふう、とひとつ息をつき、観念して隣の葵に聞くことにした。

「……なあ、葵」

「？」

「大変お恥はずかしながら、その……ね？　お聞きしたいんですが」

「うん」

「デートって……どうやるか知ってる？」

　その問いに、葵はすぐに答えなかった。しばしの無言。二人の間を、道行く人の喧けん騒そうが何度か通り過ぎる。

　そして少しして、葵は口を開いた。

「漫まん画がで、見たことある」

「おっ……そうだ。漫画でいいよ。参考にしよう。どんなだった？」

「漫画では……まず」

「まず？」

「男の子が遅ち刻こくしてくる」

「…………」

「…………」

　再び、わずかの無言。鋭一は苦しげに答えることしかできなかった。

「……ごめんな、間に合っちゃって。待たなかっただろ？」

「……うん。わたしも今きたとこだから」

　言いながら、そんなやりとりがあるか、と鋭一は思った。

　二人で遊んだり、ご飯を食べたりしたことは（主に学校でなら）あるのに。それが「デート」なんて仰ぎよう々ぎようしい名前がつくと、どうしてこんなに難しくなるんだろうか。

　もはや腹を決めるしかない。この街はホームグラウンドなのだ。このままここで立ち尽つくして一日を終えるわけにはいかない。

「しょうがない……とにかくどっか行こう！　俺はいつも行くようなトコしかわかんないけど……！」

　鋭一は一歩を踏み出した。

「！　……うん」

　葵は鋭一の服を摑んだままついてくる。こうして、二人の「デート」が始まった。




　そもそも百もも道ちとの試合を控ひかえたこの時期に、なぜ二人で出かけているのか？

　その理由は前日の特訓にあった。鋭一も葵も、今までの戦いは全すべて一対一で、タッグで戦った経験はない。だからチームとして戦えるよう慣れておく必要があった。のだが。

「よし、もらっ──うわ!?」

　オート操作のＮＰＣとの練習モードにて。後方に退いた敵を追い、止とどめを刺さそうとしたアバター・Ａ１は横合いから妨害に遭あった。もう一方の敵か？　乱入した影かげは黒く、疾はやく、そして頭に猫ねこ耳がついていた。……アオイだ。

　同じ敵を狙ねらって突とつ撃げきした二人は、クロスする形でぶつかってしまう。しかもその隙すきに、フリーになっていた二体目の敵がＡ１の背後から迫っていた。

「……鋭一。あぶない！」

　味方の危機に、アオイが殺気をみなぎらせる。猫の耳がピンと立ち、目つきは鋭するどく。アオイは黒い暴風のように立ち回った。

　まず、Ａ１に迫せまる敵に鋭い貫ぬき手てを見み舞まう。急所を正確にとらえ、一いち撃げきで無力化。さらにそこから反転し、元々狙っていた一体目に後ろ回し蹴げりをヒットさせる。そして最後に、回し蹴りの勢いを乗せて上半身を回転させ、裏うら拳けんを目の前の三人目、その顔面に叩たたき込んだ。

「えッ……!?」

　信じられない、というような声を出して、その三人目は倒れた。

　ただ一人その場に残ったアオイは、それを見下ろして呟いた。

「鋭一」

　言うまでもなく三人目とは、Ａ１であった。

「…………なんで倒れてる？」

　思った以上に、タッグというのは難しいものだった。

　一人の敵を深追いしがちで、自らの手で止めを刺すことにこだわる鋭一。

　目に入るものすべて敵と判断し、ついつい叩き殺してしまう葵。

　なかなか上う手まくいかない特訓に、不安も募つのる。鋭一が頭を抱かかえていると、

「うーん！　二人とも、一回休もうか！」

　パンパン、と手を叩きながら珠たま姫きが割って入った。彼女はアドバイザーとして、時折特訓にも同席する。

「や、休んでるヒマなんかあんのか……？」

「いやあ、ストイックなのは鋭ちゃんの長所だけどね。真ま面じ目めに言ってんのよ？　根こんを詰つめてると視野も狭せまくなるし……それに」

「それに？」

「キミたち、なんだかんだで知り合って日も浅いんだから。もっとお互たがいを知るとこから始めなきゃ。タッグに関してはね、信しん頼らいは物理的な運動能力に直結すんのよ。これ、マジだから」

「そういうもんかなあ」

「信じろっつーの。だからね、葵ちゃん」

　珠姫はくるりと葵のほうを向き、ウインクした。

「明日あしたちょっと鋭ちゃんと、デートしておいで？」

「……デート」

　その言葉に葵は顔を上げた。瞳ひとみの奥で、きらきらとした光が瞬またたいている。

「えっ」

　やや驚おどろいたリアクションをしたのは鋭一だった。そんなことを言われるなど想像もしていなかった。

「何が『えっ』だよ。喜べよ！　なおこれは出資者としての指示です。異論は認めませーん」

　珠姫は人差し指をくるくると回した。完全に楽しんでいる。

　だが、彼女は経営者。決して、目的のためにならないことは言わない人間なのだ。その点は鋭一も彼女を、信用している。

「……わかったよ。明日は、楽しんできます」

「よしよし。あ、くれぐれも言っとくけど、プラネットは禁止だからね？　ココにも来くんなよ絶対」

「わ、わかってるよ」

　鋭一は押され気味に承しよう諾だくし、それを見て珠姫は頷いた。

「鋭一と……デート」

　その間、葵は中空に呟き、そわそわと落ち着かなさげに動いていたのだった。




　というわけで始まったデート。……といっても鋭一にできるのは、普ふ段だん行くような場所に連れていくことだけだが。

　何しろデートというやつはわからない。鋭一もネットで「デートとは」みたいな記事に目を通してはみたものの、ある記事では「定番！」と書いてあることが、別の記事では「こんな男とは別れろ！」なんて書いてあったりするのである。

　葵は、どうだろうか。彼女は今日の待ち合わせに、いつもの制服姿で現れた。今日は彼女にとって特別ではないのか、単に他に服がないのか。彼女はこのデートを……二人で街を歩くことを、楽しみにしているだろうか？

　葵とは「こいびと」になってはみたものの、今まで二人でどこか行くとなれば必ずＶＲルームだし、何かするとなれば必ずプラネットだった。だが今日はそういうわけにいかないのだ。プラネット以外のことをするためのデートなのだから。

「もう、こうなったら俺の休日コースをそのまま案内するしかないな」

　結局、鋭一はそう決めた。自分が楽しいと思うところに連れていくしかない。ＶＲルームに連れていった時はそれで、うまくいった。

　そうして、鋭一が最初にやってきたのは大型のコミック専門店だった。他の街の本屋とは、規模や品しな揃ぞろえが段だん違ちがいだ。

「…………すごい」

　これは、葵にもなかなか当たりだった。彼女は珍めずらしく口を開けて驚き、店内を見み渡わたした。

「鋭一、あっち見に行きたい」

「おお、行こう行こう」

　二人は遊園地のアトラクションを巡めぐるように、本ほん棚だなを巡った。

（……あれ）

　自然とテンションが上がった鋭一は思った。

（これ、わりと……楽しいかもしれない）

　色とりどりの背表紙が、いつもと違う色に見える。これはおそらく錯さつ覚かくだろう。だが、いい錯覚だった。

　自分の好きなもので、女の子が楽しんでくれる。こんなに嬉うれしいことはない。

「鋭一、これは」

「ああ、読んだ読んだ。いいよね！」

「こっちは？」

「それは──」

　が。早々に、鋭一は固まることになった。

　葵は棚から、一冊の漫まん画が本ぼんを手にしていた。厚みのほとんどない、薄うすい本だった。表紙には肌はだ色いろが多く使われており、描えがかれた女の子は切なげな表情で目を潤うるませている。その唇くちびるはどこからどう見てもキスをせがんでいた。あと全身が何らかの液体にまみれていた。

　嬉き々きとして棚から棚へ移動していた二人がいつのまに踏ふみ込んでいたのは、同人誌のコーナーだったのだ。

　制服を着た、十八歳未満丸出しの葵が、いかがわしい表紙の本を持っている絵え面づらは……あまりにも、背徳的で刺し激げき的なものになってしまっていて。

「え…………えっと」

　鋭一が一歩、たじろいだ。そのリアクションを見て葵は、自らが手に取った本をあらためて確かく認にんし……気が付く。それが自分の知っているタイプの恋れん愛あい漫画とは随ずい分ぶん違うことに。

　彼女はもちろん、同人誌というものを知らない。だが目の前の本が、こう……要するにエッチな感じであることは瞬しゆん時じに理解した。

「…………えっ!?」

　葵は思わず両手で自分の目を隠かくし、同人誌を取り落とす。鋭一はプロゲーマーの反射神経で、咄とつ嗟さにそれをキャッチした。

「そッ、その……！　そういうのは俺たちまだ買っちゃダメだから、ね!?」

　鋭一はなるべく表紙を見ないように本を棚に戻もどし、葵の手を強く引いた。葵は鋭一に引っ張られるままに同人誌コーナーを離はなれる。葵は目をぱちくりと瞬き、鋭一を見た。

　男の子に手を引かれて危険から逃のがれるというのは、少女漫画でよく見たシーンだった。

　ただ残念ながら今回、その「危険」というのは、エッチな同人誌なのであった。

「い、いやービックリした！　わ、忘れよう！　な！」

「…………うん」

　見た目だけはなんとなくロマンチックな逃とう避ひ行こうで、二人は書店を後にした。葵の頰ほおは赤くなっており、それを鏡に映したように鋭一まで赤かった。それがロマンあるシチュエーションのせいなのか、単に本がエッチなせいなのかは……彼ら自身にもよくわからなかった。
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「いやー、ちょっと慌あわてたけど、今んとこ何とかなってる……のかな？」

　鋭一は喫きつ茶さ店てんのトイレで一人ごちた。

　コミック専門店の後、ゲームショップやＣＤショップ等も巡ったが、そこでは問題らしい問題は起こらなかった。人前で目め潰つぶしが出るとか、暗殺拳が暴発するような場面もない。

　デートというやつが上手くできているのかは、正直よくわからない。ただ、ゲームに精通し、葵の目つぶしを避よけることもできる鋭一だからこそ葵の傍そばにいられるのだ……とは、言えるんじゃないだろうか。そう思うとなかなか悪くない気分だった。

　とにかく、まず無事に。そしてできるだけ葵を楽しませて終われるようにしよう。

　さて、あまり待たせても良くない。鋭一はトイレを出て葵の待つ座席へと戻った。

　が。

　そこで鋭一が見たのは、凄せい惨さんな事件現場だった。

　床ゆかに倒たおれたメイド服のウェイトレス。ひっくり返った皿。そして立ち尽つくし、腕うでから赤い液体を滴したたらせている……葵。

　鋭一は一気に青ざめた。ここは閉へい鎖さされた孤こ島とうの洋館でもなんでもないのだ。ちょっと席を外している間にメイド殺人事件が起きてしまうなど、予想できる筈はずもない！

「ま、まさか葵……殺やっ……？」

　思わず鋭一が声に出した直後。

「す、すすすみませんご主人様、お嬢じよう様さま！」

　メイドが生き返った。死んでなかった。こんな時まで呼び方が職務に忠実である。

　そこに葵が慌てたようにわたわたと駆かけ寄ってきて、説明する。

「わたし、やってないよ？　わたしは一度も殺したことない」

「え、じゃあ袖そでの赤いのは……？」

「この人、転んだ。わたし、オムライス助けようとした。でも、助からなかった……」

　葵は悲しそうに言った。それでようやく状じよう況きようが理解できた。

　メイドが何かにつまずいて転んだところ、葵は持ち前の反射神経で受け止めようとしたのだ。彼女はメニューを選ぶ時も、目を輝かがやかせていた。楽しみにしていたオムライスを何としても助けたかったんだろう。

　……どうやら、間に合わなかったようだが。

「本当に申し訳ありません！　すぐに作り直しますので」

　転んだばかりのメイドはその場を片付けると、ばたばたと裏方へ戻っていった。いくら鋭一でも、ドジをするメイドを生で見たのは初めてである。本当にそんなのいるんだなあ……となんとなく見ていると、

「……鋭一は、ああいうのが好き……？」

　葵がぼそっ、とつぶやいた。ビクリとしつつ、鋭一は想像してみる。メイド姿の葵。それは大変よろしい。で、それがドジをする。きゃーご主人様！　思わずご主人様の眼球抉えぐっちゃいましたあ!!

　──どう考えても自分に視力が残らない。

「…………いや。ああいうのは、ちょっといいや」

「むう」

　遠い目で答える鋭一に、葵はアテが外れたとばかりに首を傾かたむけた。




　そうして、オムライスを食べ終えて店を出た二人だが。

「ちょっと、きもちわるい……」

　新たな問題が発生していた。葵の服の袖がケチャップで汚よごれたままなのだ。

　その後、執しつ事じ風のマスターがクリーニング代も出すなどと申し出てくれたが、何しろ制服のブラウスなので、その場で脱ぬぐわけにもいかない。

「うーん。さすがにこのままってワケにも、いかないよなあ……」

　何か、服を替かえたほうがいいだろう。と、なると。

「葵……服とか、買いに行ってみる？」

「！　お洋服」

　鋭一が提案すると葵は、「服」の単語に反応して顔を上げた。もしこれがゲームの中だったなら、猫ねこの耳がぴんと立っていたことだろう。

「漫画でも、見たことある。デートだと、お洋服を買いに行く」

「お、漫画知識のコーナー。そうか、確かに定番、か……」

　鋭一は複雑な表情で合が点てんした。もちろん彼もそういったシチュエーションが存在するのは知っている。単に着替えが買えれば……というつもりだったが、デート的にはそういうのもアリだろう。

　自分がオシャレだとかそういうのに全く自信がないので、少し狼狽うろたえてはいるが。

「ちなみに葵は洋服とかって、けっこう買うほう……では……ないよね」

　恐おそる恐る、鋭一は聞いた。買うほうではない、と断定しているのは、葵が制服を着て来ていたからだ。しかし葵は鋭一の心配を察したのか、

「だいじょうぶ。なんとか、する」

　と、目を光らせて言った。慣れない者にとっての服屋は、未知の世界だ。その瞳ひとみには、戦いに赴おもむく暗殺者の覚かく悟ごが見て取れた。

「よ、よし。行ってみるか……！」

「うん」

　二人は目を見合わせ、頷うなずきあった。どう見ても洋服を見に行くカップルのテンションではなかったが、奇き妙みような連帯感があった。まるで……同じ戦場で戦う友のような。

「──わあ」

　ところが。

　いざ手近なブティックに入ってみると、意外と葵は楽しそうにしていた。

　そういえばアバターのデザインを決める時も、自分から進んでコスチュームを選んでいた。元々かわいいものが好きというのはあるのだろう。当事者の葵が落ち着いているのなら、鋭一も不ふ審しんな挙動をせず付き添そっていればいい。それでもちょっとは緊きん張ちようするのだが。

「むう」

　葵は二種類の洋服を手に取って見比べた。どちらもワンピースだった。左右に何度も視線を往復させる。決めきれずに悩なやんでいるのだろうか。

　葵はしばらくそうした末に、両手に一着ずつ悩んだ服を持つと、掲かかげてみせた。

「鋭一は、どっちがいいと思う」

「えっ」

　鋭一は息を詰つまらせた。女の子の、服を、選ぶのか。自分が。

　葵の持ったワンピースは片方が装そう飾しよくのついたシックな色合いのもの。もう片方は、パステルカラーでひらひらしたものだった。

　単純な好みでいえば後者……だろうか？　でもちょっとこう、薄うす着ぎすぎる気もする。肩のとこなんか、細いヒモが結んであるだけだ。あんなのほどいたら、すぐ脱げてしまう。そんなのをこっちから指定するのって、何かイヤらしくないか!?

　何しろ鋭一にファッション知識はない。いや、葵にもないかもしれないが。とにかく正解がわからない。とはいえ時間をかけて悩むほど答えづらくなる！

「こ、こっち…………かな？」

　鋭一は観念した。観念して、好みに任せることにした。果たして葵のリアクションは。

「……さすが、鋭一」

　葵は素す直なおに鋭一の選せん択たくに従い、はにかんだ。

「よくわかってる」

「そ、そっか？」

　鋭一は胸を撫なでおろす。葵が良いなら、それで良いだろう。

　とにかく彼女はお気に召めしたようで、選んだ服を持って試着室に歩いていった。そういえば着替えるのが目的だったのだ。着て、そのまま買ってしまうのが良いだろう。

「──鋭一」

「お？」

　少しして、試着室のカーテンの中から声がした。鋭一は声のしたほうに向かい……そこで、ふと気が付いて身構えた。このパターンは、アニメなどで覚えがある。中の女の子が着替え終わっていないパターンだ。不用意に近づくべきではない。

「き……着替え終わった？　ちゃんと着てる？」

「うん」

「お、じゃあもういいかな──」

　返事はしっかりしている。杞き憂ゆうだったということか？　鋭一が近寄ると、カーテンが内側から押し上げられるように盛り上がった。

　──試着室って、あんな開き方をするものだったか？

　鋭一はプロゲーマーの反応速度で察知した。カーテンの盛り上がりの先せん端たんが、急速に彼の顔面に迫せまっていた。この速度。鋭するどさ。これは、

「……ッどあぁ!?」

　回かい避ひ！　鋭一は上半身をのけぞらせて危険な先端を避けた。

「……さすが、鋭一。よくわかってる」

　先ほどと同じセリフが聞こえた。カーテンが開いた。

　ひらひらのワンピースを着た葵が、二本指を突つき出していた。その姿はまぶしいくらいに可愛かわいらしく、おぞましいくらい危険だった。どんなに可愛い服を着ていたところで、危あやうく、二度とその姿を拝めなくなるところだった！

「こっちの服のほうが……技わざ、出しやすい」

「そういう基準で選んだの!?」

「えへへ」

　何やら随ずい分ぶん、葵は嬉うれしそうだった。しかしカーテンで身を隠かくしての目つぶしは、あまりに実戦的すぎる。

「いくらなんでも、それはダメだって──」

　このままでは身が持たない。流石さすがに鋭一も注意しようとした……のだが。

　──はらり。

　それより先に、葵の身に変化が起きた。首元からほどけたヒモが、床に落ちる。

　と、いうことは。

　はだけた上半身からは。胸の下着が。見え

「──……っ！」

「うおおおおお！」

　再度、明確に視力を奪うばわれそうになった鋭一はなんとか己おのれの眼球を守った。
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　この子と付き合う以上……自分の目は、自分で守らなければならないのだ。
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　そうして店を出る頃ころには、すっかり夕方になっていた。

「鋭一、ごめん。技、出しちゃって……あと、服も。買ってくれるなんて」

「ああ、気にしなくていいよ。一応、それなりに稼かせいでるしな」

「ありがとう……。これ、大事にする」

「良かったよ。……あっ、技を出したほうは気にしてね!?　俺も目とか大事だから！」

「ふふっ」

「笑いごとじゃなくてね!?」

　葵はその場でくるりと回り、嬉しそうにほほ笑えんだ。服は、かなり気に入ってくれているようだ。足取りも軽い。

「はー。さて……この後、どうすっかな」

　鋭一は歩きながら、空を仰あおぐ。正直デートコースは完全にネタ切れなのだが、せっかく着替えてすぐ解散というのも微び妙みような気がする。

　沈しずみかけの夕ゆう陽ひに目を向けてみる。夕方とはいえまだそれなりに明るい。街の西側はちょっとした高台になっており、そこに太陽がさしかかり始めていた。

「鋭一」

「ん？」

　ちょうどそのタイミングで、葵が声を出した。

「あそこ、行ってみたい」

　葵は、同じほうを見ていた。高台の方角を。小高い丘おかとなっているそこには、見晴らしのいい公園がある。ここ最近整備されたもので、話題にもなっていた。

「……公園？」

「うん」

　鋭一が聞き返すと、葵は頷いた。

「なんか、良さそうな感じがする」

「そう？　じゃあ、行ってみようか」

　そうして二人は公園に足を向けた。そこで待ち受けるものを知らずに。




「こ……これは……」

　到とう着ちやくするなり鋭一はうろたえた。公園で待ち受けていたものの一つ目は、恐るべき包ほう囲い網もうだった。

　小高い地形になっているだけはあり、この公園からは街が一望できる。それこそデートで訪おとずれるにはうってつけと言って良いだろう。

　つまりはそういうことだ。公園の端はしに並ぶように配置されたベンチには何組ものカップルが座り、いかにもな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

（えっ……ここってこんな感じの場所だったの……？）

　これではまるで、鋭一がいかがわしいことを考えて連れてきたみたいではないか。どことなく所在のなさを感じ、とりあえず鋭一は公園の奥まで動くことにした。入り口に突っ立っているのも気まずい。

　が、それは人ひと気けのないほうへ葵を誘ゆう導どうしているのと同義だ。気が付けば周囲には人ひと影かげも見当たらなくなっていた。

　夕暮れの公園。隣となりに女の子。あたりには、木々のざわめく音だけ。

　鋭一は断じて、そんなつもりはなかった。なかったのだが、こんなシチュエーションでは意識するなという方が無理な話だ。鋭一は隣を見た。葵はきっとこのくらいでは動じないだろう。それを見て落ち着こう。そう思った。のだが。

　目もく論ろ見みは外れた。意外にも、葵はきょろきょろとあたりを見回し、落ち着かなさげにそわそわとしている。

　ぎゅっ、と。服の裾すそを摑つかまれる力が強くなったのを鋭一は感じた。

「…………鋭一」

　葵は片手で鋭一の服を摑み、話を切り出す。

　いつのまに、葵は鋭一の正面に移動していた。必然、見つめ合う形になる。どきりと鋭一の心臓が跳はねる。

「わ、わたし、ね」

　葵は確かに、なぜか日ひ頃ごろから積極的だ。だがこれは、いつものそれとも違ちがうような気がした。

「鋭一と」

　彼女は一言一言を嚙かみしめるように続ける。自らの胸の内を確かく認にんするように胸むな元もとに手を当て、葵は目を閉じた。そして顔を少し、上に向ける。

「もっと」

「仲良く……」

　これは。

　まるで。




　キ…………ス…………？




　昼に見た同人誌の表紙がフラッシュバックする。あのイラストがちょうどこんな感じだった。影えい響きようされた？　あれに？　それで、鋭一と？　仲良くなるために？　いいのか？

　するべきか？　しないべきか？

　鋭一の脳が処理限界を超こえ、爆ばく発はつしかけるのと同時。

　二人の間を横切った羽音が、全すべてを台無しにした。

「……？」

　葵は思わず目を開けた。その時目の前の空中には、小さな羽虫がいた。

　それが、この公園で待ち受けていた二つ目のもの。

　葵が一いつ瞬しゆん、呼吸を止めた。

「…………ひゃっ…………」

　小さな唇くちびるから、声が漏もれる。

「えっ!?」

　鋭一が反応した時には、葵は大きくジャンプし、バク転して飛び退のいていた。

「こ……こわい……！」

　この時、鋭一は初めて知った。

　無敵の身体能力を誇ほこり、「人を殺すための技わざ」を操あやつり。プラネットでは対戦相手の首を折りまくり、『ゴースト・キャット』の異名で恐おそれられる暗殺者、一色葵は……虫が大の苦手だった。

　なぜなら虫は、見た目がとても気持ち悪いし……暗殺拳けんが効かないのだ!!

　彼女が使うのは「人を殺すための技」。虫も殺せない、人を殺すための技だ。

「う、うう」

　全身の毛を逆立てて敵を威い嚇かくする猫ねこのように、葵は身構えた。

「あ……葵、今追おっ払ぱらってやるから！　じっとして──」

　鋭一はなんとなく察し、葵と虫の間に立とうとした。が、それが不運だった。

「ひゃっ、わああ！」

　葵はきゅっと目をつむり、空中の虫に貫ぬき手てを繰くり出していた。前が見えていない！

　そしてその瞬速の技は、鋭一の背中に突つき刺ささっていた。

「……うごォ!?」

「……え、鋭一!?」

　よろけた鋭一を、葵は両手で支えた。気が付けば虫は、既すでにどこかへ飛び去っていた。




　──最終的に二人は、近場のベンチに腰こしを下ろした。

　当たり所が良かったのか、鋭一にたいしたケガはなかった。しかし葵は随分気にしているようだった。

「まさか葵に、苦手なものがあるなんてなあ」

「……ご、ごめんなさい」

「いや、もう大だい丈じよう夫ぶだよ」

　葵は珍めずらしく弱々しくうつむく。

「わたし……良くない。今日だって何回も……」

　少し、いつもと違う雰囲気があった。明らかに落ち込んでいる。彼女の体が、見た目以上に小さく見える。

「他に、できることも、ないのに……」

「……葵？」

「鋭一。わたし……」

　葵は顔を上げ、鋭一の方を見た。彼女は意を決した。鋭一には、知ってほしい。

「わたし、今までも、こうだったの」

　彼女はぽつりぽつりと、語り始めた。

　暗殺拳を学んできた、「幽ゆう霊れい」少女の今までを。
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　特技があったら、人に見せたい。当然のことだ。誰だれだってそうだ。

　自分が「できること」をしたい。見せたい。それは人の原初的な欲求のひとつである。

　それが他人にはできないことなら、なおさらだ。ついでに褒ほめられたりしたら最高だろう。

　一色葵も最初は、そういう子どもだった。

　スポーツ万能な子として、持て囃はやされた時期があった。葵も体を動かすのは大好きだった。ドッジボールでもサッカーでも、チーム分けとなるとまず葵の取り合いになった。

　そこで活かつ躍やくするのは何よりの楽しみだった。最初はそれでよかった。

　だがすぐに、周りは気づき始める。葵は、他の子より「できる」レベルではない。他の子とは「違う」のだ。

　そしてある日の出来事で、それは決定的になった。

　たまたま、鬼おにごっこで鬼になった時だった。追う側に回った葵はまさに鬼き神しんだった。タッチしようとして突つき出した右手は、人に怪け我がをさせるのに十分な威い力りよくだった。その右手は、いちばん仲の良かった友達の「サキちゃん」を傷つけてしまったのだ。

　その日から、葵が参加するのは「反則」になった。

「ご、ごめんね。お母さんが……もう葵ちゃんと遊んじゃ、だめなんだって」

　サキちゃんは怯おびえたように一歩引きながら葵に告げた。それ以来、ちらりとこちらを見ることはあっても、話しかけてはくれない。

　両親はあちこちに謝って回ってくれたが、周囲の子の反応までは変わらなかった。それまでも言われてはいたが、家の外で全力を出すのは厳格に禁止となった。

　体育座りでみんなが遊んでいるのを眺ながめながら、葵は思った。

　また、友達を作りたい。でも自分は、体を動かす以外で、人と関かかわる方法を知らない。

　──お父さん。

　──この技を使っちゃいけないのなら。

　──わたしには一体、なにができるの……？

　頭が良いわけでもなく、人とのコミュニケーションも苦手な葵には、本当に「できること」がなくなってしまった。周囲に怖こわがられないように、足音を消して歩く。口数も少ない。やがて彼女は、存在感を失い透とう明めいになっていった。

　それでも家では、父から暗殺拳を習い続けた。

　単に伝統だからというのもあるが、今やこの修しゆ行ぎようだけが、葵が「特技」を発揮できる時間なのだ。奥おう義ぎを覚え、技を磨みがけば父は褒めてくれた。父が出かけている日は、ひたすらイメージトレーニングを繰り返した。葵の生きがいはそれだけだった。

　なのに。……なのに。




　十四歳の時に、その父は死んでしまった。




　最初はただただ、わけがわからなかった。理解ができなかった。

　一週間ほどして父がもういないことを実感すると、その時になって悲しくなり、涙なみだが止まらなくなった。

　そして一か月が過ぎ、涙も涸かれ、父のいない生活がようやく日常となった頃ころ。

　……一色葵は、何もすることがなくなった。

　もともと葵の生活は、学校と修行だけだった。

　学校には欠かさず通い、授業はすべて真ま面じ目めに受ける。

　授業が終わればまっすぐ家に帰る。そこには父が待っていて、家に伝わる「技」の練習が始まる。

　その時間さえあれば葵は生きていけた。目の前の課題をこなし、ひとつひとつ技を身に付けていくのはむしろ楽しいと言っても良いくらいだった。

　そう。それだけが、楽しみだったのに。

　父がいなくなり、「墨ぼく式しき」が途と絶だえることが確定し、葵が技を継つぐ意味もなくなってしまった。墨ぼく式しきは完全な口く伝でんであり、もちろん教科書もない。葵はここから先をどうやっても身に付けることができない。

　もう修行に時間を使う必要はない。葵は全すべてから解放された。

　だが彼女にとって解放とは、虚きよ無むそのものだった。

　学校から帰っても目の前には何もなく、今までのように体を動かして覚えた技を復習してみても、ここから先に覚える技はどこにもない。

　とはいえ他に何をすればいいのかも、わからない。葵にはもう、「できること」が何もないのだから。

　何もない。何もない。何もない。

　陽が落ちていく薄うす暗ぐらい部屋で、ただただ横たわった。

　そうしていれば時間は過ぎてくれた。

　見かねた母が漫まん画がを買い与あたえてくれたこともあった。それはいくらか救いになった。

　一度読み終えても、同じものを何度も何度も読んだ。

　やがてそれにも飽あきてきた頃、自分自身と漫画のキャラクターを戦わせるという遊びを見つけた。父のいない日にイメージトレーニングしていた、あの頃のように。

　色々な技を覚えた自分は、フィクションの格かく闘とう家かとも互ご角かく以上に戦うことができる。葵はそうして退たい屈くつな現実から逃とう避ひし続けた。そうするしかなかった。

　孤こ独どくな部屋の片かた隅すみで、彼女はほくそ笑えんだ。

「……わたしの勝ち」

　それが一色葵十六歳の日常だった。

　結局、暗殺拳は彼女を孤独にしただけだった。葵から外との繫つながりを奪うばい、今や、自分の目標にさえならなくなってしまった無用の長物。己おのれの体に宿したまま墓まで持っていくしかない秘密。それが葵にとっての墨ぼく式しきだった。

　あの日、鋭一と出会うまでは。
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「葵…………」

　鋭一は絶句した。正直、返せる言葉がなかった。そして、少しの罪悪感が芽生えた。

「なんか……ごめんな」

　口をついて、謝罪の言葉が出た。今こうしてカップルまがいのことをしているのだって、成り行きのようなものなのだ。鋭一の「告白」は、本気の告白ではなかった。なんだか葵を無む駄だに振ふり回してしまっている気がした。

　何より……知らなかったとはいえ、彼女の暗殺拳を、よりによって遊びに使おうと誘さそうなんて。

　もちろん、葵と付き合うのは鋭一にとって嬉うれしいことだ。こんなに可愛かわいい女の子と一いつ緒しよにゲームをして、漫画の話もできて、今日だって楽しかった。おまけに彼女は強くて、ゲーマーとしても、とても頼たよりになる。

　だが結局それは全部、自分の都合じゃないか──？

「鋭一」

　葵が、名前を呼んだ。鋭一は横を見る。葵は、首を倒たおしていた。「疑問」のサインだ。

「なんで鋭一、あやまる……？」

「いや……なんか軽々しく遊びで暗殺拳けん使わせちゃって、悪かったなって……」

「──鋭一！」

　鋭一が言い終わらないうちに、葵は口を挟はさんだ。少し、語調が強まっている。

「たのしいよ」

　葵は言い切った。ベンチから足を浮うかせ、ぷらぷらと揺ゆらす。

「鋭一。わたしね。今……ほんとうに、たのしいんだよ」

　鋭一は教えてくれた。

　どこにも使い道のなかった暗殺拳を使える場を。今まで味わったことのなかった勝利の興奮を。涙が出るほど楽しい、強きよう者しやとの闘たたかいを！

「鋭一は、凄すごいんだよ！」

　葵はその「凄さ」を力説した。「先に一発入れた方が言うことを聞く」という一色家の家庭内ルールを、鋭一はあっという間に攻こう略りやくした。一色家では意見が食くい違ちがったり、欲ほしいものがあったりする場合、全てこの方法で決めていた。

　さらに父が生前に主張していた「気配を消した葵を見つけられる男しか認めない」「葵の目め潰つぶしを避よけられる男しか認めない」「葵に一いち撃げき入れられる男しか認めない」という、娘むすめの恋こい人びとに求める三原則まで満たした。

　何もない葵の世界に現れた、驚おどろくべき存在。そんな彼が──

「そんな鋭一が──つ、『付き合いたい』って……言ってくれるなんて」

　これはもう決定打だった。

　世界が完全に閉じてしまっていた葵にとってその存在は眩まぶしかった。砂さ漠ばくに水を求めるように、葵は鋭一を逃にがすまいとついて回った。

「鋭一と出会ってから、ほんと、ほんとに、楽しいことばっかりで……だから」

　だから。

　……だから。

「だから、わたしは……鋭一と一緒がいい」

　葵は言った。

「そうか。……そうか」

　鋭一は拳こぶしを握にぎった。

　それが偶ぐう然ぜんであれ。ただの自分の都合であれ。鋭一との関係は、間違いなく葵を救っていたのだ。

　だから彼女は戦いの最中に泣いたし、試合の後には抱だき着いてくる。そして鋭一が目潰しを避けたり、葵に勝っても、喜ぶのだ。それは葵を、怖がらないということだから。

「……葵」

　鋭一は横の葵を見て、笑った。

　葵はきっと、プラネットを続けてくれるだろう。一緒に戦い続けてくれるだろう。それが確信できた今。鋭一の中に、ある決意が生まれつつあった。

「勝とうな、今度の試合」

「……うん」

　葵は、はにかんだような笑みとともに頷うなずいた。

「俺さ」

「？」

　鋭一はそこに、付け加えた。それは彼にとってとても大事な、宣言だ。

「もし勝てたらさ、葵に伝えたいことがあるんだ」

「伝えたい……こと」

「今は言えないんだ。次に勝てなきゃ、言う資格ないと思うから。だから……絶対勝ちたい」

「うん」

「勝ったら、言うから。覚えててくれるかな？　……俺、記き憶おく力ないみたいだからさ」

「……ん」

　ベンチに横並びに座る二つの影かげ。

　少女は隣となりの少年の手に、自らの手を重ねた。

　それは、少年の言葉に対する承しよう諾だくを意味していた。

　眼下には陽ひの落ちた街が見える。そこで瞬またたく都会の光を眺ながめながら、同じように、少女は瞳ひとみの中の光を瞬かせていた。
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　試合当日。

　いつものＶＲルームに、鋭えい一いちと葵あおいは連れ立って現れた。

　先に待っていた珠たま姫きは目を細める。

　いつもは鋭一の服を摑つかむだけだった葵が、今日は鋭一の腕うでを両手で摑んでおり、二人の仲がより親密になっていることが読み取れた。

「よっ、平ひら田たプロ。準備はバッチリかい？」

「……ああ。なんとか仕上がったよ」

　珠姫からの挑ちよう発はつ的な口調の質問に、鋭一は笑顔で答えることができた。

　鋭一は同意を求めるように、葵に目配せする。葵は肯こう定ていするようにこくりと頷いた。それを見て珠姫は安心した。

　百もも道ちとの待ち合わせ場所は、ゲームの中だ。三人はそれぞれにゴーグルを持ち、プラネットにログインした。




「１００ｃｈヒヤクチヤン．ゲストスペシャル～～!!」

　広場ロビーにて。百道の生配信が始まった。喋しやべっているのはスーツを着込み、マイクを持った司会者風のアバター。おそらくはあれが百道だろう。

　その姿から戦法は読み取れない。そもそもあの姿のまま戦うつもりなのかすら定さだかではない。百道は対戦相手・視し聴ちよう者しやを問わず、とにかく驚かせることを好む。

　百道の隣にはユキオの姿もあった。彼は前回と同じ、フードつきのコートを着込んでいる。コートのポケットに両手を突つっ込み不敵な笑みを浮かべる様子は、得体の知れないものを感じさせた。

「皆みな様さま、こんにちは。ついにこの日がやって参りました。皆様も楽しみにして頂けてましたでしょうか。もちろん、私としても一日千秋の思いで待ち望んでおりました！」

　直立し、マイクを摑んだ百道が調子よくトークを開始する。

「そう……ついに、本日」

　仰ぎよう々ぎようしい口調だ。脇わきで待機する鋭一は息を吞のむ。百道は大きく息を吸い、発表した。

「１００ｃｈ．名場面集、ブルーレイ＆ＤＶＤが発売になります！！！」

　高らかに宣言された情報は広場に遠く遠く反はん響きようした。集つどっていたギャラリーのうち、よく訓練された何人かがずっこけて倒れる！

　鋭一は吞み込んだ息を詰つまらせ、派手にむせることになった。

「ゲホッ……あ、あの野や郎ろう、やっぱ油断ならねえ……」

「さて、最大の発表を終えたところで本日のゲストをお呼びしましょう……『モストカンパニー』の皆さんです！　どうぞこちらへ」

　結局咳せき込んでいるのがおさまらないうちに、鋭一は葵に背中をさすられながら登場せざるを得なかった。恐おそるべき罠わなである。

　百道の隣に歩いていったのは鋭一、葵、珠姫の三人のアバターだ。珠姫は純白のドレスをまとった姿となっている。アバター名、プリンセス。彼女もまた、プラネット界かい隈わいではよく知られた存在だ。

　彼女の会社「モストカンパニー」は運営に認にん可かされたオリジナルアバターや独自開発スキルを販はん売ばいしている会社である。プラネットにのめり込むような人間ならば一度は世話になったことがあるだろう。

　さらに近年は選手育成にも手を出しており、サドンデス王者「Ａ１」などの一ひと癖くせある覚醒者アウエイクも擁ようしている。

　そんな「モスト」が新たに連れてきた新人、『ゴースト・キャット』アオイも、注目に値あたいする存在であることは間違いないだろう。今日までの間に噂うわさは膨ふくれ上がり、この試合はかなりの注目度となっていた。

「さてようこそ。『プリンセス』さんには、こんな面おも白しろそうな素材を集めて頂いて感謝しております」

「ゴタクはいいっつーの。ま、そりゃー素材の面白さには自信あるけどね。さっさと始めましょ」

　珠姫……プリンセスは姿こそ上品に変わったものの、全く普ふ段だん通りの態度で言った。

「了りよう解かいしました……Ａ１君、アオイちゃん、準備はいいかね？」

　百道がＡ１に振ふる。Ａ１はもちろん……と答えようと思いつつ、アオイのほうを確認し、踏ふみとどまった。彼女が首を傾かたむけていたのだ。

「…………？」

　それでＡ１はピンときて、小声で伝えた。

「葵、このスーツの人が百道だ」

　するとアオイは、ピクンと猫ねこ耳を反応させて顔を上げた。この司会者が先日のラッパーと同一人物だとわからなかったのだ。

　瞬しゆん間かん。

　ゾワッ、と、あたりに見えないプレッシャーが広がった。五感のどれでも感じることができず、しかし、確かに襲おそってくる濃のう密みつな気配。

「「これは…………！」」

　百道が、ユキオが、同時に反応する。アオイが、殺気を開放したのだ。

　相手の「死」を暗示する不ふ吉きつな黒猫は、冷たく、しかし力のこもった目線で相手を射い抜ぬいた。どうやら気合十分だ。

　それをもってＡ１は改めて、言い直した。

「ああ、いつでも……始められるぜ」




　　　　　　　＊＊＊




　──闘とう技ぎ場に、四人の戦士が降り立った。

　サドンデス・ルールの絶対王者、Ａ１。

　噂のルーキー、『ゴースト・キャット』アオイ。

　謎なぞの奇き策さくで早くもＢランクに到とう達たつした新しん鋭えい、ユキオ。

　そして……

「クハハ……クハハハハハハ!!」

　ドスの効いた高笑いとともに、オルガンから始まるＢＧＭが赤茶けた大地に響ひびく！　これは〈サウンド〉というスキルだ。さらにあたりには、スキル〈ミスト〉を使った霧きりが漂ただよって強きよう者しや感を演出する。

　一人遅おくれて現れたそのアバター（たった今カスタマイズしたのだから当然だ）は、物々しいデザインを見せつけるように自らの存在を誇こ示じした。

　禍まが々まがしい甲かつ冑ちゆうで固められた上半身。銀色の髪かみと、ぼろぼろのマントが風になびく。甲冑に入った赤いラインは脈動するように薄うすく発光していた。

　これぞ百道の定番アバターのひとつ、「魔ま王おうフォルム」。

　定番ということは使い慣れているということでもあり、毎日のように使用アバターを変える百道があえてこれを選ぶのは、本気で勝ちにきている時だけだ、とも言われている。

「よくぞ臆おくせず、我が前に立った。せいぜい楽しませるが良い……人の身で抗あらがう勇気があるのならな！」

　圧あつ倒とう的な存在感を放つ「魔王」は、金色の瞳でぎょろりと対戦相手を見み据すえた。

　しかしＡ１は一歩も退かず、相手から目を逸そらさない。準備は十分にしてきた。自信もある。何より……ゲーマーとして、試合前の会話ひとつ取っても優位を与あたえるべきではない。

「人の身で結構。知ってるか？　こういう時って大たい抵てい……魔王の側が負けるんだぜ」

　彼はあくまで不敵に笑った。

　……と、同時。


　［ＤＵＥＬ　ＲＵＬＥ　ＴＡＧ　ＭＡＴＣＨ］

　［ＲＥＡＤＹ］



　試合開始のアナウンスが始まり、彼らの頭上に文字が表示された。

　お喋りはここまでだ。四者はそれぞれに立ち位置を調整する。

　Ａ１とアオイは、オーソドックスな横並びの配置。

　一方相手側は、百道がやや前に出て、ユキオをカバーするフォーメーションをとった。

　そして全員が、戦闘開始に備える。

　Ａ１は両手を引くサドンデスの構え。アオイは脱だつ力りよくし、両手をだらりと下げる。ユキオは両手をポケットに入れたままだ。百道は片かた腕うでを前に出し、相手の攻こう撃げきに備えるとともに自らの顔を相手から隠かくす。

　それぞれの息いき遣づかいのみが聞こえる、神聖な静せい寂じやくの時間。

　しかしそれは決して長くは続かない。

　張り詰めた空気が会場いっぱいに満ちた、その瞬間。




　［ＦＩＧＨＴ!!］




　死闘の幕が開いた。

　最初に動いたのは……ユキオ。

　彼は即そく座ざにポケットから右手を引き抜いた。人差し指を前方に向ける。そして。

「……ビーム！」

　その指先から、直線的な光が迸ほとばしった。狙ねらいは、アオイ！

　ぴく！　と頭上の猫耳が反応する。アオイは即座に半歩ほど回かい避ひした。彼女の顔のすぐ横を通り過ぎた光線は、後方の地面にぶつかると「ジュウッ」という熱のこもった音を発し、着ちやく弾だん点からは白はく煙えんが上がる。

　葵は事前に、鋭一からアドバイスを受けていた。「あのビームは、顔にだけは受けるな」。それは守ったものの、やはり生で見ると避よけるのは簡単ではない。

「…………！」

「ほう、よく反応した！　さすがに慣れたかね？」

　ユキオは上じよう機き嫌げんに笑う。

「くそっ……やっぱあっちが邪じや魔まか！」

　即座に、Ａ１が前に出る。おそらくユキオは妨ぼう害がい要員。そちらを先に片付けるべきではないかと考えた。しかし。

「クハハハハハハ!!　愚おろかなり、人の子よ！」

　そこに立ちはだかる、百道。魔王は片腕を出したまま前進しＡ１に襲いかかる。一方その隙すきを利用し、ユキオも前に出る……アオイの方へ。

　Ａ１には百道。アオイにはユキオ。この組み合わせを作ることが、敵の狙いであった。Ａ１はその形を許してしまった。やはりタッグ戦における立ち回りでは、流石さすがに百道が一枚上手だ。

　なぜ敵は、このマッチアップを望んだか。おそらく最大の理由は、アオイがユキオのような相手を苦手にしていると踏んだのだろう。実際それは当たっている。

「どんどんいくぞ……ビーム！」

　二発。三発。光線が撃うち込まれる。アオイは反応し、全てを回避する。だがその間に、ユキオの接近を許していた。ユキオが右拳こぶしを繰くり出す。アオイは腕でガードする。彼女が相手の拳を受け止めた瞬間。

　ド　ッ　ゴ　オオオォォォォォォォン

　ユキオの拳が瞬間的に発光し、火薬を使っているとしか思えないような強きよう烈れつな爆ばく発はつ音が響いた。

　ガード状態のアオイがびくりと反応する。ダメージに備え、身をこわばらせる。

　しかし彼女を襲ったのは爆発によるダメージではなく、その隙をついたユキオの左ボディーブローだった。

　アオイは身を捻ひねって回避を試みる。だが驚おどろいた分、わずかに遅おそい。相手の拳が脇わき腹ばらをかすめ、それはＨＰへのダメージとして計上された。

「ん…………っ！」

「いやあ初うい々ういしい、いいねえ。しかし初見で俺のダイナマイト・パンチに反応するとは君もやる」

「その……技わざは」

　Ａ１が聞き耳を立て、反応した。左右にフットワークし、百道との間合いを計りながら彼は言った。

「アンタ……もしかして。『サクラダ』か……！」

「ほう、バレた」

　ユキオは即座に認めた。

『魔術師』サクラダ。かつて界かい隈わいを騒さわがせた名物覚醒者アウエイク。

「な、なんでアンタ、初心者のフリなんか……」

「異い端たん児じには風当たりも強いんだ。サクラダって名前を見ただけで対戦を断るヤツもいるんでね」

　プラネットの基本はあくまで「格かく闘とう戦」だ。それを乱すようなスキルは基本的に、運営から認可が下りない。しかしサクラダは、既き存そんのスキルを組み合わせ、まるで魔法のような仕し掛かけを作り出してしまうプレイヤーだった。

　ビームは、〈ミスト〉で霧の道を作り、そこに〈フラッシュ〉で光を通した。雨の日に車のライトの道筋がはっきり見えるのと似た原理だ。

　着弾と同時に〈ノイズ〉というスキルで溶よう解かい音を出し、さらに〈ミスト〉を煙けむりに見立ててやることでいかにもフィクションのビームらしくなる。

　ダイナマイト・パンチも似たようなものだ。拳を当てると同時に〈ノイズ〉で爆発音、〈フラッシュ〉で光を出す。

　これらはいずれも直接的な威い力りよくがなく、攻撃系や移動系のスキルと比べるとスキル装備枠わくをほとんど圧あつ迫ぱくしないため多数装備することができる。

　一つ一つは大した効果を持たない安いスキル。しかしそれらを独創的に組み合わせて優位を取るのが、彼の戦い方だ。

　そしてそのような戦法は、アオイに対して最も効果的に働く。

「さあ……もっと遊ぼうか。俺は、君が以前俺に使った技を忘れていないぞ？　あれは怖こわいな。やらせるわけにはいかない」

　ユキオが両手を掲かかげた。その両手からは、バチバチと爆はぜる音とともに黒い稲いな妻ずまのようなものが迸っている。

〈ノイズ〉そして、空中に模様を描えがく〈ドローイング〉。スキルで作られた偽にせ物ものの稲妻。しかしこのＶＲ世界で「実際にそこにある」かのように見せられると、無視するのも簡単ではないものだ。

　ユキオが前方へダッシュ、アオイに迫せまる。右手でチョップの構え。

「この両手に触ふれたら全身が焼け焦こげるぞっ！」

　ハッタリを交えながら攻撃を繰り出す。アオイはギリギリでかわす。

　彼女は現実肉体での戦いには詳くわしい。幼少から訓練してきた経験もある。だが、現実で起こり得ないことに対処するのは、むしろ苦手な部類と言っていい。

　このままではアオイは、実力を十全に発揮できない。この状じよう況きようを打破する必要がある。Ａ１は叫さけんだ。

「──葵！　やるぞ！」

　アオイは言葉では返事しなかったが、猫ねこ耳がピク、と動いた。

「……何を、かね？」

　百道が口を挟はさむ。だがＡ１は何も答えなかった。わざわざ教えてやる義理はない。

「クク……だんまりか。まあ良い。Ａ１よ、我は貴様の戦い方を知っているぞ」

　魔王は全身に力を漲みなぎらせ、前方に両手を構える。

「１００％で初撃を取れるそうだなァ、サドンデス・チャンプ。なら……貴様がその専売特許を奪うばわれたらどうなる？」

　挑ちよう発はつ的な台詞せりふ。おそらくは視し聴ちよう者しやを意識してのものだろう。流石は一流のエンターテイナー。Ａ１という役者を使うならば当然、初撃をめぐる争いは焦しよう点てんになる。

　だがそこに確かな勝算をもって臨のぞめるのが、百道という実力者だ。

　百道は前方へ飛び出した。巨きよ体たいが風圧とともに迫る。タックルだ。組み付く狙いか？　──否いな。前進しながら、さらに手を前へ。長いリーチの張り手を繰り出す。

　Ａ１は両りよう肘ひじを引いた構えを維い持じしたまま、後方に一歩退いて回避する。冷静な見切りはＡ１の売りのひとつだ。百道は前のめりにバランスを崩くずす。チャンスか？　Ａ１が相手の隙を突つこうとした、その時。

　地面に手がつくよりも前に、空中に百道の両手が着地した。これは〈空くう跳とう〉……モストカンパニーが販はん売ばいしている改良スキル。反発力が低いかわりに、手でも使える〈空くう歩ほ〉だ。

　相手の意外な動きにＡ１の反応が鈍にぶる。百道は前につんのめった形で両手をつくと両足を跳はね上げ、前方回転しながら飛び上がった。その動きは、あまりにも身軽。鈍どん重じゆうなパワーファイターにしか見えない「魔王フォルム」からは想像もできないスピードだった。

「あっ……クソッ。ウチの商品で！　お買い上げありがとうございますけども！」

　観戦していた珠姫が悪態をつく。

　百道は空中でくるりと一回転。あっけに取られているであろう相手に襲おそい掛かかるべく着地した。とにかく予想を裏切る。それが百道の一いつ貫かんしたスタイルなのだ。

　それが、仇あだとなった。

　着地した百道の目の前にはＡ１がいた。

「……何ッ!?」

　まるで着地場所を読まれていたかのようだった。今度は百道が驚く番だった。Ａ１は、ユキオの攻撃を捌さばき続けるアオイを横目に見ながらスキルを発動した。

　──〈フラッシュ〉。

　あたりが閃せん光こうに包まれた。

「グオオ……ッ」

　至し近きん距きよ離りで受けた百道はたまったものではない。

　Ａ１は、相対した百道の「魔王フォルム」を見た時点で、ひとつ仮説を立てていた。噂うわさになるほどの「定番」カスタマイズ。それがまず、怪あやしい。

　定番なんてものがあるならば、必ず裏をかく。それが百道という覚醒者アウエイクだ。そのためだけに定番を作っておくことすら、こいつはするだろう。

　ならば……初めから逆のつもりでいればいい。目の前にいるのが巨体なら！　それは「ほぼ確実に」スピードタイプだ！

　百道はそれでも、迎げい撃げきの手刀を繰り出した。流石というべきだろう。前ぜん傾けいしたＡ１の、唯ゆい一いつ狙ねらえる的は顔面だ。そこを的確に突く攻こう撃げき。だが視力を失っているせいか、わずかに……遅い。

　Ａ１は首を倒たおして手刀をかわした。そしてカウンターで逆に、百道の顔面に掌しよう底ていを叩たたき込んだ。

　サドンデス王者の初撃が、決まった。

「グウ……ッ、やりおる」

　百道がうめく。同時に、Ａ１は〈ショートワープ〉を発動。後退して距離をとった。

「どうだい魔王様。やっぱり光属性は……苦手なんだろう？」

　Ａ１が不敵に決めると、視聴者コメントは大いに沸わいた。




　一方。

「グ…………ッ!?」

　ユキオもまた、Ａ１の放った閃光の影えい響きようを受けていた。それもそのはず。元来〈フラッシュ〉は全方位に光を放つ。近くにいれば目を潰つぶされるのは当然の帰結といえる。

「……鋭一」

　だが。

「ないす・あしすと」

　アオイは、その動きを鈍らせていなかった！

　ありえないことである。〈フラッシュ〉の効果に敵味方の別はない。しかしアオイは閃光の放たれるタイミングで目を閉じたため、影響を受けずに済んだのだ。

　Ａ１は特に発動の合図などはしなかった。なのに、アオイにはそのタイミングがわかった。なぜか？

　それは、殺気。

　アオイは目に見えない殺気を感じ取ることができる。それは敵のものに限らない。

　Ａ１が「相手の目を潰そう」とスキルを使えば、必ずその時にも殺気は出るはずなのだ。アオイはそれを感じ取る訓練を、今日までしてきた。

　相手チームだけに不利益を与あたえる〈フラッシュ〉。これが二人の用意した、タッグ用の作戦のひとつだ。

　ユキオはやはり、苦し紛まぎれにチョップを繰くり出す。その手には黒い稲妻。「触れれば全身が焼け焦げる」攻撃である。しかし精せい彩さいを欠いている。

　左方から迫るチョップに対し、アオイは右へ体を倒して回かい避ひする。すると敵は右からも貫ぬき手てを出してくる。

　体を傾かたむけた状態から、アオイは、右足を軸じくにして跳とんだ。相手の両手の間を縫ぬうように右回りに回転しながら、左ひだり脚あしを上へ蹴けり上げる。

　アオイの飛び蹴りは、ユキオの顎あごを正確に捉とらえていた。

「アガ…………ッ!?」

　驚きよう愕がくの声が漏もれる。なんというアクロバティックな動きだ！

　大きくＨＰを減らしながらユキオは仰あお向むけに吹ふき飛んだ。ダメージが大きいが、すぐに頭を振ふって起き上がる。

　その目の前に、再びアオイが迫っていた。

　……まずい。ユキオは焦あせった。まともに接近戦をすればアオイの方が上であろうことを、彼は理解している。特にアオイは、相手を摑つかめばそのまま勝負を決められるほどの奥おう義ぎを持っている。加えて、以前の試合で見せた……一撃必殺。結局ノーゲームになったアレが何なのか、その正体はわからない。ただ、それがこの試合でも使えるのだとすれば相当な脅きよう威いだ。

　このまま接近戦になれば絶望的。ユキオはそうなる前に離はなれなければならなかった。だが、そのための手が思いつかない。アオイが近づく。どうする。結局彼は、ギリギリで生まれた思いつきの技に頼たよるしかなかった。

　……ただし、その思いつきは、大当たりした。

　ユキオを摑みにいこうとしたアオイは見た。

　自らの二の腕うでに、小さなムカデが這はっているのを。

　スキル〈ドローイング〉。好きな絵を描かくことができるスキル。

　ユキオはこういった趣しゆ味みの悪い悪戯いたずらのような戦法をたまに使うため、一部の覚醒者アウエイクたちから嫌きらわれ、対戦を断られることが多かった。だから、彼は転々と名を変えてきたのだ。

　サクラダ→ヒマワリ→クリタ→ユキオ。四季をなぞって、今の名前は四つ目になる。

「ひゃあ…………っ!!」

　アオイが小さく悲鳴をあげ、飛びのいた。ユキオにチャンスが訪おとずれた。




　　　　　　　＊＊＊




「愚おろかな人の子……いや、Ａ１よ。見事だ。感謝するぞ」

　百道はダメージを受けた顔を押さえながら、しかし嗤わらった。

「何でアンタに感謝されんだよ」

「コメント欄らんだよ。……とても賑にぎわっている。久々だよ、ここまでの盛り上がりは」

「勝負の最中に何してんだ……」

　生放送のコメントを閲えつ覧らんすることは、一応、試合中にも可能ではある。だが目まぐるしく状況の動くアクションゲームの最中に、そのようなことができる余よ裕ゆうは普ふ通つうはない。

　だが、百道は違ちがう。

「遊びじゃないんだぞ、とでも言いたげだな。貴様にとってこれは、勝負であって遊びではないかね？　だが我は遊びたいのだよ。コメントが沢たく山さんつくと、興奮して勢いづいてしまうタイプの魔王なのでな……」

　百道がゆらりと身構えた。Ａ１は警けい戒かいし、再びサドンデスの構えを取る。直後。

「こんなふうに……な！」

　魔王の体たい軀くが、動いた。……アオイの方へ！

「な……しまっ」

　おそらくは、カードを「スピード」に割り当てている動きだ。速い。Ａ１もスピード型のアバターではあるが、ショートワープで距離をとってしまったため咄とつ嗟さに止めることができなかった。

　Ａ１が横に目を向けると、飛び蹴りを決めて押していたはずのアオイは、何事か悲鳴を発し、飛びのいているところだった。そこへ百道が迫せまる。

　隙すきを見せたアオイの横合いから、勢いを乗せた百道の拳こぶしが襲いきた。アオイは視覚よりも先に殺気に反応し、なんとか回避する。だが体勢が崩れた。そこへ再び、ユキオのチョップが突き込まれる。アオイは地面すれすれまで屈かがみこむ。

　完全な二対一。Ａ１は急ぎそちらへ向かう。あるいは今〈フラッシュ〉が使えれば、敵二人の視力を奪って仕切りなおすことも可能だっただろう。だがＡ１の〈フラッシュ〉は最大出力に設定してある。このスキルは出力に応じて、再使用までにクールダウンの時間が必要となるのだ。

　屈みこんだアオイをユキオのローキックが襲う。アオイは両腕を使ってガード。その瞬しゆん間かん。

　ド　ッ　ゴ　オオオォォォォォォォン

　発光、そして爆ばく発はつ音。アオイがびくりと反応する。また隙ができた。百道が拳を振り上げる。まずい。

　Ａ１は百道の背後に接近し、掌底を出そうとした。だが。

「……っがぁ!?」

　攻撃動作が停止する。視界が明めい滅めつし、あたりが白い煙けむりに覆おおわれる。ぼんやりと、こちらに人差し指を向ける影かげが見えた。「ビーム」。Ａ１は光線を顔面に受けていた。

　分断戦術。そこからの二対一。互たがいのカバー。やはりこの二人は一枚上手だった。

「クハハハ……では、予定通り……だ！」

　魔王が大きな拳を振り下ろす。

　百道とユキオは、より恐おそろしいのはアオイだ、と考えていた。直接対決こそＡ１が制したものの、驚きよう異い的な運動能力に恐るべき確殺奥おう義ぎ。アオイの方が、未知で危険だ。

　だから、そのアオイが全力を出せないよう、封ふう殺さつするような作戦を立てた。そして現状、その通りになっている。

　百道の拳が迫る。もし頭部に命中すればアオイとてＫＯだろう。それは、マズい。

　戦力的にも大打だ撃げきとなり、二対一での戦いとなれば当然苦しい。だが、それより、何よりも。

　……今日はまだ、笑顔で戦うアオイを見ていない！

　直接戦ったあの日の彼女の表情は、今も目に焼き付いている。

　フラッシュは使えない。視力はまだ回復しない。この状じよう況きようでできることは限られる。今からできることは──

　直後、Ａ１の姿が消えた。

　その姿は、百道の眼前に再び出現した。アオイをかばう形で。百道が目を見開く。

　……〈ショートワープ〉！

　拳がＡ１に命中する。大きくよろけながら、彼は。

「この子から……楽しみを奪うばうんじゃねぇよ」

「…………カッコイイじゃないか」

　百道はそこから連撃を出した。Ａ１はガードするが、不十分な視力では防ぎきれない。

　防戦一方。だが、Ａ１の乱入は……一人の暗殺者に、活路を作った。
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「……鋭一」

　声がした。

　そして腸はらわたを貫つらぬく槍やりのような殺気が発され、遅おくれて、黒くろ猫ねこの手が飛び出した。

　Ａ１のショートワープに驚おどろいたユキオは、それに反応できなかった。

　アクセルを一気に１００まで踏ふむ、アオイの殺気。唐とう突とつな加速による「真正面からの奇き襲しゆう」。

　──墨ぼく式しき『一おもて』！

　ユキオの両目に、二本指が命中した。

「な…………ッ!?　バカな、見えなかっ……」

　視界が赤く明滅する。視力消失のエフェクト。こうなってはどうしようもない。

　Ａ１の作り出したチャンスを活いかし切り、アオイはよろけたユキオに次々と追撃をかける。腹部への突つき。一歩踏み込んでエルボー。さらに両の拳で怒ど濤とうのラッシュ。

　そしてフィニッシュは全身を捻ひねり……敵の頭にまで届く芸術的なハイキック！

　一撃一撃が、ありえない程ほどに疾はやく、重い。

　ユキオのＨＰがゼロになる。これが全力の暗殺拳けん。その圧あつ倒とう的な動き……！

「クソッ……何だこいつは……俺なんかより、とっくに……！」

　彼はその言葉を最後に、爆発した。

『何だ、さっきの目め潰つぶし！』『速すぎない!?』『ショートワープかなんか使った？』

『いや、硬こう直ちよくがなかったぞ。どうやって加速したんだ？　あんなスキルあった!?』

　堰せきを切ったような急展開に、視し聴ちよう者しやコメントは大いに盛り上がった。

「やるじゃ……ないか」

　百道の発言に、アオイは答えなかった。

　彼女は胸むな元もとに手を当てた。

　──『この子から……楽しみを奪うんじゃねぇよ』

　なんだろう。また、この気持ち。

　アオイはぴょん、ぴょんと小さくその場でジャンプし、両手を脱だつ力りよく。そして戦線復帰し横に並び立ったＡ１に、言った。

「鋭一。……勝とう」

「ああ。もちろんだ！」

　勢いづく二人。それを前に、単たん騎きとなって立ち塞ふさがる魔ま王おうは、それでもなお不敵に金色の瞳ひとみをギラつかせた。

「二対一なら楽勝……とでも言いたげだなァ」

「やってやるさ」

　挑ちよう発はつに、Ａ１が返す。有利なのはこちらで間違いない筈はずだ。が、百道は些いささかも怯ひるまない。

「いやいや、まだだとも。魔王様というのは……勇者パーティが何人で来ようが、一人で立ち向かわねばならないものだからな！」

　威い嚇かくするように甲かつ冑ちゆうを赤く発光させ、魔王が叫さけぶと同時。

　紅あかい奔ほん流りゆうが、二人を吞のみ込んだ。

　これは──赤い〈ミスト〉！　この霧きりのスキルは、色を自由に指定できる。

　二人して視界を奪われた。不覚だ。おそらくこの隙に攻こう撃げきが来る。どこから？

　アオイの猫耳がピク、と反応する。彼女は殺気を察知した。頭上だ。

　……Ａ１の！

「──ぐぁッ！」

　空中から落ちてくる膝ひざの一撃を、Ａ１は頭部に受けた。ダメージが重い。

「フハハハハ！　ファイアブレスからの、幻影空襲ジヤンピングニーの味はどうだ」

　百道は〈空歩〉を使い、霧の中を空中に逃のがれていた。そこからＡ１の頭上に落ちたのだ。

「……鋭一！」

　反応したアオイが、Ａ１のカバーに入ろうとする。だがそこで百道は、狙ねらいをＡ１からアオイに転てん換かんする。

「連ジ魔ヤ弾ブ！　重フ魔ツ弾ク！　魔ロ竜ー地キ這ッ撃ク！」

　Ａ１を守る方に気がいっていたアオイは反応が遅れた。なんとかガードするが、反撃できない。そして百道は再度、〈空歩〉。アオイから離はなれる。

　百道の殺気のベクトルを、アオイは敏びん感かんに感じ取った。今、殺気はアオイに向いていない。狙いはまた……Ａ１！

「ククク……恐れよ。これぞスピードタイプの魔王の真骨頂たる奥義の数々！　名前は今考えた。悪くなかろう」

「ただの打撃技わざだろ！　……くそっ！」

　Ａ１は迎げい撃げきを試みたが、彼の掌しよう底ていは空を切った。そして降魔鞭ソバツトからの魔虎牙エルボーを受ける。ＨＰが残り少ない！

「そんな、マジの格かく闘とう家かみたいな魔王が……あるかっっ」

「何のことかな？　魔の力を思い知れ！」

　遊んでいるようで、百道は限りなく本気だった。鈍どん重じゆうに見えるアバターが身軽に動き回り、本格的な格闘技を使う様子はどうしても違い和わ感を生む。常人ならば常識が邪じや魔まをして反応が鈍にぶる。それがこの魔王の狙いなのだ。無茶苦茶な技名すら、相手を脱力させるためのもの。

　この百道という覚醒者アウエイクは……常に遊ぶが、負けるつもりで戦ったことは一度もない。その日のテーマの中で、常に勝ちにいく。

　加えて恐るべきことに、百道の、格闘技の実力自体は……本物なのである。そもそも「毎回コンセプトを変える」などという戦い方ができる者を、天才と呼ばずしてなんと呼ぶというのか！

　Ａ１からアオイへ。アオイからＡ１へ。変へん幻げん自じ在ざいに百道は狙いを変えた。自分に攻撃が来たかと思えば逃にげられる。二対一のはずなのに、一対一よりも戦いづらい。戦いはジリ貧ひんの様相を呈ていしていた。

「……鋭一」

　そんな中、口を開いたのは、アオイだった。

「わたしが、いく」

　黒猫はその目線を鋭するどく研とぎ澄すました。

「いくって……一人で突っ込むのか？　いくらなんでも……」

「大だい丈じよう夫ぶ。だから、鋭一……」

「──わかった」

　彼は自分が何をすべきか理解した。百道はちょうど、アオイに向けて黒魔上腕二頭筋撃ラリアツトを繰くり出そうとしているところだった。そこでＡ１は……

「好きに暴れてこいよ。俺が……守ってやるからさ！」

　アオイを、蹴けり飛ばした！

「…………何!?」

　黒魔上腕二頭筋撃ラリアツトが空から振ぶりに終わった。アオイが百道の間合いから離り脱だつする。その隙すきにＡ１は百道とアオイの間に入った。

「……いや。ならば貴様を落とすまで」

　百道は右みぎ腕うでを引き絞しぼる。距きよ離りが近い。この間合いではＡ１の「飛蝗バツタ」の構えは本領を発揮できない。百道の言う通り、落とされにいったようなものだ。

「──そうだ」

　Ａ１は絶対的不利な距離に立ち、不敵に笑った。

「それでいい」

　魔王必殺の正拳ストレートが放たれた。それはＡ１の胴どう体たいに深々と突き込まれた。

　Ａ１のＨＰは……ゼロ。彼はなすすべなく落ちた。アバターが、爆発する。

　──そう。プラネットのアバターは、敗北すると、爆発するのだ。

「さァて、これで残るは『ゴースト・キャット』……」

　爆ばく風ふうが巻き起こり、百道の視界を塞ぐ。それは何を意味するか。

　その爆発はアオイに、時間を与あたえた。特別な呼吸の時間を。

「ハァァ─────────」

　まずは息を長く長く吐はく。体の中をからっぽにする。

「すぅ─────────っ」

　次に、吸う。細く長く、一本の棒が体の中に入っていく感覚。

　さらに息を、止める。酸素が体中に行き渡わたる。視界が晴れ渡ったように目が冴さえる。この間だけは世界の全すべてを理解できたようにすら思える、集中力を極きわめた一いつ瞬しゆん。

　そして。息を──吐く！

「はッ！」

　直後。

　ゾワッ、と、波のような殺気を魔王は受けた。

（な……んだ……!?）

　攻撃されていないのに、本気で攻撃されたような感覚。ＨＰが減ったかの確かく認にんをすら、百道はしてしまった。

　爆風の奥から、凍こおるような声がする。それは一いつ色しき家に伝わる……墨ぼく式しき使いが相手の未来を奪う時に告げる言葉。

「あなたを──〝塗ぬり潰つぶす〟」

　ゾクリ。ゴーグルを被かぶった……リアルの肉体に鳥とり肌はだが立つのを百道は感じた。

　もちろん実際にはノーダメージだ。しかし。百道はこの瞬間、全身が硬直し動けなくなった。光も音もなく、それは起きた。ありえないことだ。

　……墨ぼく式しき使いは。殺気を察知できる。自らの殺気を消すこともできる。五感では感じることができないはずの殺気というものを、コントロールできる。

　だから、その技術を極めれば……殺気に指向性を与えて、飛ばすこともできる。濃のう縮しゆくして集中した殺気は相手の精神に衝しよう撃げきを与える。攻撃に殺気がついてくるのではない。殺気そのものが、武器となるのだ。

　これこそが相手の第六感を攻撃する墨ぼく式しきの裏技、六画目。

　これから魂たましいを刈かる相手に死神がつけておく地じ獄ごくのマーキング。




　墨ぼく式しき──『色しるし』！




　あまりに時間がかかりすぎるため、葵が一人で実戦で使うのは難しい奥おう義ぎだが……今だけは、安心して使うことができた。

「何だ……何だ……今のは！」

　百道は己おのれの身に起きた不可解な現象に戸と惑まどった。

　そして──理解できないものに直面した時、人が感じるものがある。

　恐きよう怖ふだ。

　魔王は動けずにただ刮かつ目もくした。爆風を突つき破り、こちらに躍おどり出た影かげがある。その影には気配がなかった。足音すらもなかった。その黒くろ猫ねこは……幽ゆう霊れいのように現れた。

　──『ゴースト・キャット』!!

　アオイは真正面から突とつ撃げきした。既すでに至し近きん距きよ離り。動きの止まった魔王の体は彼女にとって、的あての的のようなものだ。この状じよう況きようを作るのがＡ１の狙いだった。

「お……のれ、返り討うちに……！」

　百道は苦し紛まぎれに迎撃体勢をとろうとする。だが遅おそい！

　アオイは右手を構えていた。その手を伸のばす。通常、百道ほどの実力者に触ふれることは簡単ではないだろう。だがアオイは硬こう直ちよくした魔王の頭を摑つかんだ。さらに追加で右腕も摑み、鳩みぞ尾おちにヒザ。

　残った軸じく足あしで地を蹴って、アオイは敵を仰あお向むけに倒たおす。摑んだ頭部を強く捻ひねりながら、地面に背中を叩たたきつける衝撃とともに、首を……折った！




　墨ぼく式しき──『正とどめ』！




　アオイが摑んでからは、一瞬だった。何が起きたのか？　このわずかな間に、いったい何重のダメージが入ったのか？　誰だれもこの技を理解できなかった。

　だが、ひとつ。たったひとつ、明らかなことは……

　百道のＨＰが、ゼロになっているということだった。

「────!?」

　金色の瞳ひとみが驚きよう愕がくに見開かれる。あり得ないことだ。この魔王が今までに受けたダメージは、Ａ１からの初撃のみ。ＨＰも九割近くを残していたはずだ。それが一瞬でゼロなどと。

「これは……！」

　だが百道には一つ……思い当たるものがあった。

　ノーゲームになったアオイとユキオの試合。引き分けた瞬間、ユキオのＨＰはなぜかゼロになっていた。それは……あの見えない霧の中で、この技を叩き込んでいたからなのか？　システムの判定でノーゲームとされる方が先になったが、アオイの攻撃はゲームの中で処理されていたのだ。

「お……おお……素す晴ばらしい」

　百道は目を見張る。そのゴーグルの中の視界の隅すみでは、すさまじい量のコメントがずらずらと流れていった。

　盛り上がりは最高潮。結果はこのザマだが……今日も素晴らしい、放送になった。

「これは…………神回……、だ!!」

　そして魔王のアバターは、跡あと形かたもなく爆ばく発はつした。





　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　Ａ１　＆　ＡＯＩ］






　　　　　　　＊＊＊




　試合後のコメント欄らんは今までに見たことがないほどの盛せい況きようぶりだった。それほどまでにアオイの技わざは鮮せん烈れつで、他に例のないものだった。

『す……すげえええええええええ』『な、何で百道が止まったんだ？　何かしたのか？』

『何あの技……え？　最後のでダメージどんだけ入った？』

『え、もしかしてこれが例の〝一撃技〟の答えなのか？』

　──一撃技。それは、プラネット界かい隈わいで噂うわさされる都市伝説のようなものだった。

　その内容は「そんなつもりはなかったのに、一発で相手のＨＰがゼロになってしまった」というもの。バグではないかとも言われたが、運営はこれを仕様だと言い切った。

　プラネットのダメージ計算は、きわめて精密である。攻こう撃げきがどのくらいの強さで、相手の体のどの部位に当たったかを元に計算される。

　つまりその攻撃は、言わば「当たり所が悪かった」のだ。普ふ通つうに人間を死に至らしめるような急所を叩けば、相手を倒すことはできる。

　では、それを狙ねらって引き起こせたら最強なのではないか？　実験しようとする覚醒者アウエイクはこれまでにも多くいた。だが現在のところ、それは解明されていない。

『〝一撃技〟てｗｗｗ』『そんなの使えちゃうの？　アリなの？』

　──それらのコメントに、鋭一は薄うすく笑った。

「……だよな。アリかよ、って思っちゃうよな」

　先にアバターが爆発し、試合観戦していた鋭一は画面に向かって呟つぶやく。

「ところが、それが……アリなんだよなあ。葵は」

　鋭一は観戦モードを閉じ、再び広場ロビーに向かった。生放送はまだ終わっていない。対戦後のインタビューが待っている。




　鋭一がＡ１として広場に現れると、待っていたアオイの猫耳が反応し、ぴこん！　と立った。そのままＡ１のほうへ駆かけてくる。

「鋭一！」

　アオイは右手を上げ、Ａ１のほうへ振ふり下ろした。

「……ん!?」

　何だろうか、と鋭一は思った。まさか攻撃ではあるまい。これは。もしかして。

　Ａ１もまた、右手を上げてそれに応こたえた。

　パチーン、と気持ちの良いハイタッチが決まり、そのままアオイはＡ１に抱だき着いた。

「やった、勝った。鋭一と、勝った」

「う、うおおお？　おう、や、やったな！」

　アオイはテンションが随ずい分ぶん高かった。下手すれば一人で勝った時より嬉うれしそうだ。

「クハハハハハ、愚おろかな人の子らよ、見せつけてくれる」

　そこへ、ドスの効いた笑い声が割って入った。魔王のままの百道がにこやかに拍はく手しゆしている。なんだかそれはそれで違い和わ感があった。

「え……試合後のアバター変へん更こうとかこう、ないの？」

　Ａ１が問うと、

「負けたパターンなぞ、考えておらんかったわ！」

「なるほどな」

　銀ぎん髪ぱつの魔王は豪ごう放ほうに笑った。つられてＡ１も笑う。

　百道は金色の瞳に理性を戻もどし、Ａ１を見る。

「ほう……何やら随分、良い顔をしている」

「ああ」

　Ａ１は得意げに返した。

「あんた言ったな。『これは、勝負であって遊びではないかね？』って」

「ああ」

「……やっぱりこれは、勝負だよ」

「ほう？」

「そりゃあ真しん剣けん勝負だ。やぱり俺は勝ちたいし、勝たなきゃいけない……プロだからな。……だけど」

　Ａ１はそこで思うところあるように、少し上を向いた。

「勝負だけど、遊びだ。楽しい楽しい、遊びだよ。それを思い出したんだ」

　平田鋭一は考える。そもそもなぜ自分はこのゲームのプロになったのか？

　アバターのステータスを、スキルを必死で考え、そしてこの戦場で戦う。プラネットは最高に楽しいゲームだ。それを、あの日……泣きながら戦う葵が、そして今日のタッグバトルが、思い出させてくれた。

「俺は、今日……すっげえ、楽しかったよ」

「ククク……勝負でかつ、遊びだ、と。欲張りなことだ」

「そうかもな」

「いやいや。……私も、そう思う」

　百道は笑った。それは魔王の獰どう猛もうな笑えみとも違ちがう、人間の笑いだった。

「……葵も、楽しかったか？」

　Ａ１は笑い返しつつ、アオイにも聞いてみた。黒猫は先ほどからずっと、彼の胴どう体たいにしがみついている。質問されたアオイは耳をぴんと立て、混じりけのない笑顔で、

「うんっ」

　と頷うなずいた。

「わたし、楽しかった。鋭一も、楽しかった。首も折れた。最高」

「首……ああ、そう」

　純じゆん粋すいな瞳でそう言うアオイが本当に楽しそうだったので、鋭一はまあいいか、と思った。

「ハハ、首か。一いつ瞬しゆんでやられたな。それに、その直前……あの技は、いったい何なんだ？」

　参考までに……と、百道は話を振ってみる。

「まったく恐おそろしい。チートか何かじゃないだろうな」

　横でユキオが斜しやに構えて訝いぶかしむ。だが、それに対しＡ１は……

「いやいや」

　しがみ着くアオイの頭に手を置いて苦く笑しようした。

「チートより、恐ろしいものさ」




　広場は未いまだざわめいている。

　有名プレイヤーである百道を派手に打ち破ったことで、Ａ１とアオイの名は広く知れ渡わたっていくことになるだろう。「上」に続く道は、開けた。

　……そして。試合に勝ったということは、葵に伝える権利も得ただろう。

　この試合で勝ったら、言おうと思っていたことを。
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　帰路。鋭えい一いちと葵あおいは並んで歩く。

　ＶＲルームからの帰りをこうして二人で歩くのは、すっかり習慣になっていた。最近ではたまに、書店の漫まん画がコーナーに寄ることもある。

「鋭一」

「ん？」

　葵は歩きながら、横の鋭一を見上げて呼んだ。

「わたし、忘れてないよ」

「あ……ああ」

「鋭一は記き憶おく力が大だい丈じよう夫ぶ？　覚えてる？」

「い、いや忘れてたワケじゃないんだけど、ね」

　鋭一は慌あわてて葵から目をそらした。そう。もちろん鋭一だってしっかり、覚えている。

　──『もし勝てたらさ、葵に伝えたいことがあるんだ』

　あの日、高台の公園での約束。

　ただ、いざ言うとなると恥はずかしいし緊きん張ちようする。それだけのことなのだ。

「鋭一は、わたしに言いたいことがある……んだよね」

「う、うん」

「……あのね、鋭一」

「うん？」

　鋭一が決意を決めきれずもごついていると、葵から話し始めた。

「わたしも……あるの。鋭一に言いたいこと」

「俺、に？」

「先に、言ってもいい？」

「い……いいけど」

　なんだかちょっと情けなくなり、鋭一は頭を搔かいた。だが葵がそうしたいなら、先は譲ゆずることにしよう。

「わたしね」

　葵は目を伏ふせて息を吐はき、思いを、口にした。

「鋭一と……もう一度、ちゃんと戦いたい」

「……俺、と？」

　それは鋭一にとって意外な内容だった。

「二人で試合なら、毎日やってるじゃないか。あれじゃダメってこと？」

「わたし……知ってるよ。鋭一が本気だったのは、わたしに勝ったあの時だけ」

「…………」

　鋭一は口ごもった。あながち、否定できない。あれ以来、葵とは勝ったり負けたりだが、毎日葵と特訓しながらの勝負は練習試合としての意味合いが強く、あの時のような、魂たましいを燃やしての真剣勝負としては戦っていない……気がする。

「──わかった。戦おう。真剣勝負だ」

　鋭一は答えた。彼女と、ちゃんと戦うなら……彼にも、考えていたことがあった。

「ただし、それは今日じゃない。明日あしたでもない」

「？」

「俺は、葵と戦うなら……プラネットの頂点で、がいい」

　鋭一は立ち止まった。つられて葵も止まる。

　横は小さな公園になっており、人はいない。風が吹ふくと、空あき缶かんの転がる音がした。

「Ａランクの一番上で。最強決定戦がやりたいんだ……この二人で」

「！」

　鋭一は真剣な表情で葵を見る。葵もまた、純粋な瞳ひとみで見返した。

「だから……目指さないか？　最強。その……一いつ緒しよに」

　どうせなら……最高の舞ぶ台たいでやりたい。そして、そこに辿たどり着くために二人で競きそい合う……ライバルになりたい。それが、鋭一の決意だった。葵の反応はどうだろうか。

　彼女は鋭一のほうを見たまま、瞳を徐じよ々じよに、うるうると滲にじませた。

「……鋭一」

「どうかな」

「いいの？　……ずっと一緒に、遊んでくれるの？」

　それは彼女にとって、最も嬉しい提案だった。

　ずっと遊び相手がいなかった葵。そんな葵が、自分の技わざを存分に使える、最高の遊び場を見つけた。

　そして。それを教えてくれた鋭一が、最強になるまでずっと一緒にゲームをしてくれるというのだ。毎日。ずっとずっと。

「そ、そりゃ当たり前だよ」

　葵の声はだんだんと上ずり、涙なみだが混じり始めた。

「……うん」

　そして葵は、笑った。何度もこくこくと頷きながら。

「良かった。……よろしくな」

「うん、うん」

　葵は鋭一の手をぎゅっと摑つかんだ。その力は強く、切実なものが宿っていた。

「……さて」

　鋭一はここでようやく、一息ついた。何しろもうひと山、残っている。

「じゃあ……俺の番だな」

　葵は顔を上げた。期待と不安が顔に出ている。わずかに紅潮した顔は、やっぱりどうしようもなく可愛かわいいと、鋭一は今いま更さらながらに思った。

「葵……その」

　鋭一は素す早ばやくあたりに視線を配った。周囲に人はいない。こんなところでまで、ゲームで培つちかった力が生きる。

「今までなんだかんだ、成り行きで付き合ってきちゃったけど……もう一度、ちゃんと言わせてほしい」

　呼吸を整える。これも格かく闘とうには大事なことだ。

　鋭一は自分が落ち着いたことを確かく認にんし。

　想おもいを、声にした。

「俺と……付き合ってください」

　風が鋭一の背後を通る。それ以外の音は何もない。

　いや、鋭一が感じないだけかもしれない。まるで時が止まったかのようだった。

　さっきまで何度も頷いていた葵の動きも、ピタリと止まっている。

「その、『この後』とか『今日だけ』とかじゃなく。その……！　『こいびと』として」

　鋭一は乾かわいた口で精いっぱいに言葉を続けた。

　これが、鋭一の「伝えたかったこと」。改めて、ちゃんと、葵と付き合いたかった。今や鋭一は……葵と、本気で、そういう関係になりたいと思っていた。

　そして……どれくらいだろうか。少しの時間が過ぎ。

　呆ぼう然ぜんと止まっていた葵は、ぱちくりと瞬まばたきし──

　首を横に倒たおした。

　疑問のサインだった。

「鋭一……やっぱり、記憶力が……」

「えッ」

　渾こん身しんの告白をかわされたようで、鋭一は思わず体の力が抜ぬける。まるで必殺の掌しよう底ていをかわされたかのようだ。そして葵はその流れのまま……カウンターを放つ。

「わたし、鋭一の、こいびとだよ？」

　どこか不満そうな葵は、そんなことは当たり前じゃないか、とでも言いたげだった。

「あ、いや、確かにそうなんだけど、そうじゃなくてね……？」

「むー。へんなの」

　葵は呆然とする鋭一に近づき、手を取って腕うでを絡からめた。この関節技は効果的だった。密着すると体温を感じられ、鋭一はたじろぐ。

「行こう、鋭一。明日も遊ぶ」

　葵は弾はずんだ声で言った。

　──まあ、いいか。彼女のうきうきした様子に、鋭一もまた笑った。時間は少しかかってしまったけれど……二人の関係が、ようやく目に見えた気がした。




　今日から二人は──最愛の恋こい人びとで、最大のライバルだ。
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　　　あとがき




　初めまして、渡わたし葉ばたびびとと申します。

　このたびは本書をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　これで貴方あなたはクエスト「本書を入手せよ」が発生する条件を満たしました。あとはこの本をレジに持っていけばミッション達成となり、報ほう酬しゆうとして本書が手に入ります。簡単でしょう？　以上でチュートリアルを終わります。




　……という冗じよう談だんはさて置きまして（クエストは達成して頂けますと大変うれしいのですが）。

　本作『暗殺拳けんはチートに含ふくまれますか？』は、ＷＥＢ小説サイト「カクヨム」上で連れん載さいされ、第２回コンテストの現代ファンタジー部門にて大賞を頂いた作品に、大おお幅はばな加筆修正を行いパワーアップした決定版です。

　私の好きな「ゲーム」と「女の子」がぎっしり詰つまった作品になったと思います。

　まー何といっても私は対人戦のゲームが好きです。ネット対戦もよくやります。

　自分だけの武器を携たずさえ、同じく対等に準備したプレイヤーと向かい合う。１ポイントのライフを争う緊きん迫ぱくした場面などは、ネットの向こうにいるはずの相手の息いき遣づかいまで聞こえるかのようで、たまらないものがあります。

　自機をカスタマイズしたり、デッキを構築したり、プレイヤーの個性が出るゲームは特に好きです。

　昔は弟とよくアーマードコアやカスタムロボの対戦をしましたし、ポケモンのパーティ構築を考えるのも好きでした。カードゲームも好きで、今はハースストーンをよくプレイします。まあ、どれもあんまり強くはないのですが……。

　基本的に自分がガブリアスを使うより、敵のガブリアスをいかに封ふうじ込めてやるか考えるタイプなのです。さあ、思わぬところから飛び出した氷こおり技わざに困こん惑わくするがいい！　と息巻いて挑いどみ、失敗するとそれはもうボッコボコにされます。ええ。フルボッコです。そのへんの無む慈じ悲ひさも対人戦の醍だい醐ご味みですね！

　本作に登場するゲーム「プラネット」には、そういった好みが強く出ていると思います。設定を考えるのはとても楽しかったです。まだまだ登場していないスキルもありますので、披ひ露ろうする機会があるといいなと思います。ぜひ、楽しみにしていてください。




　そして、本作を語る上で外せないのはヒロインである葵あおいの存在です。

　一いつ緒しよにゲームに熱中できる女の子がいたらどんなに良いか……なんて、誰だれもが考える夢だと思います。考えるはずです。考えますよね？　考えましょう。

　勝って喜び、負けて悔くやしがるあの興奮を、共有できる女の子がいる。素す晴ばらしいことです。負けが込こんでメンタルが辛つらくなっても慰なぐさめてくれそうですしね。

　私も深夜に連敗してニンテンドーＤＳを力の限りブン投げそうになったことがありますが、葵なら平然とキャッチしてくれそうな気がします。ちょっと人の視力を奪うばったり、首の骨を折ったりするのが上手なだけで、とても良い子なんです。皆みな様さまからも可愛かわいがっていただけましたら幸いです。




　最後に、お世話になった方々への感謝を述べさせていただきます。

　カクヨムＷＥＢ小説コンテスト選考委員の皆様。大賞という栄えい誉よある賞をいただきまして本当にありがとうございます。カクヨムのコンテストでも何度か落選してましたので、届いたメールに「大賞」と書いてあった時は五度見くらいしました。あまりにさらっと書いてあったのでびっくりしました。頂いた賞に応こたえられる作品を作れるよう精しよう進じんします。

　担当編集さま。お忙いそがしそうな中いつも親身かつ熱心なアドバイスをありがとうございます。右も左もわからない小説界の初心者プレイヤーにレベル１００のフレンドがついた心持ちです。今後ともよろしくお願いいたします。

　きただりょうま先生。素晴らしいイラストをありがとうございます。執しつ筆ぴつ中はいつも、デスクトップ壁かべ紙がみに設定した葵を眺ながめることでスタミナを回復しております。ついに最高の作業環かん境きようを手に入れた私は幸せものです。

　カクヨム連載時から本作を応おう援えんしてくださったＷＥＢ読者の皆様。皆さんが毎回感想をくれたりしなければ私の心はとっくに折れていたことでしょう。こうしてこの時まで生きていられるのは皆さんのおかげです。書しよ籍せき版もよろしくね。

　ネットの仲間たち。ゲームをすれば最善手で相手を叩たたきのめすのに、創作では熱心に相談に乗ってくれて、本当に恐おそろしいやつらです。また遊ぶ機会があれば笑え顔がおで殺し合いましょう。

　そしてこの本を最後まで読んでいただいた読者の皆様に、最大限の感謝を。

　是ぜ非ひまたお会いできますように！
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